
184 

第８章．経済社会情勢の変化等に関する資料

前述のとおり、不当寄附勧誘防止法については、法附則第５条において、法律

施行後２年を目途として、それまでの法の施行状況及び経済社会情勢の変化を

勘案しつつ、所要の検討を加えることとされている。これを踏まえ、消費者庁に

おいて、法附則第５条に基づく法の規定の検討に向け、法の施行状況及び経済社

会情勢の変化について適切に把握するための対応の一環として、委託事業によ

り、法に関する裁判例等の調査・整理・分析（資料１参照）並びに法の施行及び

寄附勧誘に関する意識調査（資料２参照）を実施した。本章では、当該調査等の

報告書について紹介する。



消
費
者

庁
  
消
費
者
政
策
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寄
附
勧
誘
対
策
室

  
御
中

不
当

寄
附
勧
誘
防
止
法
等
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す
る
裁
判

例
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調
査
・整

理
・

分
析
事
業
報
告
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松
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法
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事
務
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国
法
共
同
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業
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2

1.
調
査
の
目
的
対
象

(1
)

目
的

法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
 4

 年
法
律
 1

05
 号

。
以
下
「
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
」
と
い
う
。
）
が
令
和
 4

 年
 1

2 
月
に

成
立
し
た
と
こ
ろ
、
同
法
が
寄
附
及
び
そ
の
勧
誘
に
対
す
る
司
法
判
断
又
は
私
人
間
の
紛
争
解
決
に
与
え
た
影
響
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
事

業
は
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
規
定
に
つ
い
て
適
用
の
あ
っ
た
裁
判
例
、
民
事
調
停
、

A
D

R（
以
下
「
裁
判
例
等
」
と
い
う
。
）
の
ほ
か
、
寄
附
及
び
そ
の
勧
誘
に

関
し
て
の
裁
判
例
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
寄
附
及
び
そ
の
勧
誘
に
つ
い
て
の
司
法
判
断
等
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
に
関
す
る
論
点
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
以
下
「
本
件
目
的
」
と
い
う
。
）。

(2
)

対
象

W
ES

TL
A

W
 J

A
PA

N
、

TK
C

 ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
第
一
法
規
法
情
報
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
判
例
秘
書
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
主
と
し
て
、
補
足
的
に
ジ
ュ
リ
ス
ト
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
等
の
判
例
評
釈
、
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
、
日
経
テ
レ
コ
ン
、
日
経
バ
リ
ュ
ー
サ
ー
チ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
参

照
し
、
本
件
目
的
に
関
連
す
る
裁
判
例
を
対
象
と
す
る
。

調
査
対
象
の
期
間
は
過
去
 2

0 
年
（
平
成
 1

6 
年
 3

 月
 3

1 
日
～
令
和
 6

 年
 1

2 
月
 3

1 
日
）
ま
で
と
す
る
。

186



3

2.
調
査
方
法

(1
)

裁
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
裁
判
例

W
ES

TL
A

W
 J

A
PA

N
、

TK
C

 ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
第
一
法
規
法
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（

D
1-

La
w
）、

判
例
秘
書
の
 

4 
つ
の
裁
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い

て
、
裁
判
例
の
検
索
を
実
施
し
た
。
当
該
検
索
の
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ご
と
の
ヒ
ッ
ト
件
数
は
、
以
下
の
表
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
お
け
る
検
索
ヒ
ッ
ト
裁
判
例
の
重
複
を
除
外
し
た
の
ち
、
す
べ
て
の
裁
判
例
に
つ
い
て
、
以
下
の
①
～
⑦
の
観
点
か
ら
関
連
性
を
確
認
し
た
。

①
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
規
定
が
直
接
争
わ
れ
た
裁
判
例
等

②
 寄
附
に
関
し
民
法
又
は
消
費
者
契
約
法
に
よ
る
無
効
又
は
取
消
し
が
争
わ
れ
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
趣
旨
、
立
法
目
的
又
は
立
法
経
緯
を
斟
酌
し
判
断

し
た
裁
判
例
等

③
 寄
附
の
勧
誘
に
関
す
る
不
法
行
為
責
任
が
争
わ
れ
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
趣
旨
、
立
法
目
的
又
は
立
法
経
緯
を
斟
酌
し
判
断
し
た
裁
判
例
等
（
例
：
最

判
令
和
 6

 年
 7

 月
 1

1 
日
（
令
和
 4

 年
（
受
）

22
81

 号
））

④
 寄

附
の
勧
誘
行

為
に
関
し
そ
の
違
法
性
が
争
わ
れ
、
専
ら
寄
附
の
勧
誘
行
為
の
態
様
に
つ
い
て
い
か
な
る
も
の
が
正
当
又
は
不
当
で
あ
る
か
判
断
が
示

さ
れ
た
裁
判
例
等
（
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
を
判
断
基
準
に
含
む
も
の
に
限
ら
な
い
）

⑤
 契
約
の
有
効
性
や
賠
償
責
任
等
が
争
わ
れ
た
も
の
に
お
い
て
、
主
た
る
要
素
で
は
な
く
と
も
寄
附
・
献
金
等
が
当
該
紛
争
の
事
情
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
判

断
基
準
と
さ
れ
た
裁
判
例
等

⑥
扶
養
義
務
等
に
係
る
定
期
金
債
権
に
つ
い
て
、
配
偶
者
や
子
が
債
権
者
代
位
権
（
民
法
第
 4

23
 条

）
を
行
使
し
た
裁
判
例
等

⑦
 寄
附
の
勧
誘
に
関
す
る
不
法
行
為
責
任
が
争
わ
れ
、
寄
附
の
勧
誘
に
当
た
っ
て
使
用
者
責
任
（
民
法
第
 7

15
 条

）
等
の
組
織
性
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
し
た

裁
判
例
等

参
考
 

不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
に
つ
い
て
言
及
は
あ
る
も
の
の
同
法
が
判
断
の
考
慮
要
素
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
裁
判
例
等

キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
日
時

裁
判
例
数

不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 o

r 法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

20
24

/1
0/

11
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
2 
件
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4

・
判
例
秘
書
：

2 
件

・
D

1-
La

w
：

2 
件

・
TK

C
：

2 
件

（
寄
附
 o

r 
寄
付
 o

r 
献
金
 o

r 
義
援
金
 o

r 
募
金
 o

r 
お
布
施
 o

r 
寄
贈
 o

r 
寄
進
）
 a

nd

勧
誘
 a

nd
 違

法

20
24

/1
0/

28
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
26

0 
件

・
判
例
秘
書
：

22
4 
件

・
D

1-
La

w
：

22
7 
件

・
TK

C
：

26
8 
件

（
寄

附
 
or

 寄
付

 
or

 献
金

 
or

 義
援

金
 

or
 募

金
 

or
 お

布
施

 
or

 寄
贈

 
or

 寄
進
）
 

an
d

（
契
約
 o

r 
合
意
 o

r 
遺
言
 o

r 
遺
贈
）
 a

nd
 （

有
効
 o

r 
無
効
）

※
民
事
裁
判
例
の
み
を
対
象

※
事
件
名
：
損
害
賠
償
 o

r 
返
還
／
事
件
名
検
索
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
お
い
て
は
「

an
d（

損
害
賠
償
事
件
 o

r 返
還
事
件
）」

を
追
加

20
24

/1
0/

28
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
45

8 
件

・
判
例
秘
書
：

28
5 
件

・
D

1-
La

w
：

26
7 
件

・
TK

C
：

27
8 
件

（
寄

附
 
or

 寄
付

 
or

 献
金

 
or

 義
援

金
 

or
 募

金
 

or
 お

布
施

 
or

 寄
贈

 
or

 寄
進
）
 

an
d

（
契
約
 o

r 
合
意
 o

r 
遺
言
 o

r 
遺
贈
）
 a

nd
 （

有
効
 o

r 
無
効
）

※
刑
事
裁
判
例
の
み
を
対
象

20
24

/1
0/

11
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
31

 件

・
判
例
秘
書
：

62
 件

・
D

1-
La

w
：

48
 件

・
TK

C
：

55
 件

定
期
金
 a

nd
 （

代
位
 o

r 4
23

 条
）

20
24

/1
0/

11
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
11

 件

・
判
例
秘
書
：

14
 件

・
D

1-
La

w
：

13
 件

・
TK

C
：

13
 件

扶
養
 a

nd
 （

代
位
 o

r 4
23

 条
）

20
24

/1
0/

18
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
12

2 
件

・
判
例
秘
書
：

12
7 
件

188



5

・
D

1-
La

w
：

11
7 
件

・
TK

C：
11

6 
件

定
期
給
付
 a

nd
 （

代
位
 o

r 4
23

 条
）

20
24

/1
0/

11
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
4 
件

・
判
例
秘
書
：

4 
件

・
D

1-
La

w
：

3 
件

・
TK

C
：

3 
件

継
続
的
給
付
 a

nd
 （

代
位
 o

r 4
23

 条
）

20
24

/1
0/

11
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
2 
件

・
判
例
秘
書
：

10
 件

・
D

1-
La

w
：

5 
件

・
TK

C
：

6 
件

（
寄
附
 o

r 
寄
付
 o

r 
献
金
 o

r 
義
援
金
 o

r 
募
金
 o

r 
お
布
施
 o

r 
寄
贈
 o

r 
寄
進
）
 a

nd

不
法
行
為
 a

nd
 （

使
用
者
責
任
 o

r 
事
業
の
執
行
 o

r 7
15

 条
）

20
24

/1
1/

1
・

W
es

tla
w

 Ja
pa

n：
20

6 
件

・
判
例
秘
書
：

19
1 
件

・
D

1-
La

w
：

21
2 
件

・
TK

C
：

25
4 
件

(2
)G

oo
gl

e 検
索

を
利
用
し
た
民
事
調
停
、

A
D

R
 調

査

以
下
の
検
索
ク
エ
リ
を
用
い
て
、
令
和
 6

 年
 1

2 
月
 5

 日
～

17
 日

に
、

G
oo

gl
e 検

索
に
よ
る
公
表
事
例
調
査
を
実
施
し
、
検
索
結
果
上
位
 1

0 
個
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、
民
事
調
停
、

A
D

R 
に
関
す
る
記
述
の
調
査
を
実
施
し
た
。

①
検
索
ク
エ
リ

[キ
ー
ワ
ー
ド

] a
nd

 A
D

R
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6

[キ
ー
ワ
ー
ド

] a
nd

 民
事
調
停

[キ
ー
ワ
ー
ド

] a
nd

 仲
裁

②
対

象
[キ

ー
ワ
ー
ド

]一
覧

裁
判
例
で
出
て
き
た
宗
教
法
人
等
の
固
有
名
詞
、
合
計
 5

4 
個
。

(3
)

消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
を
利
用
し
た
公
表
情
報
調
査

一
般
社
団
法
人
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
発
行
会
議
が
提
供
す
る
「
判
例
和
解
速
報
」
に
つ
い
て
、
令
和
 6

 年
 1

2 
月
 4

 日
に
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
、
平

成
 1

6 
年
 3

 月
 3

1 
日
以
降
の
該
当
す
る
事
例
を
調
査
し
た
。
上
記

(1
)記

載
の
①
～
⑦
の
点
が
問
題
と
な
る
事
例
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
 2

0 
年
 9

 月
 1

0 
日

（
N

o.
43

-1
）
を
確
認
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
寄
附
 o

r 
寄
付
 o

r 
献
金
 o

r 
義
援
金
 o

r 
募
金
 o

r 
お
布
施
 o

r 
寄
贈
 o

r 
寄
進

(4
)

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
紛
争
解
決
委
員
会
が
公
表
す
る
重
要
消
費
者
紛
争
解
決
手
続
の
公
表
情
報
調
査

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
定
期
的
に
公
表
す
る
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
実
施
状
況
と
結
果
概
要
に
つ
い
て
」
を
平
成
 2

6 
年
度
第
 1

 回
か
ら
令
和
 6

 年
度
第
 2

 回
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
、
該
当
す
る
事
例
を
調
査
し
た
が
、
上
記

(1
)記

載
の
①
～
⑦
の
点
が
問
題
と
な
る
事
例
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
寄
附
 o

r 
寄
付
 o

r 
献
金
 o

r 
義
援
金
 o

r 
募
金
 o

r 
お
布
施
 o

r 
寄
贈
 o

r 
寄
進

(5
)

日
経
バ
リ
ュ
ー
サ
ー
チ
を
利
用
し
た
調
査

株
式
会
社
日
本
経
済
新
聞
社
が
提
供
す
る
「
日
経
バ
リ
ュ
ー
サ
ー
チ
」
を
用
い
て
、
令
和
 6

 年
 1

2 
月
 1

0 
日
に
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
及
び
検
索
対
象
で
検
索
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7

し
、
平
成
 1

6 
年
 3

 月
 3

1 
日
以
降
の
該
当
す
る
事
例
を
調
査
し
た
が
、
民
事
調
停
や

A
D

R
 に

関
し
、
上
記

(1
)記

載
の
①
～
⑦
の
点
が
問
題
と
な
る
事
例
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
（

[裁
判
例
で
出
て
き
た
宗
教
法
人
等
の
固
有
名
詞

]）
 

an
d 

（
A

D
R 

or
 民

事
調
停
 

or
 仲

裁
）

検
索
対
象
：

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
、
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
、
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
、
日
経
産
業
新
聞
、
日
経
 

M
J（

流
通
新
聞
）、

日
経
地
方
経
済
面
、
日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス

、
日
経
プ
ラ
ス
ワ
ン
、
日
経
速
報
ニ
ュ
ー
ス
、
日
経
ニ
ュ
ー
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
日
経
 B

iz
 ト

レ
ン
ド
、

N
IK

K
EI

 M
ob

ili
ty
、

N
IK

K
EI

 G
X
、

N
IK

K
EI

 F
T 

th
e W

or
ld

(6
)

日
経
テ
レ
コ
ン
を
利
用
し
た
調
査

株
式
会
社
日
本
経
済
新
聞
社
が
提
供
す
る
「
日
経
テ
レ
コ
ン
」
を
用
い
て
、
令
和
 6

 年
 1

2 
月
 2

0 
日
に
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
及
び
検
索
対
象
で
検
索
し
、
平
成

16
 年

 3
 月

 3
1 
日
以
降
の
該
当
す
る
事
例
を
調
査
し
た
が
、
民
事
調
停
や
 A

D
R

 に
関
し
、
上
記

(1
)記

載
の
①
～
⑦
の
点
が
問
題
と
な
る
事
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。 キ

ー
ワ
ー
ド
：

（
[裁

判
例
で
出
て
き
た
宗
教
法
人
等
の
固
有
名
詞

]）
 a

nd
 （

A
D

R
 o

r 
民
事
調
停
 o

r 
仲
裁
）

検
索
対
象
：

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
、
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
、
日
経
産
業
新
聞
、
日
経
Ｍ
Ｊ
（
流
通
新
聞
）、

日
本
経
済
新
聞
電
子
版
、
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
セ
ク
シ
ョ
ン

、
N

IK
K

EI
 

Fi
na

nc
ia

l、
日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
、
日
経
金
融
新
聞
、
日
経
地
方
経
済
面
、
日
経
プ
ラ
ス
ワ
ン
、
日
経
マ
ガ
ジ
ン
、
日
本
経
済
新
聞
号
外
、
日
本
経

済
新
聞
（
明
治
か
ら
戦
後
）
、

N
IK

K
EI

 P
rim

e、
N

IK
K

EI
 M

ob
ili

ty
、

N
IK

K
EI

 G
X

 | 
G

re
en

 T
ra

ns
fo

rm
at

io
n、

N
IK

K
EI

 T
ec

h 
Fo

re
sig

ht
、

N
IK

K
EI

 D
ig

ita
l 

G
ov

er
na

nc
e、

N
IK

K
EI

 F
T 

th
e 

W
or

ld
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
産
経
新
聞
、
共
同
通
信
ニ
ュ
ー
ス
、
時
事
通
信
ニ
ュ
ー
ス
、
ロ
イ
タ
ー
通
信

ニ
ュ
ー
ス
、

N
H

K
 

ニ
ュ
ー
ス
、
北
海
道
新
聞
、
十
勝
毎
日
新
聞
、
室
蘭
民
報
、
東
奥
日
報
、
デ
ー
リ
ー
東
北
、
岩
手
日
報
、
河
北
新
報
、
石
巻
か
ほ
く
、
秋

田
魁
新
報
、
山
形
新
聞
、
福
島
民
報
、
福
島
民
友
新
聞
、
茨
城
新
聞
、
下
野
新
聞
、
上
毛
新
聞
、
埼
玉
新
聞
、
千
葉
日
報
、
東
京
新
聞
、
神
奈
川
新
聞
、
新
潟
日
報

、
北
日
本
新
聞
、
北
國
新
聞
・
富
山
新
聞
、
福
井
新
聞
、
山
梨
日
日
新
聞
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
岐
阜
新
聞
、
静
岡
新
聞
、
伊
豆
新
聞
、
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中
日
新
聞
、
伊
勢
新
聞
、
京
都
新
聞
、
大
阪
日
日
新
聞
、
神
戸
新
聞
、
奈
良
新
聞
、
紀
伊
民
報
、
日
本
海
新
聞
、
山
陰
中
央
新
報
、
山
陽
新
聞
、
中
国
新
聞
、
山
口
新
聞

、
徳
島
新
聞
、
四
国
新
聞
、
愛
媛
新
聞
、
高
知
新
聞
、
西
日
本
新
聞
、
佐
賀
新
聞
、
長
崎
新
聞
、
熊
本
日
日
新
聞
、
大
分
合
同
新
聞
、
宮
崎
日
日
新
聞
、
南
日
本
新

聞
、
琉
球
新
報
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
化
学
工
業
日
報
、
日
刊
工
業
新
聞
、

Fu
jiS

an
ke

i B
us

in
es

s 
i.、

中
部
経
済
新
聞
、
日
刊
自
動
車
新
聞
、
鉄
鋼
新
聞
、
日
刊
産
業

新
聞
、
電
子
デ
バ
イ
ス
産
業
新
聞
、
日
刊
電
波
新
聞
、
ク
リ
ア
リ
ー
フ
総
研
、
金
属
産
業
新
聞
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
新
聞
、
日
刊
木
材
新
聞
、
日
刊
建
設
工
業
新
聞

、
建
設
通
信
新
聞
、
建
通
新
聞
、
設
工
業
新
聞
、
北
海
道
建
設
新
聞
、
建
設
新
聞
、
佐
賀
建
設
新
聞
、
長
崎
建
設
新
聞
、
鹿
児
島
建
設
新
聞
、
関
西
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

情
報
、
日
刊
不
動
産
経
済
通
信
、
商
業
施
設
新
聞
、
住
宅
新
報
、
週
刊
住
宅
、
住
宅
産
業
新
聞
、
日
本
農
業
新
聞
、
農
業
共
済
新
聞
、
農
村
ニ
ュ
ー
ス
、
農
経
新

聞
、
日
刊
水
産
経
済
新
聞
、
水
産
タ
イ
ム
ス
、
み
な
と
新
聞
、
環
境
新
聞
、

Th
e 

W
as

te
 M

an
ag

em
en

t、
水
道
産
業
新
聞
、
電
気
新
聞
、
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新

聞
、
原
子
力
産
業
新
聞
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
、
石
油
通
信
、
プ
ロ
パ
ン
・
ブ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ス
、
リ
ム
総
研
エ
ネ
ル
ギ
ー
ニ
ュ
ー
ス
、
石
油
化
学
新
聞
、
ケ
ム
ネ

ッ
ト
東
京
、
塗
料
報
知
、
ゴ
ム
報
知
新
聞
、

Sh
oe

s 
Po

st 
O

N
LI

N
E、

交
通
新
聞
、
観
光
経
済
新
聞
、
旅
行
新
聞
、

D
ai

ly
 C

ar
go

 電
子
版
、

A
vi

at
io

n 
W

ire
、

W
IN

G
 D

A
IL

Y
、
輸
送
経
済
、
東
京
交
通
新
聞
、
日
本
海
事
新
聞
、
日
刊
海
事
プ
レ
ス
、
日
本
食
糧
新
聞
、
食
品
産
業
新
聞
、
食
品
新
聞
、
日
刊
食
品
通
信
、
食
料

醸
界
新
聞
、
冷
食
タ
イ
ム
ス
、
酪
農
乳
業
速
報
、
日
刊
薬
業
、
薬
事
日
報
、
薬
事
ニ
ュ
ー
ス
、
流
通
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
日
刊
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
薬
局
新
聞
、
病
院

新
聞
、
日
本
歯
科
新
聞
、
ニ
ッ
ポ
ン
消
費
者
新
聞
、
健
康
産
業
流
通
新
聞
、
週
刊
粧
業
、
粧
業
日
報
、
週
刊
粧
業
・
訪
販
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
日
用
品
化
粧
品
新
聞
、

H

＆
BC

 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
、
通
販
新
聞
、
訪
販
ニ
ュ
ー
ス
、
日
本
流
通
産
業
新
聞
、
日
本
ネ
ッ
ト
経
済
新
聞
、
日
本
事
務
機
新
聞
、
電
経
新
聞
、
週
刊

B
CN

、
日
本
情
報
産
業
新
聞
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
新
聞
、
文
化
通
信
速
報
版
、
映
像
新
聞
、
日
本
証
券
新
聞
、
株
式
新
聞
、
日
刊
商
品
投
資
特
報
、
ニ
ッ
キ
ン

、
保
険
毎
日
新
聞
、
新
日
本
保
険
新
聞
生
保
版
・
損
保
版
、
新
日
本
保
険
新
聞
速
報
版
、
都
政
新
報
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
、
東
商
新
聞
、
納
税
通
信
、
税
理
士
新

聞
、
税
と
経
営
、
労
働
新
聞
、
シ
ル
バ
ー
新
報
、
繊
研
新
聞
、
繊
維
ニ
ュ
ー
ス
、
科
学
新
聞
、
日
本
教
育
新
聞
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3.
論
点
整
理
表

論
点

整
理

原
告
、
被
告
及
び
関
係
者

1 
宗
教
団
体

(1
)

原
告
：

・
信
者
（
又
は
元
信
者
。
以
下
同
じ
）
及
び
そ
の
承
継
人
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

4-
1、

4-
2、

5、
9、

10
、

11
-1
、

11
-2
、

12
、

14
、

17
、

19
-1
、

19
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

22
、

26
、

23
、

24
-1
、

24
-2
、

25
、

27
-1
、

27
-2
、

28
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-

1、
34

-2
、

35
、

36
、

38
、

41
、

42
、

43
-1
、

43
-2
、

44
-1
、

44
-2
、

45
、

46
）

・
信
者
の
家
族
・
親
族
（

N
o.

2、
13
、

19
-1
、

19
-2
、

27
-1
、

27
-2
、

35
）

・
開
運
商
法
業
者
か
ら
僧
侶
を
紹
介
さ
れ
た
者
（

N
o.

8）

・
信
者
の
友
人
（

N
o.

27
-1
、

27
-2
）

・
信
者
の
息
子
の
友
人
（

N
o.

29
）

・
人
生
相
談
会
参
加
者
（

N
o.

37
）

・
鑑
定
等
の
勧
誘
を
受
け
た
者
（

N
o.

39
）

(2
)

被
告
：

・
宗
教
団
体
関
連
会
社
（

N
o.

45
）

・
宗
教
団
体
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

2、
4-

1、
4-

2、
8、

10
、

14
、

16
-1
、

16
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

19
-1
、

19
-2
、

22
、

23
、

24
-1
、

24
-2
、

25
、

27
-1
、

27
-2
、

28
、

29
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

34
-1
、

35
、

36
、

37
、

38
、

39
、

40
-2
、

41
、

42
、

44
-1
、

44
-

2、
43

-1
、

45
、

46
）

・
宗
教
団
体
の
代
表
者
（

N
o.

8、
16

-1
、

16
-2
、

26
、

36
、

37
）

・
信
者
・
会
員
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

2、
5、

9、
10
、

11
-1
、

11
-2
、

12
、

14
、

19
-1
、

19
-2
、

29
、

33
、

35
、

37
、

38
、

40
-2
、

42
、
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44
-1
、

44
-2
、

45
、

46
）

・
宗
教
団
体
の
上
部
団
体
（

N
o.

8、
16

-2
、

23
、

25
、

29
）

※
そ
の
他
、
原
告
が
宗
教
団
体
、
被
告
が
地
方
自
治
体
の
裁
判
例
も
存
在
す
る
（

N
o.

3）

2
高
齢
者
・
要
介
護
者
等
を
対
象
と
す
る
施
設
・
団
体

(1
)

原
告
：

・
障
害
者
共
同
生
活
援
助
支
援
事
業
等
の
事
業
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（

N
o.

7-
1、

7-
2）

・
親
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
た
め
に
施
設
に
金
銭
を
寄
附
し
た
者
（

N
o.

22
）

(2
)

被
告
：

・
死
因
贈
与
者
が
預
金
を
有
し
て
い
た
信
金
（

N
o.

7-
1、

7-
2）

・
介
護
・
医
療
関
連
事
業
を
営
む
株
式
会
社
（

N
o.

 2
2）

3
そ
の
他
の
団
体

(1
)

原
告
：

・
会
員
（

N
o.

6）

・
美
術
品
寄
付
者
の
相
続
人
（

N
o.

13
）

・
鑑
定
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（

N
o.

14
）

・
開
運
商
法
の
利
用
者
（

N
o.

16
-1
、

16
-2
）

・
「
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（

N
o.

15
）

10

194



11

・
動
物
保
護
団
体
へ
の
寄
附
者
及
び
寄
附
を
呼
び
掛
け
た
者
（

N
o.

21
）

・
気
功
及
び
整
体
事
業
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
と
の
間
で
受
講
契
約
を
締
結
し
た
者
（

N
o.

26
）

(2
)

被
告
：

・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
企
画
・
運
営
等
を
行
う
一
般
社
団
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

6）

・
美
術
館
の
運
営
等
を
行
う
財
団
（

N
o.

13
）

・
鑑
定
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

14
）

・
「
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
勧
誘
す
る
法
人
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

15
）

・
開
運
商
法
事
業
者
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

16
-2
）

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
販
売
事
業
者
の
代
表
者
（

N
o.

17
）

・
動
物
保
護
団
体
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

21
）

・
気
功
及
び
整
体
事
業
を
行
う
株
式
会
社
及
び
そ
の
代
表
者
（

N
o.

 2
6）

寄
附

勧
誘

行
為

の
主

体

と
認
め
ら
れ
た
範
囲

1
信

者
又
は
会
員
個
人
が
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
複
数
の
信
者
又
は
会

員
が
共
同
で
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
と
し
て
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
場
合
も
含
む
）

N
o.

5、
11

-1
、

11
-2
、

12
、

18
-1
、

18
-2
、

19
-1
、

19
-2
、

27
-1
、

27
-2
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

36
、

39
、

40
-1
、

40
-2
、

41
、

42
、

43
-1
、

43
-2
、

44
-1
、

44
-2
、

45
、

46

2
団
体
の
代
表
者
個
人
が
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
信
者
又
は
会
員
と
共

同
で
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
と
し
て
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
場
合
も
含
む
）

・
宗
教
法
人
の
代
表
役
員
で
あ
る
被
告
が
、
鑑
定
の
方
法
等
の
要
諦
を
作
成
し
、
代
表
役
員
と
し
て
同
要
諦
に
従
っ
て
易
断
鑑
定
を
す

る
よ
う
指
導
す
る
な
ど
し
、
鑑
定
会
の
活
動
実
績
の
報
告
を
さ
せ
、
獲
得
し
た
祈
願
料
に
応
じ
て
等
級
を
設
け
手
当
が
変
動
す
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る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
勧
誘
員
の
違
法
な
祈
願
勧
誘
行
為
が
代
表
役
員
の
構
築
し
た
体
制
に
必
然
的
に
由
来
す
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。
（

N
o.

26
、

36
）。

・
代
表
役
員
は
、
被
告
Ｙ

1 
教
所
属
の
鑑
定
師
ら
が
、
人
生
相
談
会
に
訪
れ
た
相
談
者
を
不
安
や
恐
怖
に
陥
れ
、
こ
れ
に
よ
り
相
談
者

に
高
額
の
祈
願
料
を
支
払
う
よ
う
に
仕
向
け
る
方
法
を
記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
■
■
■
■
」
を
作
成
し
、
研
修
に
お
い
て
、

鑑
定
師
候
補
者
に
対
し
、
こ
れ
を
身
に
付
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
ば
か
り
か
、
本
件
規
則
を
も
作
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
鑑
定
師
ら
が

、
人
生
相
談
会
に
お
い
て
、
高
額
の
祈
願
料
を
取
得
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
地
位
を
喪
失
し
た
り
、
収
入
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
な
ど
を
理
由
に
、
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
（

N
o.

37
）。

3 
 法

人
が
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例

法
人
に
つ
い
て
寄
附
勧
誘
行
為
の
主
体
性
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
と
し
て
は
 

N
o.

18
-1
、

19
-1
、

19
-2
、

26
、

36
、

38
 
等
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、

N
o.

18
-1

 の
裁
判
例
で
は
、
勧
誘
主
体
が
宗
教
法
人
の
一
組
織
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

N
o.

19
-2

 で
は
勧
誘
行

為
が
法
人
の
組
織
的
活
動
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
法
人
自
体
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

N
o.

36
 の

裁
判

例
で
は
、
使
用
者
責
任
を
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
法
人
自
体
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

他
方
で
、

N
o.

12
 

の
裁
判
例
で
は
、
原
告
は
、
被
告
ら
に
よ
る
教
化
等
の
行
為
が
、
ａ
会
に
対
す
る
献
金
等
を
勧
誘
す
る
と
い
う

統
一
的
な
目
的
の
下
、
組
織
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
ら
の
各
勧
誘
行
為
に
は
関
連
共
同
性
が
あ
り
、
全
体

と
し
て
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
「
違
法
と
の
評
価
を
し
得
な
い
勧
誘
等
の
行
為
を
し
た
の
み
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
違
法
と
認
め
ら
れ
る
個
別
の
勧
誘
行
為
と
の
関
連
共
同
性
を
認
め
れ
ば
、
本
来
認
め
ら
れ
る
べ
き
勧
誘
等
の
行

為
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
り
、
妥
当
で
は
な
」
く
、
違
法
と
認
め
ら
れ
る
各
勧
誘
行
為
に
関
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
告
ら
の

限
度
で
、
共
同
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
法
人
と
の
共
同
不
法
行
為
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

N
o.

14
 の

裁
判
例
で
は
、
「
特
定
の
宗
教
団
体
や
そ
の
信
者
に
お
い
て
他
者
に
献
金
等
を
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の

も
の
で
あ
る
限
り
、
宗
教
活
動
の
一
環
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
原
告
の
上
記
指
摘
を
踏
ま
え
て
も
、
被
告
Ｙ
1 

団

体
に
つ
き
、
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
に
応
じ
て
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
超
え
る
勧
誘
活
動
が
な
さ
れ
た

12
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と
し
て
違
法
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
一
般
に
、
被
告
Ｙ
1
 団

体
や
そ
の
信
者
に
お
い
て
、
組
織
的
な
資

金
獲
得
活
動
と
し
て
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
超
え
る
違
法
な
活
動
を
し
て
い
た
と
ま
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
は
な
い
。
」
と

し
て
、
法
人
と
の
共
同
不
法
行
為
を
否
定
し
て
い
る
。

寄
附
勧
誘
行
為
の
内
容

1
献
金
又
は
寄
附
の
勧
誘

・
献
金
又
は
寄
附
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

2、
4-

1、
4-

2、
5、

9、
11

-1
、

11
-2
、

12
、

17
、

18
-1
、

18
-2
、

19
-1
、

19
-2
、

20
-1
、

20
-2
、

20
-3
、

22
、

27
-1
、

27
-2
、

28
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

38
、

40
-1
、

40
-2
、

41
、

43
-1
、

43
-2
、

44
-

2、
45
、

46
）

・
お
布
施
（

N
o.

24
-1
、

24
-2
）

・
義
援
金
（
被
災
し
た
ペ
ッ
ト
と
そ
の
飼
い
主
の
た
め
の
義
援
金
 N

o.
21
）

・
基
金
（
建

立
基

金
N

o.
23
、

祈
祷

院
建

設
基

金
N

o.
40

-2
）

・
罰
金
（

N
o.

20
-1
、

20
-2
、

20
-3
）

2
物
品
等
の
購
入
の
勧
誘

・
縁
起
物
、
仏
像
そ
の
他
置
物
（

N
o.

 1
-1
～

1-
3、

4-
1、

4-
2、

8、
18

-1
、

18
-2
、

38
、

41
、

43
-1
、

43
-2
）

・
念
珠
そ
の
他
法
具
（

N
o.

9、
18

-1
、

18
-2
、

23
、

34
-1
、

34
-2
）

・
装
飾
品
・
宝
飾
品
（

N
o.

8、
9、

11
-1
、

11
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

27
-1
、

27
-2
、

46
）

・
壺
（

N
o.

5、
27

-2
、

38
、

41
、

43
-1
、

43
-2
）

・
印
鑑
（

N
o.

9、
27

-1
、

27
-2
、

40
-2
、

41
、

46
）

・
経
典
、
教
本
そ
の
他
書
物
（

N
o.

4-
1、

4-
2、

9、
25
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

43
-1
、

43
-2
）

・
人
参
茶
、
そ
の
他
飲
食
物
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

N
o.

18
-1
、

18
-2
、

27
-1
、

27
-2
、

43
-1
、

43
-2
）

・
絵
画
・
額
（

N
o.

9、
27

-1
、

27
-2
、

30
、

46
）

・
布
団
（

N
o.

 2
7-

1、
27

-2
）
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・
位
牌
、
お
札
（

N
o.

33
）

・
家
系
譜
・
親
族
系
譜
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

9、
34

-1
、

34
-2
）

3
役
務
の
提
供
の
勧
誘

・
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
費
・
受
講
料
等
（

N
o.

6、
9、

11
-1
、

11
-2
、

15
、

18
-1
、

18
-2
、

23
、

26
、

27
-1
、

27
-2
、

34
-1
、

34
-2
）

・
祈
祷
、
祈
願
そ
の
他
儀
式
（

N
o.

8、
11

-1
、

11
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

30
、

33
、

36
、

37
、

43
-1
、

43
-2
）

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
料
（

N
o.

18
-1
、

18
-2
、

27
-2
）

・
鑑
定
（

N
o.

14
、

37
、

39
）

・
墓
地
・
墳
墓
等
（

N
o.

23
）

・
祭
壇
製
作
費
用
（

N
o.

16
-1
、

16
-2
）

・
供
養
（

N
o.

8、
11

-1
、

11
-2
、

23
、

25
、

30
、

33
）

・
相
談
（

N
o.

30
）

・
神
棚
設
置
（

N
o.

30
）

4
遺
贈
又
は
死
因
贈
与
の
勧
誘

・
死
因
贈
与
（

N
o.

7-
1、

7-
2）

5
貸
付
金
の
勧
誘

・
貸
付
金
（

N
o.

29
、

34
-1
、

34
-2
）

14
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6 
そ
の
他

・
結
婚
式
の
渡
航
費
用
、
そ
の
他
の
旅
費
・
交
通
費
（

N
o.

11
-1
、

11
-2
、

30
、

34
-1
、

34
-2
、

45
-1
、

45
-2
）

・
買
い
物
代
金
等
（

N
o.

20
-1
～

20
-3
）

・
生
活
し
て
い
た
宿
泊
施
設
の
家
賃
、
光
熱
費
及
び
食
費
等
（

N
o.

18
-1
、

18
-2
）

寄
附

勧
誘

行
為

等
の

違

法
性
の
判
断
基
準

1 
寄
附
勧
誘
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

(1
)

最
高
裁
に
お
け
る
寄
附
勧
誘
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

「
献
金
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
寄
附
者
が
献
金
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
に
支
障
が
生
ず

る
な
ど
し
た
事
情
の
有
無
や
そ
の
程
度
、
献
金
に
よ
り
寄
附
者
又
は
そ
の
配
偶
者
等
の
生
活
の
維
持
に
支
障
が
生
ず
る
な
ど
し
た
事
情

の
有
無
や
そ
の
程
度
、
そ
の
他
献
金
の
勧
誘
に
関
連
す
る
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果
、
勧
誘
の
在
り
方
と
し
て
社
会
通
念

上
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
不
法
行
為
法
上
違
法
と
評
価
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し

て
、
上
記
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
勧
誘
に
用
い
ら
れ
た
言
辞
や
勧
誘
の
態
様
の
み
な
ら
ず
、
寄
附
者
の
属
性
、
家
庭
環
境
、
入
信

の
経
緯
及
び
そ
の
後
の
宗
教
団
体
と
の
関
わ
り
方
、
献
金
の
経
緯
、
目
的
、
額
及
び
原
資
、
寄
附
者
又
は
そ
の
配
偶
者
等
の
資
産
や
生

活
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

（
N

o.
1-

1）

(2
)

最
高
裁
以
前
の
下
級
審
裁
判
例
に
お
け
る
寄
附
勧
誘
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

上
記
の
 N

o.
1-

1 
の
最
高
裁
以
前
の
下
級
審
裁
判
例
で
も
、
最
高
裁
と
同
様
に
「
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
」
か

否
か
で
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
考
慮
要
素
に
つ
い
て
は
個
別
の
事
案
に
よ
っ
て
異
な
る
。

ア
勧
誘
に
用
い
ら
れ
た
言
辞
や
勧
誘
の
態
様
に
着
目
し
た
も
の

・
害
悪
の
告
知
や
心
理
的
な
圧
力
（
畏
怖
）
な
ど
、
心
理
状
態
に
つ
け
込
ん
だ
行
為
を
考
慮
し
た
も
の
（

N
o.

1-
3、

5、
8、

9、

10
、

11
-1
、

11
-2
、

12
、

18
-1
、

18
-2
、

23
、

24
-1
、

24
-2
、

25
、

27
-1
、

27
-2
、

28
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

35
、

36
、

37
、

39
、

40
-1
、

40
-2
、

41
、

42
、

43
-1
、

43
-2
、

45
、

46
）
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・
個
々
の
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
勧
誘
行
為
の
み
な
ら
ず
、
従
前
の
勧
誘
行
為
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
不
安
や
恐
怖
心
な
ど
の
影
響
も
踏
ま
え
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
も
の
（

N
o.

12
）

・
宗
教
の
教
義
を
伝
道
し
、
そ
の
信
者
と
な
る
よ
う
教
化
育
成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
伏
せ
て
不
安
を
あ
お
る

勧
誘
を
し
て
い
た
こ
と
を
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
に
当
た
る
と
し
た
も
の
（

N
o.

18
-1
）

・
対
象
者
が
帰
依
す
る
か
否
か
を
決
断
す
る
前
に
、
対
象
者
に
対
し
て
当
該
宗
教
の
教
義
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
概
要
を

説
明
し
、
対
象
者
が
自
由
意
思
で
帰
依
す
る
か
否
か
の
選
択
を
す
る
機
会
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
機

会
を
与
え
な
い
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
方
法
に
お
い
て
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
し
た
も
の
（

N
o.

27
-2
）

イ
勧

誘
に

用
い
ら
れ
た
言
辞
や
勧
誘
の
態
様
以
外
の
も
の
を
考
慮
し
た
も
の

・
原
告
の
収
入
、
資
産
状
況
、
生
活
状
態
（

N
o.

1-
3、

6、
9、

10
、

12
、

18
-1
、

18
-2
、

23
、

28
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

33
、

34
-1
、

34
-2
）

・
他
の
宗
教
団
体
等
に
お
け
る
宗
教
活
動
等
の
際
に
も
一
般
的
に
伴
う
こ
と
の
あ
る
範
囲
内
の
支
出
か
否
か
（

N
o.

18
-1
、

18
- 2

、
30
、

33
、

43
-1
、

43
-2
）

・
原
告
の
入
会
後
退
会
ま
で
の
言
動
、
判
断
能
力
・
精
神
状
態
（

N
o.

6）
・
原
告
は
、
教
義
に
疑
問
を
持
つ
機
会
や
、
第
三
者
か
ら
の
客
観
的
な
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
も
奪
わ
れ
た
ま
ま
、
次
の
教
化
過
程

に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
心
境
に
さ
せ
ら
れ
、
教
義
に
対
す
る
論
証
・
批
判
の
契
機
を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
宗
教
団
体
の
教
義

を
信
仰
さ
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
被
告
信
者
ら
の
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
教
義
の
布
教
等
、
純
粋
な
宗
教
的
目
的

に
よ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
金
銭
を
集
め
る
目
的
も
相
当
程
度
有
し
て
い
た
こ
と
（

N
o.

27
-2
）

2 
そ
の
他
の
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

(1
)

宗
教
行
為
の
対
価
を
請
求
す
る
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

・
祈
祷
そ
の
他
の
宗
教
的
行
為
に
付
随
し
て
そ
の
対
価
の
支
払
を
求
め
る
行
為
は
、
そ
の
性
質
上
、
祈
祷
等
の
内
容
に
合
理
性
が

16
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な
い
と
か
、
成
果
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
直
ち
に
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
伴
う

金
銭
請
求
が
、
相
手
方
の
窮
迫
、
困
惑
、
悩
み
、
不
安
、
恐
怖
等
に
乗
じ
、
殊
更
に
そ
の
不
安
、
恐
怖
心
を
煽
っ
た
り
、
自
分
に
特

別
な
能
力
が
あ
る
よ
う
に
装
い
、
そ
の
旨
信
じ
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
不
相
当
な
方
法
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
相
手
方
が
正
常

な
判
断
が
妨
げ
ら
れ
た
状
態
で
、
不
当
に
過
大
な
金
銭
を
支
払
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
違

法
な
行
為
と
し
て
、
不
法
行
為
が
成
立
す
る
（

N
o.

8）
。

・
金
員
の
出
捐
を
伴
う
儀
式
等
を
受
け
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
に
際
し
て
、
特
定
の
宗
教
を
信
じ
る
者
が
、
当
該
宗
教
団
体
に
お
け
る
教

義
等
に
基
づ
く
、
科
学
的
に
証
明
し
得
な
い
様
な
事
象
、
存
在
、
因
果
関
係
等
を
理
由
と
す
る
よ
う
な
吉
凶
禍
福
を
説
き
、
儀
式
等
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
吉
凶
禍
福
を
一
定
程
度
有
利
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
信
者
等
に
説
明
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
そ
の
説
明
内
容
が
お
よ
そ
科
学
的
に
証
明
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
直
ち
に
虚
偽
と
断
じ
、
あ
る
い
は
違

法
と
評
価
す
る
こ
と
も
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
あ
ら
か
じ
め
信
者
等
の
境
遇
や
悩
み
等
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
悩
み
等
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
、
金
員
の
出
捐
を
含
む
宗
教
的
教
義
の
具
体
的
実
践
を
勧
誘
す
る
こ
と
も
、
直
ち
に
違
法
と
評
価
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
な
行
為
が
、
信
者
等
を
い
た
ず
ら
に
不
安
に
陥
れ
た
り
、
畏
怖
さ
せ
た
り
し
た
上
で
、

そ
の
よ
う
な
心
理
状
態
に
つ
け
込
ん
で
行
わ
れ
、
社
会
一
般
的
に
信
者
等
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
態

様
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
や
、
信
者
等
の
社
会
的
地
位
や
資
産
状
況
等
に
照
ら
し
て
不
相
当
な
多
額
の
金
員
を
支
出
さ
せ

る
な
ど
、
社
会
的
に
考
え
て
一
般
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
よ
う
な

行
為
は
、
反
社
会
的
な
も
の
と
評
価
さ
れ
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
な
も
の
に
な
る
と
し
た
（

N
o.

30
）。

(2
)

鑑
定
の
対
価
を
請
求
す
る
行
為
の
違
法
性
の
判
断
基
準

・
鑑
定
の
対
価
を
請
求
す
る
行
為
は
、
当
該
鑑
定
の
内
容
に
合
理
性
が
な
い
と
か
、
成
果
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
直
ち

に
違
法
な
行
為
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
鑑
定
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
不
当
な
目
的
に
基
づ
い
て
お
り
、
不
当
な
手
段
に
よ
っ
て

鑑
定
の
勧
誘
が
な
さ
れ
、
相
手
方
が
正
常
な
判
断
を
妨
げ
ら
れ
た
状
態
で
不
当
に
過
大
な
金
銭
を
鑑
定
の
対
価
と
し
て
支
払
っ
た
よ

う
な
場
合
に
は
、
鑑
定
の
名
目
で
対
価
を
請
求
す
る
行
為
は
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
し
た
違
法
な
行

17
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18

為
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
（

N
o.

15
）。

寄
附

金
の

実
際

の
使

用
・
被
災
し
た
ペ
ッ
ト
と
そ
の
飼
い
主
の
た
め
の
事
業
及
び
義
援
金
の
目
的
に
沿
う
限
り
に
お
い
て
、
支
出
の
時
期
、
方
法
や
相
手
方
、

金
額
等
を
含
め
て
宗
教
団
体
本
部
の
合
理
的
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
性
質
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
義
援
金
を
寄
付
し
た
者
と

の
関
係
に
お
い
て
宗
教
団
体
本
部
又
は
そ
の
管
理
者
に
不
法
行
為
責
任
を
問
わ
れ
る
法
的
な
義
務
の
違
反
の
問
題
が
生
じ
得
る
の

は
、
そ
の
裁
量
の
範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
宗
教
団
体
本
部
が
そ
の
事
業
に
関
す

る
義
援
金
の
支
出
や
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
有
す
る
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
の
裁
量
の
範
囲
の

逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
と
判
断
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
（

N
o.

21
）。

用
途

が
寄

附
者

と
の

関

係
で

不
法

行
為

と
な

る

基
準

合
意
（
意
思
表
示
）
の
有

効
性
の
判
断
基
準

1 
不
起
訴
合
意
の
有
効
性
（
公
序
良
俗
な
ど
）

(
1)

最
高
裁
に
お
け
る
不
起
訴
合
意
の
有
効
性
（
公
序
良
俗
違
反
の
有
無
）

の
判
断
基
準

「
特
定
の
権
利
又
は
法
律
関
係
に
つ
い
て
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
な
い
こ
と
を
約
す
る
私
人
間
の
合
意
（
以
下
「
不
起
訴
合
意

」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
効
力
を
一
律
に
否
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
 3

2 
条
）
を
制
約
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
起
訴
合
意
は
、
そ
れ
が
公
序
良
俗

に
反
す
る
場
合
に
は
無
効
と
な
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、
当
事
者
の
属
性
及
び
相
互
の
関
係
、
不
起
訴
合
意

の
経
緯
、
趣
旨
及
び
目
的
、
不
起
訴
合
意
の
対
象
と
な
る
権
利
又
は
法
律
関
係
の
性
質
、
当
事
者
が
被
る
不
利
益
の
程
度
そ
の
他
諸
般

の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
」
（

N
o.

1-
1）

(2
)

下
級
審
裁
判
例
に
お
け
る
不
起
訴
合
意
の
有
効
性
（
公
序
良
俗
違
反
の
有
無
）
の
判
断
基
準

不
起
訴
合
意
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
下
級
審
の
裁
判
例
で
も
、
公
序
良
俗
違
反
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

公
序
良
俗
違
反
の
有
無
は
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
総
合
考
慮
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

N
o.

4-
1 

の
裁
判
例
で
は
、

不
起
訴
合
意
の
目
的
、
控
訴
人
（
原
告
）
の
心
理
状
態
、
控
訴
人
に
対
す
る
意
思
確
認
及
び
説
明
の
有
無
、
合
意
内
容
（
一
方
的

に
不
利
な
内
容
か
）
、
合
意
の
も
た
ら
す
結
果
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
公
序
良
俗
違
反
を
肯
定
し
、
不
起
訴
合
意
を
無
効
と
判
断
し

て
い
る
。
他
方
、

N
o.

45
-2

 の
裁
判
例
で
は
、
合
意
の
作
成
の
際
の
録
音
テ
ー
プ
よ
り
発
言
に
畏
怖
し
て
い
る
よ
う
な
様
子
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は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
公
序
良
俗
違
反
を
否
定
し
不
起
訴
合
意
を
有
効
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、

N
o.

10
 の

裁
判
例
で
は

、
原
告
が
、
①
本
件
念
書
作
成
当
時
、
被
告
Ｙ

1 
団
体
か
ら
の
脱
退
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
証
拠
は
な
い
こ
と
、
②
神
と

の
契
約
を
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
文
言
が
、
原
告
に
と
っ
て
害
悪
の
告
知
に
当
た
る
と
は
に
わ
か
に
認
め
難
い
こ
と
、

③
公
証
人
は
、
認
証
手
続
を
行
う
に
当
た
り
、
意
思
表
示
者
に
対
し
十
分
な
意
思
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
通
常
解
さ
れ
る
こ
と
等
を

併
せ
考
慮
し
、
原
告
が
、
被
告
Ｙ

2 
か
ら
の
強
迫
に
よ
っ
て
、
本
件
念
書
の
作
成
に
応
じ
た
と
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
と
し
て
、

強
迫
に
よ
る
不
起
訴
合
意
無
効
の
主
張
を
排
斥
し
、
さ
ら
に
、
宗
教
団
体
の
信
者
が
そ
の
教
義
に
従
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
宗
教
的
行

為
の
実
践
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
原
告
が
進
ん
で
被
告
Ｙ

1 
団
体
の
教
義
に
従
っ
て
振
る
舞
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

を
も
っ
て
公
序
良
俗
違
反
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
が
本
件
念
書
の
作
成
ま
で
の
間
に
献
金
等
と
し
て
 

30
00

 

万
円
を
超
え
る
支
出
を
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
念
書
に
お
け
る
原
告
の
意
思
表
示
が
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
と
認

め
る
に
は
足
り
な
い
と
し
た
。

2
解
決
金
の
支
払
い
合
意
の
有
効
性

解
決
金
の
支
払
い
の
合
意
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
下
級
審
の
裁
判
例
に
は
、
公
序
良
俗
違
反
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
も

の
が
あ
る
。
公
序
良
俗
違
反
の
有
無
は
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
総
合
考
慮
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

N
o.

2 
の
裁
判
例

で
は
、

30
0 
万
円
の
解
決
金
の
支
払
い
合
意
（
本
件
合
意
）
に
つ
い
て
、
信
義
則
及
び
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
か
と
い
う
点
も
争
わ
れ

た
が
、
本
件
合
意
が
解
決
金
 3

00
 万

円
の
支
払
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
な
い
損
害
に
つ
い
て
被
告
ら
を
免
責
さ
せ
る
内
容
の
も
の
で
も
な

い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
被
告
ら
に
よ
り
違
法
に
引
き
出
さ
れ
た
金
員
を
原
資
と
し
て
宗
教
法
人
に
献
金
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

30
0 
万
円
の
限
度
で
解
決
金
を
支
払
う
こ
と
と
し
た
合
意
の
内
容
が
、
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
と

も
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

3
不
返
還
合
意
の
有
効
性

19
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不
返
還
合
意
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
下
級
審
の
裁
判
例
で
も
、
公
序
良
俗
違
反
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
公
序
良
俗
違
反
の
判
断
は
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
た
総
合
考
慮
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

N
o.

11
-1

 
の
裁
判
例

で
は
、
原
告
が
そ
の
他
の
献
金
の
返
還
請
求
を
含
む
請
求
を
し
な
い
こ
と
を
約
す
る
旨
の
本
件
清
算
条
項
が
含
ま
れ
た
本
件
合
意
書
の
有

効
性
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
裁
判
所
は
、
①
本
件
合
意
書
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、
原
告
が
■
■
と
■
■
を
被
告
 

Y
5 

に
返
品
し
、
被

告
 

Y
5 

が
原
告
の
し
た
献
金
合
計
 

20
3 

万
円
を
原
告
に
返
金
す
る
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
話
し
合
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
献
金
に
関
し

て
は
話
し
合
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
②
被
告
 Y

1 
団
体
の
信
者
に
お
い
て
、
献
金
は
天
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
返
金
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
原
告
は
 2

03
 万

円
の
返
金
を
受
け
た
後
も
 D

 と
■
■
結
婚
式
を
す
る
意
思
を
表
明
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
原
告
に
は
、
本
件
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
た
当
時
、
そ
の
他
の
献
金
に
関
し
て
返
金
を
求
め
る
と
い
う
考
え
す

ら
な
く
、
本
件
合
意
書
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ず
、
原
告
の
意
思
も
確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
、
署

名
押
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
件
清
算
条
項
は
、
原
告
に
お
い
て
そ
の
他
の
献
金
に
関
し
て
返
金
を
求
め

る
考
え
す
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
乗
じ
て
、
何
ら
の
説
明
も
な
し
に
原
告
に
そ
の
他
の
献
金
に
関
す
る
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
他
の
献
金
の
金
額
が
少
な
く
と
も
 

36
2 

万
円
に
上
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
い
う
べ
き
で
あ

る
と
判
断
し
た
（
な
お
、
同
判
断
は
控
訴
審
（

N
o.

11
-2
）
で
も
是
認
さ
れ
て
い
る
。
）
。

4 
遺
贈
又
は
死
因
贈
与
の
有
効
性

遺
贈
又
は
死
因
贈
与
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
下
級
審
の
裁
判
例
で
も
、
公
序
良
俗
違
反
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
も
の
が

あ
る
。
公
序
良
俗
違
反
の
有
無
は
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
総
合
考
慮
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

N
o.

7-
1 

の
裁
判
例
で
は
、
本
件
死
因
贈
与
契
約
は
、
控
訴
人
に
お
い
て
本
件
身
元
保
証
契
約
に
基
づ
く
支
援
受
託
費
用
を

Ｃ
か
ら
受
領
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
上
乗
せ
す
る
形
で
Ｃ
の
死
後
に
そ
の
不
動
産
を
除
く
全
財
産
を
無
償
で
取
得
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
締
結
に
際
し
て
、
控
訴
人
代
表
者
か
ら
Ｃ
に
対
し
、
本
件
身
元
保
証
契
約
に
付
加
す
る
形
で
本
件
死
因
贈

与
契
約
の
締
結
を
勧
め
る
理
由
に
つ
い
て
合
理
的
に
理
解
可
能
な
説
明
が
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
か
え
っ
て
、
控
訴
人
に
身
元
保
証
人

を
引
き
受
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
Ｃ
に
対
し
、
そ
の
死
亡
時
や
判
断
能
力
喪
失
時
に
備

20
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え
た
対
処
方
策
の
一
つ
に
な
る
か
の
よ
う
な
不
正
確
で
誤
解
を
招
く
説
明
が
さ
れ
た
結
果
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
認

定
し
た
上
、
こ
の
よ
う
な
本
件
死
因
贈
与
契
約
の
内
容
及
び
そ
の
締
結
の
経
緯
に
照
ら
す
と
、
本
件
死
因
贈
与
契
約
は
、
い
わ
ば
社
会

的
弱
者
と
さ
れ
る
高
齢
者
に
身
元
保
証
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
合
理
的
な
理
由
も
な
い
ま
ま
そ
の
死
亡
時
の
不
動
産
を
除
く
全
財
産

を
無
償
で
譲
渡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
控
訴
人
が
利
益
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
暴
利
行
為
と
評
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
力
を
そ

の
ま
ま
承
認
す
る
こ
と
は
社
会
正
義
に
も
と
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る
と
し
た
。

寄
附

勧
誘

行
為

の
不

法

行
為
の
成
否
／
無
効
・
取

消
の

成
否

に
つ

い
て

の

判
断

1 
不
法
行
為
の
成
否

(
1
)

寄
附
勧
誘
行
為
の
不
法
行
為
の
成
否

ア
肯
定
例

・
N

o.
5：

指
導
者
に
よ
る
占
い
を
受
け
さ
せ
、
そ
の
者
に
対
し
、
同
人
の
不
安
や
恐
怖
を
煽
る
な
ど
し
た
上
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
借
金
を
さ
せ
て
ま
で
、
霊
的
な
効
果
が
あ
る
な
ど
と
告
げ
て
壺
を
買
わ
せ
る
な
ど
し
て
被
告
団
体
の
信
者
と
し
た
上
で
、
財
産
を

保
持
す
る
こ
と
は
悪
で
あ
り
、
こ
れ
を
被
告
団
体
の
た
め
に
拠
出
す
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
の
考
え
を
絶
対
的
教
え
と
し
て
、

信
者
の
資
産
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
団
体
の
信
者
に
対
し
て
過
大
な
金
銭
の
拠
出
を
強
要
す
る
ほ
か
、
活
動
資
金
を
獲

得
す
る
た
め
の
事
業
活
動
に
つ
き
無
償
労
働
を
強
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、（

共
同
）
不
法
行
為

を
認
め
た
。

・
N

o.
9：

各
原
告
に
つ
い
て
、
個
別
の
献
金
や
物
品
購
入
等
に
つ
い
て
の
勧
誘
行
為
を
検
討
し
て
、
一
部
に
つ
い
て
、
社
会
通
念

に
照
ら
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
た
行
為
と
し
て
、
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
認
め
た
。

・
N

o.
11

-1
：
家
族
の
病
気
に
関
す
る
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
家
系
図
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
、
被
告
Ｙ

3 
の
も
と
で
家
系
図
を
作

成
し
、
家
族
の
不
幸
が
先
祖
の
因
縁
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

、
教
会
に
お
い
て
、
ビ
デ
オ
や
講
義
、
講
師
と
の
会
話
に
よ
っ
て
、
家
族
が
地
獄
で
苦
し
ん
で
い
る
と
の
不
安
や
恐
怖
心
を
あ

お
ら
れ
続
け
る
中
で
、
先
祖
供
養
や
■
■
結
婚
式
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
献
金
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

、
被
告
Ｙ

1 
団
体
の
信
者
に
お
い
て
、
原
告
が
教
会
に
通
う
に
当
た
り
原
告
に
受
講
料
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
や
、
原
告
に
先
祖

供
養
や
■
■
結
婚
式
に
関
す
る
献
金
を
求
め
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
と
し
て
違
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法
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
。

・
N

o.
12
：
原
告
が
鬱
病
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
納
め
な
け
れ
ば
原
告
の
持
病
が
治
ら
な
い
な
ど

と
述
べ
、
原
告
の
不
安
感
を
殊
更
に
助
長
さ
せ
て
献
金
の
勧
誘
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
有
功
す

る
よ
う
勧
誘
し
、

13
00

 万
円
を
有
功
と
し
て
支
払
わ
せ
た
行
為
は
、
原
告
の
自
由
な
意
思
決
定
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
原
告
の
資
産
状
況
及
び
生
活
状
況
に
照
ら
し
明
ら
か
に
過
大
な
も
の
と
い
え
、
違
法
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
借
入
を
し

な
け
れ
ば
献
金
を
す
る
た
め
の
資
産
が
な
い
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
そ
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
借
入
を
し
て
献
金
を
す
る
よ
う

勧
誘
す
る
行
為
、
母
名
義
の
口
座
か
ら
引
き
出
し
て
献
金
を
勧
誘
す
る
行
為
、
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
原
告
の
財
産
を
全
て
献
金
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
行
為
、
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
借
り
入
れ
を
し
て
献
金
す
る
よ
う
勧

誘
す
る
行
為
は
、
い
ず
れ
も
勧
誘
を
受
け
る
者
の
資
産
状
況
及
び
生
活
状
況
に
照
ら
し
て
過
大
な
支
出
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
え
、
違
法
で
あ
る
と
し
た
。

・
N

o.
16

-2
：
原
告
に
対
し
、
被
告
Ｙ

3 
寺
の
自
称
Ｄ
に
依
頼
し
て
 6

0 
日
間
加
持
祈
祷
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
原
告
が
別
れ
た
恋

人
と
復
縁
し
、
合
計
 8

00
0 
万
円
も
の
賞
金
の
宝
く
じ
に
当
選
す
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
必
ず
良
縁
と
金
運
に
恵
ま
れ
る

こ
と
、
及
び
そ
の
加
持
祈
祷
の
た
め
の
祭
壇
製
作
費
用
（
材
料
費
）
と
し
て
 

10
8 

万
円
も
必
要
で
あ
る
な
ど
と
誤
信
さ
せ
、

祭
壇
製
作
費
用
の
名
目
で
本
件
送
金
を
さ
せ
た
行
為
は
、
本
件
送
金
の
額
（

10
8 
万
円
）
を
み
て
も
、
い
わ
ゆ
る
運
勢
占
い
に
お

い
て
社
会
通
念
上
相
当
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
、
不
当
に
高
額
な
祈
祷
代
や
祭
壇
費
用
を
支
払
わ
せ
た
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
被
告
Ｙ

1 
の
原
告
に
対
す
る
上
記
行
為
は
、
詐
欺
に
当
た
り
、
違
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
し

た
。

・
N

o.
18

-1
：
勧
誘
団
体
が
Ｘ
で
あ
る
こ
と
等
を
告
知
し
た
平
成
 

16
 年

 
4 

月
ま
で
の
勧
誘
、
教
化
は
、
社
会
的
に
相
当
と
認
め

ら
れ
る
範
囲
を
明
ら
か
に
逸
脱
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の
献
金
等
の
支
出
が
不
法
行
為
に

当
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。
告
知
の
後
は
、
一
審
原
告
は
一
審
被
告
 

Y

に
よ
る
献
金
や
献
身
行
為
等
の
勧
誘
が
一
審
被
告
Ｙ
の
教
義
に
よ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
告
知
の

22
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後
の
個
々
の
献
金
等
の
支
出
や
、
献
身
行
為
は
、
個
々
の
行
為
に
よ
る
支
出
額
や
行
為
の
内
容
等
が
社
会
的
に
不
相
当
と
認
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
上
で
、
不
法
行
為
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
信
仰
活
動
と
し
て
の

献
金
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
19

-1
、

19
-2
：
被
告
宗
教
団
体
が
、
専
業
主
婦
で
あ
る
Ａ
に
対
し
て
夫
（
原
告
）
の
財
産
な
ど
を
意
思
に
反
し
て
で
も
献
金

す
る
よ
う
指
示
し
、
被
告
が
、
献
金
の
原
資
は
本
人
の
財
産
で
は
な
く
原
告
の
財
産
で
あ
り
、
原
告
の
意
思
に
反
し
て
出
捐
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
20

-3
：
客
観
的
に
存
在
す
る
証
拠
（
メ
ー
ル
等
）
を
基
本
と
し
て
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
検
討
し
、
原
告

Ｘ
1 
は
、
Ａ
会
内
に
お
い
て
、
被
告
Ｙ

1、
被
告
Ｙ

2 
及
び
被
告
Ｙ

3 
か
ら
、
性
格
、
生
活
態
度
等
を
捉
え
て
問
題
視
さ
れ
、
特
に

Ｍ
の
三
女
で
あ
る
Ｐ
が
原
告
Ｘ

1 
に
連
れ
ら
れ
て
Ｒ
村
に
行
っ
た
後
に
特
定
疾
患
を
発
症
し
た
こ
と
を
殊
更
に
問
題
視
さ
れ
る

こ
と
等
に
よ
り
、
精
神
的
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
と
し
て
、
精
神
的
屈
服
下
に
あ
っ
た
状
態

で
本
来
支
払
う
必
要
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
金
員
の
支
払
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
金
銭
や
慰
謝
料
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を

認
め
た
。

・
N

o.
27
：
被
告
信
者
ら
の
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
教
義
の
布
教
等
の
純
粋
な
宗
教
的
目
的
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
対
象
者
に

献
金
及
び
無
償
の
物
品
販
売
活
動
等
を
行
わ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
信
者
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

経
済
的
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
伝
道
・
教
化
活
動
の
目
的
は
不
当
な
も
の

で
あ
る
と
の
評
価
を
免
れ
ず
、
被
告
信
者
ら
の
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
不
当
な
目
的
に
も
と
づ
き
、
相
当
性
を
欠
い
た
方
法
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
結
果
的
に
対
象
者
の
信
教
の
自
由
（
信
じ
る
か
否
か
を
選
択
す
る
自
由
）
を
侵
害
し
た
と
判
断
し
た
。

・
N

o.
30
：
当
初
の
相
談
時
か
ら
、
水
子
や
先
祖
の
未
成
仏
霊
が
取
り
憑
い
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
未
成
仏
霊
が
抱
え
て
い
る
問

題
の
原
因
で
あ
る
こ
と
、
未
成
仏
霊
を
清
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
告
げ
て
、
儀
式
を
さ
せ
、
儀
式
後
も
、
な
お

、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
と
称
し
て
頻
回
に
儀
式
が
必
要
で
あ
る
と
告
げ
、
様
々
な
害
悪
を
回
避
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
信
じ

込
ま
せ
て
、
い
た
ず
ら
に
不
安
に
陥
れ
た
り
、
畏
怖
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
は
い
え

23
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な
い
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
不
法
行
為
を
認
め
た
。

・
N

o.
31

-2
：
原
告
ら
に
対
し
て
行
っ
た
伝
道
活
動
は
、
宗
教
性
や
入
信
後
の
実
践
内
容
を
秘
匿
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
自
由
意

思
を
歪
め
て
信
仰
へ
の
隷
属
に
導
く
不
正
な
も
の
で
あ
り
、
教
化
活
動
は
、
家
族
等
と
の
交
流
を
断
絶
さ
せ
、
金
銭
拠
出
の
不

足
が
信
仰
の
怠
り
で
あ
り
救
済
の
否
定
に
つ
な
が
る
と
教
え
て
信
仰
を
維
持
さ
せ
、
特
異
な
宗
教
的
実
践
を
継
続
さ
せ
よ
う
と

す
る
不
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
不
公
正
な
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
原
告
ら
に
財
産
を
差
し
出
さ
せ
、
原
告
ら
を
集
金

活
動
に
従
事
さ
せ
る
と
い
う
特
異
な
宗
教
的
実
践
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
宗
教
団
体
が
経
済
的
利
益

を
獲
得
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
道
・
教
化
活
動
が
、
社
会
的
相
当
性
の
範
囲
か
ら
著
し

く
逸
脱
す
る
民
事
上
違
法
な
行
為
と
認
定
し
た
。

・
N

o.
32

-1
：
各
献
金
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
、
原
告
の
不
安
や
恐
怖
心
を
助
長
す
る
よ
う
な
勧
誘
行
為
が
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
不
法
行
為
を
認
め
た
。

・
N

o.
32

-2
：
面
談
に
お
い
て
、
原
告
に
自
分
の
財
産
や
遺
産
が
全
て
な
く
な
る
ま
で
献
金
す
る
よ
う
に
執
拗
に
求
め
、
そ
れ
を
果

た
さ
な
い
と
原
告
の
子
供
に
危
害
が
及
ぶ
な
ど
を
告
げ
た
こ
と
を
認
め
、
一
部
の
献
金
に
つ
い
て
不
法
行
為
を
認
め
た
。

・
N

o.
33
：
各
支
払
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
、
原
告
の
不
安
な
い
し
恐
怖
心
を
煽
り
、
不
相
当
に
高
額
な
支
払
を
さ
せ
た
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
社
会
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
違
法
と
認
め
た
。

・
N

o.
34

-1
：
献
金
等
の
行
為
に
つ
い
て
、
原
告
の
自
由
な
意
思
決
定
を
不
当
に
制
約
し
て
、
高
額
の
献
金
を
さ
せ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
違
法
な
行
為
と
認
め
た
。

・
N

o.
34

-2：
献
金
等
の
行
為
に
つ
い
て
、
原
告
の
自
由
な
意
思
決
定
を
不
当
に
制
約
し
て
献
金
を
勧
誘
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か

る
勧
誘
行
為
は
違
法
な
行
為
と
認
め
た
。

・
N

o.
36
：
原
告
に
対
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
死
に
至
る
な
ど
不
吉
な
事
実
を
次
々
と
告
げ
て
不
安
を
殊
更
に
煽
る
な
ど
し
て
、
高
額

の
祈
願
料
等
の
支
払
を
求
め
、
金
額
の
高
さ
に
躊
躇
す
る
原
告
に
対
し
て
突
き
放
す
よ
う
な
態
度
を
と
り
、
さ
ら
に
原
告
の
不

安
を
煽
り
、
原
告
に
お
い
て
正
常
な
判
断
が
妨
げ
ら
れ
た
状
態
で
、
祈
願
料
等
名
下
に
著
し
く
高
額
の
金
員
を
支
払
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
行
為
と
認
め
た
。
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・
N

o.
37
：
易
断
名
下
に
、
も
っ
ぱ
ら
財
産
的
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
原
告
の
窮
迫
や
困
惑
に
乗
じ
て
、
原
告
の
不
安

や
恐
怖
心
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
を
申
し
向
け
、
祈
願
料
等
名
下
に
不
相
当
に
高
額
の
金
員
を
支
払
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
一
連
の
献
金
勧
誘
行
為
を
社
会
的
相
当
性
を
著
し
く
逸
脱
し
た
不
法
行
為
と
認
め
た
。

・
N

o.
38
：
被
告
宗
教
団
体
へ
の
献
金
原
資
と
す
る
意
図
を
秘
し
て
、
当
時
は
被
告
宗
教
団
体
の
教
義
を
信
仰
す
る
意
思
を
有
し
な

か
っ
た
原
告
に
対
し
、
祈
願
礼
式
の
資
金
名
目
で
金
員
の
提
供
を
勧
誘
し
た
と
推
認
す
べ
き
で
あ
る
し
、
被
告
宗
教
法
人
も
、

信
者
の
意
図
を
知
り
な
が
ら
、
原
告
か
ら
の
金
員
の
提
供
実
現
に
協
力
し
た
と
推
認
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が

原
告
の
信
仰
の
自
由
を
侵
害
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
を
認
め
た
。

・
N

o.
39
：
被
告
ら
に
よ
る
勧
誘
は
、
原
告
ら
の
悩
み
、
弱
み
に
乗
じ
て
、
そ
の
不
安
や
畏
怖
を
煽
り
、
家
族
に
不
幸
が
及
ぶ
の
で
は

な
い
か
と
の
気
持
ち
を
利
用
し
て
、
一
種
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
状
態
に
お
き
、
先
祖
祭
り
を
行
う
決
断
を
さ
せ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
著
し
く
高
額
な
先
祖
祭
り
の
費
用
を
支
出
さ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
事
情
は
見
出
せ
な
い
こ
と
、
原
告
ら
は

主
婦
で
あ
っ
た
り
パ
ー
ト
の
薬
剤
師
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
収
入
状
況
か
ら
す
れ
ば
 1

30
0 
万
円
は
き
わ
め
て
高
額
な
負
担
で
あ

り
、
そ
の
夫
名
義
の
口
座
か
ら
お
金
を
引
き
出
し
た
り
、
金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
ま
で
先
祖
祭
り
を
行
っ
て
お
り
、
余
剰

資
産
を
つ
ぎ
込
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
原
告
ら
が
正
常
な
判
断
能
力
を
有
す
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
到
底
こ
れ
に
応
じ

た
は
ず
は
な
い
か
ら
、
被
告
を
始
め
と
す
る
本
件
組
織
の
構
成
員
が
先
祖
の
因
縁
等
の
話
を
持
ち
出
し
い
た
ず
ら
に
不
安
を
煽

る
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
ら
が
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
精
神
状
態
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
な
ど
と
し
て
、
先
祖
祭
り
及
び
そ
の
勧
誘
を
含
む
本
件
組
織
の
一
連
の
行
為
全
体
が
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
違

法
な
も
の
と
認
め
た
。

・
N

o.
40

-2
：
大
部
分
の
献
金
に
つ
い
て
は
違
法
性
を
否
定
し
た
も
の
の
、
原
告
に
対
し
、
献
金
を
し
な
け
れ
ば
、
色
情
因
縁
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
不
安
を
あ
お
っ
て
献
金
を
迫
り
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
さ
せ
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
買

代
金
を
被
告
宗
教
法
人
に
献
金
し
な
け
れ
ば
、
色
情
因
縁
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
し
い
出
発
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
著
し
く
過
大
な
献
金
を
さ
せ
た
と
し
て
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
違
法
な
行
為
と
認

定
し
た
。
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・
N

o.
41
：
献
金
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
害
悪
を
告
知
し
た
り
、
心
理
的
な
圧
力
を
掛
け
た
事
実
が
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
に
、
献

金
行
為
の
大
部
分
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
性
を
認
め
た
。

・
N

o.
42
：
本
件
献
金
の
勧
誘
は
、
う
つ
状
態
な
い
し
統
合
失
調
症
で
あ
っ
た
原
告
に
対
し
、
不
安
を
あ
お
り
、
恐
怖
心
を
抱
か
せ
る

な
ど
し
た
上
、
そ
の
よ
う
な
心
理
状
態
の
中
で
献
金
を
決
意
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
に
、
献

金
額
が
き
わ
め
て
高
額
で
、
原
告
の
ほ
ぼ
全
財
産
に
当
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
総
合
す
れ
ば
、
本
件
献
金
は
、
原
告
の
自

由
な
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
献
金
の
勧
誘
は
、
社
会
的
に
相
当
な
も

の
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
な
も
の
で
あ
り
、
不
法
行
為
が
成
立
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
と
し
て

、
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
た
。

イ
否
定
例

・
N

o.
1-

3：
①
被
告
個
人
ら
が
、
原
告
Ｘ

1 
に
対
し
、
献
金
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
害
悪
を
告
知
し
た
と
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
②
原
告
Ｘ

1 
が
、
そ
れ
に
よ
り
殊
更
に
不
安
や
恐
怖
心
を
発
生
又
は
助
長
さ
せ
ら
れ
、
自
由
な
意
思
決
定
を
阻
害

さ
れ
る
に
至
っ
た
と
ま
で
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
③
献
金
の
金
額
が
多
額
で
あ
る
こ
と
の
み
か
ら
、
直
ち
に
、
原
告
Ｘ

1 
が
被
告
Ｙ

1 
連
合
の
信
者
ら
に
自
由
な
意
思
決
定
を
阻
害
さ
れ
て
、
原
告
Ｘ

1 
の
資
産
状
況
、
生
活
状
況
に
照
ら
し
て
過
大
な

献
金
を
行
っ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し
た
上
、
仮
に
、
被
告
個
人
ら
が
原
告
Ｘ

1 
に
対
し
、
献
金
等
を
行
う
よ

う
一
定
程
度
の
勧
誘
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
宗
教
団
体
の
信
者
ら
が
、
信
者
等
に
対
し
、
宗
教
的
教
義
の
実

践
を
勧
誘
す
る
行
為
と
し
て
、
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た

。

・
N

o.
17
：
「
原
告
Ｘ

2 
が
、
Ａ
や
原
告
Ｘ

3 
の
求
め
、
指
示
に
応
じ
て
、

50
00

 万
円
以
上
の
金
員
を
奉
納
し
た
可
能
性
が
あ
る

（
甲
Ｂ

1）
と
し
て
も
、
そ
の
全
額
を
奉
納
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
原
告
Ｘ

2 
は
、
月

1 
回
程
度
、
○
○
会
に
通
っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
上
記
奉
納
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
平
成
 2

5 
年
 2

月
か
ら
同
年
 4

 月
ま
で
は
、
単
に
電
話
で
そ
の
指
示
、
勧
誘
を
受
け
た
に
す
ぎ
ず
、
違
法
な
強
要
や
詐
欺
に
わ
た
る
よ
う
な
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行
為
で
あ
っ
た
と
ま
で
認
め
が
た
い
。
ま
た
、
信
者
で
あ
る
原
告
Ｘ

2 
が
、
教
祖
で
あ
る
Ａ
の
言
葉
自
体
を
あ
る
程
度
重
く
受

け
止
め
た
に
せ
よ
、
原
告
Ｘ

2 
は
、
原
告
Ｘ

1 
と
比
較
し
、
強
い
抑
圧
や
支
配
下
に
あ
っ
た
も
の
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

現
に
、
被
告
Ｙ
ら
と
一
緒
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
も
、
原
告
Ｘ

2 
は
、
被
告
Ｙ
に
対
し
、
臆
す
る
こ
と
な
く
、
返
金
を
求

め
た
と
述
べ
て
お
り
（
甲
Ｂ

7・
6 
頁
）
、
原
告
Ｘ

2 
が
あ
る
程
度
の
自
由
意
思
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
原
告
Ｘ

2 
か

ら
違
法
に
奉
納
金
を
詐
取
又
は
喝
取
し
た
と
は
認
め
が
た
い
。
」
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
18

-1
：
団
体
が
Ｘ
で
あ
る
こ
と
等
を
告
知
し
た
後
の
支
出
で
、
教
義
に
基
づ
く
献
金
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
も
他
の
宗
教
団

体
等
に
お
け
る
宗
教
活
動
等
の
際
に
も
一
般
的
に
み
ら
れ
る
範
囲
内
の
支
出
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
一
審
原
告
が
一
審
被
告
 Y

Ｙ
の
教
義
に
基
づ
く
献
金
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
23
：
支
出
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
、
不
安
や
恐
怖
心
の
発
生
を
企
図
し
、
あ
る
い
は
、
不
安
や
恐
怖
心
を
助
長
し
て
、
自
由
な

意
思
決
定
を
不
当
に
阻
害
し
て
、
原
告
ら
に
支
出
さ
せ
る
な
ど
、
被
告
ら
又
は
被
告
職
員
等
に
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し
た
違

法
な
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
N

o.
24

-1
：
宗
教
団
体
の
関
係
者
か
ら
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
を
受
け
て
そ
の
自
由
意
思
を
抑

圧
さ
れ
金
銭
的
出
捐
を
強
制
さ
れ
た
事
情
は
な
く
、
当
時
、
信
仰
心
か
ら
自
己
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
り
御
布
施
を
し
た
こ
と

を
認
め
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.2
5：

職
員
等
か
ら
殊
更
に
脅
さ
れ
て
意
思
の
自
由
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
す
る
行
為
が
な
か
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
28
：
献
金
等
に
際
し
て
の
勧
誘
行
為
は
、
そ
も
そ
も
の
献
金
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
か
、
又
は
、
献
金
等
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
当
該
献
金
等
は
、
い
ず
れ
も
違
法
な
勧
誘
行
為
に
よ
っ
て
原
告
が
欺
罔
脅
迫
さ
れ
、
畏
怖
誤
信
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
行

わ
れ
た
も
の
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
32

-2
：
原
告
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
手
紙
や
報
告
書
の
内
容
は
、
被
告
ら
か
ら
先
祖
因
縁
の
恐
ろ
し
さ
を
告
げ
ら
れ
畏
怖
し

た
結
果
、
被
告
に
 

3 
億
円
を
献
金
し
た
と
す
る
原
告
の
供
述
と
は
容
易
に
は
整
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
供
述
を
容

易
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
他
に
同
主
張
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
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し
た
。

・
N

o.
35
：
各
献
金
の
金
額
は
全
体
と
し
て
高
額
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
の
、
本
件
各
献
金
の
際
の
被
告
宗
教
団
体
の
信
者
ら
に
よ

る
献
金
勧
誘
行
為
の
内
容
及
び
態
様
が
特
定
で
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
殊
更
に
不
安
に
陥
れ
る
な
ど
原
告
の
自
由
な
意
思
決
定

が
制
約
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
本
件
各
献
金
が
原
告
の
真
意
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
見
当

た
ら
な
い
か
ら
、
被
告
宗
教
団
体
の
信
者
ら
が
、
本
件
各
献
金
の
際
、
原
告
に
対
し
、
そ
の
態
様
及
び
結
果
が
社
会
通
念
上
相

当
な
範
囲
を
超
え
る
よ
う
な
違
法
な
勧
誘
行
為
を
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

(2
)

物
品
購
入
の
勧
誘
行
為
（
物
品
販
売
）
の
不
法
行
為
の
成
否
（
上
記

(1
)で

寄
附
勧
誘
行
為
に
含
め
て
又
は
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
不
法

行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）

寄
附
又
は
献
金
の
勧
誘
行
為
の
ほ
か
、
物
品
等
の
購
入
の
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
も
存

在
す
る
（
寄
附
又
は
勧
誘
行
為
に
含
め
て
又
は
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
は
除
く
。
）。

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
不
法
行
為
を
認
め
た
裁
判
例
と
否
定
し
た
裁
判
例
が
存
在
す
る
。

ア
肯
定
例

・
N

o.
18

-1
：
勧
誘
主
体
が
Ｘ
で
あ
る
こ
と
等
を
告
知
す
る
前
の
勧
誘
、
教
化
は
、
社
会
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
明
ら
か

に
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｘ
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
審
原
告
は
、
念
珠
や
指
輪
、
高
麗
人
参
茶
等

を
購
入
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
く
、
指
輪
代
と
し
て
み
る
と
著
し
く
高
額
と
は
い
え
な
い
場
合
の
よ
う
に
、
そ
の
金
額

が
不
相
当
に
高
額
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
相
応
の
対
価
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
し
て
も
（
指
輪
等
）
不
法

行
為
が
成
立
す
る
と
し
た
。（

原
審
 N

o.
18

-2
 で

は
、
原
告
の
懸
念
を
強
調
し
て
、
原
告
を
し
て
畏
怖
な
い
し
誤
信
さ
せ
た
上
で

、
念
珠
を
購
入
さ
せ
た
り
、
受
講
の
中
断
、
勧
誘
主
体
に
つ
い
て
の
告
知
の
前
後
を
問
わ
ず
、
各
時
点
に
お
け
る
原
告
の
収

入
、
生
活
状
況
等
に
比
し
て
著
し
く
高
額
な
物
品
の
販
売
行
為
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
が
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
と
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い
う
理
由
で
、
一
定
の
支
出
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
認
め
て
い
た
。
）

・
N

o.
34

-1
：
念
珠
の
購
入
等
に
つ
い
て
、
原
告
の
不
安
を
あ
お
る
も
の
で
あ
り
、
原
告
の
自
由
な
意
思
決
定
を
不
当
に
制
約
し
て

、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
違
法
な
行
為
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
34

-2
：
絵
画
の
購
入
等
に
つ
い
て
、
原
告
の
先
祖
の
因
縁
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
り
、
自
由
な
意
思
決
定
を
不
当
に
制
約
し

て
、
絵
画
の
購
入
を
迫
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
行
為
と
し
て
、
不
法
行

為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
44

-2
：
原
告
は
、
一
年
余
り
の
期
間
に
合
計
 

60
0 

万
円
に
の
ぼ
る
献
金
を
行
っ
て
お
り
、
被
告
ら
の
献
金
勧
誘
行
為
が
な

け
れ
ば
、
経
済
的
破
綻
が
見
え
て
い
る
献
金
を
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
と
し
、
献
金
が
原
告
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
た

も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
一
部
の
献
金
に
対
す
る
勧
誘
行
為
は
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
違
法
な
行
為
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
43

-1
：
原
告
は
、
特
に
裕
福
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
つ
つ
ま
し
く
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
は
、
被
告
ら
も
十
分
に
承
知
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
原
告
に
対
し
て
、
財
産
全
部
を
む
し
り
取
る
よ
う
な
形
で
高
額
の
物
品
等
を
購
入
さ
せ
た

り
、
献
金
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
不
法
行

為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
 

45
：
物
品
の
購
入
に
つ
い
て
は
消
滅
時
効
の
主
張
を
認
め
請
求
に
理
由
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
が
、
一
部
の
献
金
行

為
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
夫
の
病
気
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、
原
告
の
先
祖
の
恨
み
の
強
さ
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
原

告
を
畏
怖
さ
せ
、
勧
誘
の
様
態
、
目
的
、
結
果
等
に
照
ら
し
て
、
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し
た
違
法
な
行
為
と
認
め
た
。

イ
否
定
例

・
N

o.
27

-2
：
信
者
の
近
親
者
ら
に
対
す
る
物
品
の
販
売
に
つ
い
て
、
顧
客
の
需
要
を
明
に
又
は
暗
に
聞
き
出
し
た
上
で
、
そ
の
需

要
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
そ
の
特
性
を
説
明
し
購
入
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
通
常
の
販
売
活
動
と

何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
商
品
そ
れ
自
体
の
価
値
が
乏
し
い
と
か
、
商
品
の
価
格
が
価
値
に
見
合
っ
た
金
額

29

213



よ
り
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
か
、
商
品
の
特
性
に
つ
い
て
著
し
い
誇
張
表
現
が
あ
る
な
ど
、
顧
客
を
欺
罔
す
る
よ
う
な
方
法
に

よ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
自
体
何
ら
違
法
性
を
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
、
不
法
行
為
責

任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
32

-1
、

32
-2
：
物
品
を
購
入
す
る
よ
う
執
拗
に
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、
原
告
の
不
安
や
恐
怖
心
を
助
長
す
る
勧
誘
行
為
が
さ

れ
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
て
、
違
法
性
を
否
定
し
た
。

(3
)

役
務
の
提
供
の
勧
誘
行
為
（
役
務
の
提
供
）
の
不
法
行
為
の
成
否
（
上
記

(1
)で

寄
附
勧
誘
行
為
に

含
め
て
又
は
そ
れ
と
あ
わ

せ
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）

寄
附
又
は
献
金
の
勧
誘
行
為
の
ほ
か
、
役
務
の
提
供
の
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
も
存
在

す
る
（
寄
附
又
は
勧
誘
行
為
に
含
め
て
又
は
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
は
除
く
。
）
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
不
法
行
為
を
認
め
た
裁
判
例
と
否
定
し
た
裁
判
例
が
存
在
す
る
。

ア
肯

定
例

・
N

o.
14
：
鑑
定
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
用
及
び
費
用
な
ど
に
つ
い
て
正
常
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

に
陥
っ
て
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
ポ
イ
ン
ト
購
入
の
た
め
に
自
身
の
生
活
水
準
に
比
し
て
多
額
の
金

銭
を
支
出
す
る
に
至
る
会
員
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
本
件
各
サ
イ
ト
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
金
銭
を
支
払

わ
せ
る
と
い
う
不
当
な
目
的
の
下
、
心
理
的
に
正
常
な
判
断
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
ら
せ
る
不
当
な
手
段
に
よ
っ
て
、
不
当
に
過

大
な
金
銭
を
支
払
わ
せ
て
い
る
も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
行
為
は
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
著
し
く
逸

脱
し
た
違
法
な
行
為
と
な
る
と
し
て
、
違
法
性
を
認
め
た
。

・
N

o.
26
：
被
告
〇
〇
は
、
「
〇
〇
パ
ワ
ー
」
に
客
観
的
な
科
学
的
・
医
学
的
な
裏
付
け
が
あ
り
、
確
実
に
病
気
が
治
療
で
き
る
か
の

よ
う
に
、
虚
偽
の
内
容
を
含
ん
だ
詐
欺
的
な
宣
伝
を
す
る
こ
と
に
よ
り
各
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
〇
〇
パ
ワ
ー
の

存
在
を
前
提
と
す
る
各
活
動
を
、
真
摯
な
治
療
等
の
目
的
で
行
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
等
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー

30
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の
受
講
費
用
に
つ
い
て
、
社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し
て
い
る
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

・
N

o.
34

-1
：
被
告
の
教
義
及
び
そ
れ
に
関
連
し
て
先
祖
の
因
縁
を
植
え
付
け
ら
れ
た
原
告
の
不
安
を
殊
更
に
あ
お
り
、
自
由
な
意

思
決
定
を
不
当
に
制
約
し
て
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
勧
誘
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
勧
誘
行
為
は
社
会
的
に
相
当
な
範

囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

イ
否
定
例

・
N

o.
6：

被
告
法
人
へ
の
入
会
時
点
に
お
け
る
原
告
の
社
会
生
活
上
及
び
経
済
生
活
上
の
経
験
、
被
告
法
人
へ
の
入
会
後
退
会
す

る
ま
で
の
間
の
原
告
の
行
動
、
原
告
の
判
断
能
力
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
害
悪
を
告
知
し
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
の

事
情
に
照
ら
せ
ば
、
原
告
が
被
告
法
人
に
入
会
し
、
本
件
各
支
払
を
し
た
の
は
、
原
告
の
主
体
的
か
つ
自
発
的
な
意
思
決
定
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
ら
の
行
為
が
原
告
に
よ
る
自
由
な
意
思
決
定
を
不
当
に
侵
害
し
た
も
の
と
は
認
め
が
た
い
こ
と
、

本
件
各
支
払
の
総
額
は
多
額
で
あ
る
も
の
の
、
被
告
法
人
に
入
会
時
に
お
け
る
原
告
の
保
有
資
産
額
も
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
、

原
告
が
Ａ
及
び
自
己
の
遊
興
等
の
た
め
に
多
額
の
支
出
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
原
告
は
本
件
各
支
払
の
原
資
を
借
入
等
に
よ
っ

て
調
達
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
被
告
法
人
に
お
け
る
地
位
に
も
相
応
の
事
業
性
な
い
し
収
益
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
合
理
的
な
範
囲
内
で
の
支
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、
本
件
各

支
払
に
か
か
る
被
告
ら
の
行
為
に
違
法
性
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
15
：
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
、
依
頼
に
あ
た
り
意
思
決
定
に
対
す
る
不
当
な
干
渉
を
し
た
な
ど
と
評
価
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
○
○
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
依
頼
し
た
者
が
心
身
に
対
す
る
何
ら
か
の
効
果
を
得
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
な
ど
と

ま
で
は
い
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
み
を
も
っ
て
、
○
○
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
社
会
的
相
当
性
を
著
し
く
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る

な
ど
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
違
法
性
を
否
定
し
た
。

・
N

o.
21
：
他
の
宗
教
団
体
等
に
お
け
る
宗
教
活
動
等
の
際
に
も
一
般
的
に
み
ら
れ
る
範
囲
内
の
支
出
、
献
身
期
間
外
の
宿
泊
施
設

で
の
生
活
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。
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・
N

o.
30
：
自
宅
に
神
棚
を
作
り
、
既
に
所
有
し
て
い
た
仏
像
や
御
札
を
奉
る
こ
と
自
体
は
、
社
会
通
常
上
一
般
的
な
行
為
で
あ
り

、
新
た
に
作
っ
た
神
棚
も
、
そ
の
規
模
は
通
常
の
も
の
よ
り
大
き
い
と
し
て
も
、
既
に
被
告
が
持
っ
て
い
た
神
仏
の
像
等
の
安

置
の
た
め
で
あ
る
以
上
、
社
会
通
常
一
般
的
な
行
為
の
範
疇
を
出
る
も
の
で
は
な
い
な
ど
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し

た
。

・
N

o.
33
：
各
支
払
は
、
悩
み
を
抱
え
る
者
が
悩
み
事
を
相
談
す
る
対
価
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
先
祖
供
養
、
水
子
供
養
、
お
祓
い

と
い
っ
た
宗
教
的
行
為
に
参
加
し
そ
れ
に
伴
う
献
金
と
し
て
、
世
上
よ
く
行
わ
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
不
相
当
に
高
額

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
標
記
の
各
支
払
に
関
す
る
被
告
の
勧
誘
行
為
等
が
社
会
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱

し
た
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
し
て
、
不
法
行
為
責
任
を
否
定
し
た
。

(4
)

寄
附
の
前
提
と
な
る
財
産
の
引
出
行
為
の
不
法
行
為
の
成
否

上
記

(1
)な

い
し

(3
)以

外
に
も
、
寄
附
の
前
提
と
な
る
財
産
の
引
出
行
為
に
つ
い
て
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
も

存
在
す
る
。
例
え
ば
、
裁
判
例
 

N
o.

2 
は
、
被
告
Ｐ

3 
ら
は
、
預
金
の
引
出
し
を
亡
Ｐ

6 
の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
行
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
と
し
て
、
被
告
Ｐ

3 
ら
は
、
当
該
引
出
し
に
つ
き
、
亡
Ｐ

6 
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
に
対
し
、
民
法
 7

19
 条

 1
 項

に
基
づ

く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
て
財
産
引
出
行
為
の
不
法
行
為
を
肯
定
し
た
（
た
だ
し
、
被
告
宗
教
団
体
が
被
告
Ｐ

3 
 
ら
に
対
し

て
、
親
族
に
無
断
で
、
又
は
虚
偽
の
目
的
を
述
べ
て
、
当
該
親
族
の
預
金
を
引
出
し
て
献
金
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
事
実
を
推

認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ほ
か
に
、
被
告
Ｙ
が
被
告
Ｐ

3 
ら
に
対
し
て
、
親
族
に
無
断
で
、
又
は
虚
偽
の
目
的
を
述
べ
て
、
当
該
親
族

の
預
金
を
引
き
出
し
て
献
金
を
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
事
実
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
て
、
被
告
宗
教
団
体
の
共
同

不
法
行
為
は
否
定
し
た
。
）。

ま
た
、
裁
判
例
 

N
o.

19
-2

 
は
、
宗
教
団
体
が
、
組
織
的
活
動
と
し
て
、
信
者
の
財
産
状
態
を
把
握
し

た
上
で
、
未
亡
人
に
対
し
て
は
、
献
金
に
よ
っ
て
夫
を
救
い
、
夫
の
家
系
を
救
う
と
い
う
使
命
の
た
め
に
、
夫
の
財
産
を
夫
の
意

思
に
反
し
て
内
緒
で
献
金
す
る
等
の
名
目
で
交
付
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
専
業
主
婦
で
あ
る
Ａ
が
行
っ
た
献
金
等
に
つ
い

て
、
そ
の
原
資
が
原
告
の
財
産
で
あ
り
、
原
告
の
意
思
に
反
し
て
出
捐
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、

上
記
出
捐
に
つ
い
て
、
組
織
的
な
不
法
行
為
と
し
て
原
告
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
述
べ
て
不
法
行
為
責
任
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を
認
め
た
。

2
役
員
等
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
会
社
法
 4

29
 条

 1
 項

）
の
成
否

上
記

(1
)な

い
し

(4
)は

民
法
 7

09
 条

の
不
法
行
為
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
法
人
の
役
員
に
つ

い
て
会
社
法
 4

29
 条

 1
 項

の
損
害
賠
償
責
任
の
成
否
を
判
断
し
た
裁
判
例
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
裁
判
例
 N

o.
14

 は
、
被
告
 Y

1 

の
代
表
取
締
役
で
あ
る
被
告
 Y

2 
が
、

Y
1 
に
よ
る
違
法
な
事
業
を
是
正
す
べ
き
役
員
と
し
て
の
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
を
怠
っ
た
も
の
と
し
て
、
被
告
 Y

1 
の
代
表
取
締
役
と
し
て
会
社
法
 4

29
 条

 1
 項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
。
ま
た

、
裁
判
例
 N

o.
16

-2
 は

、
被
告
 Y

1 
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
 Y

2 
が
、
被
告
 Y

1 
の
代
表
取
締
役
と
し
て
職
務
を
執
行
す
る
に
当
た
り

、
悪
意
又
は
重
過
失
に
よ
っ
て
、
被
告

Y
1 
の
従
業
員
ら
に
、
開
運
商
法
に
か
か
る
詐
欺
を
実
行
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
原
告
に
本
件
送

金
額
及
び
手
数
料
の
合
計
 1

08
 万

 5
20

0 
円
を
支
出
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
会
社
法
 4

29
 条

 1
 項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任

を
認
め
た
。

3
無
効
・
取
消
の
成
否

寄
附
又
は
献
金
に
つ
い
て
錯
誤
等
を
理
由
に
無
効
・
取
消
が
主
張
さ
れ
た
裁
判
例
も
存
在
す
る
が
、
調
査
し
た
裁
判
例
の
限
り
で
は

い
ず
れ
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
裁
判
例
 N

o.
 2

4-
2 
で
は
、
原
告
ら
は
い
ず
れ
も
、
被
告
の
教
義
の
内
容
、
思
想
、
活
動
等
を

理
解
し
、
こ
れ
に
賛
同
し
て
自
ら
被
告
に
金
銭
を
贈
与
す
る
意
思
を
も
っ
て
御
布
施
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
件
御

布
施
の
交
付
に
つ
き
、
法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
原
告
ら
の
錯
誤
の
主
張
は
、
被
告
代
表

者
が
自
ら
説
く
浄
化
の
精
神
と
は
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
り
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
物
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
事
後
的
な
心
境
の
変
化
な
い
し
信
仰
の
喪
失
を
い
う
も
の
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
も
っ
て
錯
誤
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

て
錯
誤
に
よ
る
取
消
を
否
定
し
て
い
る
。
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使
用

者
責

任
の

成
否

の

判
断
基
準

1 
宗
教
団
体
の
信
者
ら
の
不
法
行
為
に
対
す
る
使
用
者
責
任

使
用
者
性
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
が
多
い
。
事
業
の
執
行
性
に

つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
に
判
断
基
準
を
示
し
て
認
定
し
て
い
る
裁
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
述
の
 

2(
2)
の

裁
判

例
N

o.
8、

16
- 

2 
 

な
ど
で
示
さ
れ
て
い
る
事
業
の
執
行
性
の
判
断
基
準
（
そ
の
行
為
の
外
形
を
客
観
的
に
観
察
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
被
告
の
事
業
に

関
し
て
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
）
は
基
本
的
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
宗
教
団
体
は
、
そ
の
信
者
が
第
三
者
に
加
え
た
損
害
に
つ
い
て
、
当
該
信
者
と
の
間
に
雇
用
等
の
契
約
関
係
が
あ
る
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
信
者
に
対
す
る
直
接
又
は
間
接
の
指
揮
監
督
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
加
害

行
為
が
当
該
宗
教
団
体
の
宗
教
的
活
動
等
の
事
業
の
執
行
等
に
つ
き
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
民
法
 7

15

条
 

1 
項
所
定
の
使
用
者
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
献
金
等
の
勧
誘
行
為
に
つ
い
て
、
法
人
の
職
員
で
あ
る
伝
道

部
長
だ
け
で
な
く
、
宗
教
団
体
の
信
者
と
の
間
で
も
使
用
者
責
任
を
認
め
た
（

N
o.

9、
11

-1
、

11
-2
）
。

・
被
告
信
者
ら
が
一
部
の
原
告
ら
に
対
し
て
行
っ
た
伝
道
・
教
化
活
動
は
、
■
■
教
会
の
実
践
活
動
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
理
由

に
、
使
用
者
責
任
を
認
め
た
（

N
o.

 2
7-

2）
。

・
信
者
の
不
法
行
為
は
、
宗
教
教
義
の
実
践
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
使
用
者
責
任
を
認
め
た

（
N

o.
31

-2
）
。

・
■
■
教
域
に
は
、
被
告
か
ら
、
被
告
の
教
域
長
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
実
質
は
被
告
を
構
成
す
る
組
織
の
一
部
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
か
ら
、
■
■
教
域
の
主
導
下
で
行
わ
れ
た
Ｕ

1 
 と

の
面
談
に
お
け
る
不
法
行
為
に
つ
い
て
、
使
用
者
責
任
を
認
め
た

（
N

o.
32

-2
）
。

・
勧
誘
や
教
義
の
伝
道
、
教
育
等
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
被
告
の
信
者
ら
が
所
属
す
る
信

徒
会
の
行
為
だ
け
を
比
較
し
て
も
、
各
信
徒
会
間
で
も
全
国
的
に
高
度
な
組
織
的
一
体
性
が
あ
る
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
信
者
ら
が
原
告
ら
に
行
っ
た
勧
誘
行
為
等
の
結
果
と
し
て
支
出
さ
れ
た
献
金
が
被
告
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
被
告

の
信
者
と
被
告
の
間
に
は
、
指
揮
監
督
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
（

N
o.

34
-1
）
。

・
被
告
が
鑑
定
師
の
研
修
を
受
け
さ
せ
た
上
、
鑑
定
師
に
任
命
し
て
い
た
こ
と
、
被
告
の
指
示
に
よ
り
人
生
相
談
会
が
開
催
さ
れ
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て
い
た
こ
と
、
人
生
相
談
会
に
お
い
て
鑑
定
士
は
被
告
の
指
示
に
従
い
人
生
相
談
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
に
鑑
み
、
被
告

と
被
告
鑑
定
士
ら
と
の
間
に
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
及
び
事
業
執
行
性
を
認
め
た
（

N
o.

37
）。

・
宗
教
団
体
は
、
そ
の
信
者
が
第
三
者
に
加
え
た
損
害
に
つ
い
て
、
当
該
信
者
と
の
間
に
雇
用
等
の
契
約
関
係
が
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
、
当
該
信
者
に
対
す
る
直
接
又
は
間
接
の
指
揮
監
督
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
加
害
行
為
が
当
該
宗
教
団
体
の
宗

教
的
活
動
等
の
事
業
の
執
行
等
に
つ
き
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
民
法
 

71
5 

条
所
定
の
使
用
者
責
任
を
負
う
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
団
体
の
信
者
が
、
当
該
宗
教
団
体
と
別
個
の
信
者
組
織
を
構
成
し
、
各
信
者
が
、
当
該

信
者
組
織
の
意
思
決
定
に
従
っ
て
宗
教
的
活
動
又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
活
動
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
宗
教
団
体
と
信

者
組
織
が
実
質
的
に
一
体
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
当
該
宗
教
団
体
と
信
者
組
織
と
の
間
に
実
質
的
な
指
揮

監
督
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
宗
教
団
体
は
、
上
記
信
者
組
織
の
意
思
決
定
に
従
っ
た
信
者
に
よ
る
加
害
行
為
に

つ
い
て
も
使
用
者
責
任
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（

N
o.

41
）。

・
宗
教
団
体
の
信
者
が
不
法
行
為
に
よ
り
、
他
人
に
損
害
を
被
ら
せ
た
場
合
、
そ
の
宗
教
団
体
は
、
信
者
と
の
間
に
雇
用
等
の
契
約

関
係
が
な
く
て
も
、
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
不
法
行
為
が
当
該
宗
教
団
体
の
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
民
法
 7

15
 条

に
基
づ
く
使
用
者
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
本
件
に
つ

い
て
見
る
に
、
不
法
行
為
と
評
価
で
き
る
本
件
各
献
金
等
勧
誘
行
為
は
い
ず
れ
も
、
被
告
□
□
教
会
の
信
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
上
、
本
件
献
金
等
勧
誘
行
為
は
い
ず
れ
も
、
被
告
□
□
教
会
の
教
義
に
も
と
づ
き
あ
る
い
は
そ
の
実

践
と
い
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
て
、
明
示
な
い
し
黙
示
の
被
告
□
□
教
会
の
指
揮
監
督
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
被
告
〇
〇
教
会
の

事
業
の
執
行
の
一
貫
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
献
金
は
、
結
局
は
被
告
□
□
教
会
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
も
被
告
□
□
教
会
に
帰
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（

N
o.

 4
5）
。

・
宗
教
団
体
は
、
信
者
が
第
三
者
に
加
え
た
損
害
に
つ
い
て
、
当
該
信
者
と
の
間
に
直
接
の
雇
用
関
係
が
な
く
て
も
、
当
該
信
者

に
対
し
て
直
接
又
は
間
接
の
指
揮
監
督
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
加
害
行
為
が
当
該
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
等
の
事

業
の
執
行
に
つ
き
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
民
法
 

71
5 

条
に
よ
り
使
用
者
責
任
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
（

N
o.

46
）
。
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2 
宗
教
団
体
（
宗
派
等
）
の
下
部
団
体
（
寺
院
等
）
に
属
す
る
住
職
や
信
者
ら
の
不
法
行
為
に
対
す
る
使
用
者
責
任

(1
)

使
用
者
性

使
用
者
性
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
が
多
い
。

・
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派
）
の
代
表
役
員
で
あ
る
管
長
は
、
そ
の
被
包
括
宗
教
法
人
で
あ
る
寺
院
の
住
職
を
任
免
し
、
ま
た
、
懲
戒

処
分
と
し
て
、
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派
）
に
属
す
る
教
師
（
僧
侶
）
に
つ
い
て
、
除
名
、
罷
免
、
降
級
、
戒
告
を
行
う
権
限
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派
）
は
、
そ
の
被
包
括
宗
教
法
人
で
あ
る
被
告
宗
教
団
体
（
寺
）
に
対

し
、
実
質
的
な
指
揮
監
督
権
限
を
有
す
る
と
い
え
る
と
し
て
、
被
包
括
宗
教
法
人
で
あ
る
被
告
宗
教
団
体
（
寺
）
の
住
職
の
不

法
行
為
に
つ
い
て
使
用
関
係
を
認
め
た
（

N
o.

8）
。

・
実
質
的
な
指
揮
監
督
権
限
の
有
無
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
被
告
 Y

5 
派
に
は
、
本
山
と
し
て
末
寺
に
当
た
る
被
告
 Y

3 
寺
に
対
し

て
一
般
的
な
指
導
監
督
の
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
加
え
、
宗
制
に
よ
れ
ば
、
被
告

Y
5 
派
の
「
宗
務
所
」
の
「
管
長
」
に
は
、
被
包

括
宗
教
法
人
で
あ
る
寺
院
の
「
住
職
」
の
任
免
権
、
住
職
の
懲
戒
、
降
級
、
戒
告
の
権
限
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
る

と
、

被
告

Y
3 
寺
に
対
し
て
実
質
的
な
指
揮
監
督
権
限
を
有
し
て
い
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
、
被
告

Y
5派

は
、
被

告
 Y

3 
寺
に
対
し
て
使
用
者
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
関
係
に
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
（

N
o.

16
-2
）。

・
〇
〇
会
は
一
審
被
告
〇
〇
内
の
一
組
織
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
一
審
原
告
に
対
す
る
違
法
な
勧
誘
及
び
教
化
活
動
は
、
一
審
被

告
〇
〇
の
行
っ
て
い
る
伝
道
活
動
と
し
て
一
審
被
告
〇
〇
の
信
者
が
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
審
被
告
〇
〇
自
身
が
行
っ
た
不

法
行
為
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
一
審
被
告
〇
〇
は
、
民
法
 7

15
 条

、
70

9 
条
に
も
と
づ
き
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
（

N
o.

18
- 1

）

。（
な
お
、
原
審
 

N
o.

18
-2

 で
は
、
一
般
に
、
特
定
の
宗
教
の
信
者
が
、
信
仰
活
動
の
目
的
等
で
、
宗
教
法
人
と
は
別
個
独
立
の
社

団
を
任
意
に
構
成
す
る
こ
と
は
観
念
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宗
教
法
人
の
教
義
に
基
づ
く
勧
誘
、
教
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

も
っ
て
、
信
者
ら
の
行
為
を
直
ち
に
宗
教
法
人
の
行
為
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
の
事
情
を
併
せ
総
合
的
に
判
断
し
て

、
宗
教
法
人
の
行
為
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
件
で
は
、
信
者
と
法
人
に
関
し
、
教
義
の
実

践
、
教
義
の
内
容
、
信
者
に
関
す
る
資
料
及
び
献
金
等
の
共
有
状
況
、
勧
誘
な
い
し
教
化
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
実
質
的
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な
指
揮
監
督
関
係
を
認
め
て
い
た
。
）

・
宗
教
団
体
の
教
師
ら
が
宗
教
団
体
の
指
揮
監
督
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
不
法
行
為
に
つ
い
て
使
用
関
係
を
認
め
た

（
N

o.
30
）。

・
高
度
な
組
織
的
一
体
性
や
被
告
宗
教
団
体
と
下
部
団
体
の
人
的
関
係
が
完
全
に
分
離
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
指
揮
監

督
関
係
を
認
め
、
不
法
行
為
に
つ
い
て
使
用
関
係
を
認
め
た
（

N
o.

34
-1
、

34
-2
）
。

(2
)

事
業
執
行
性

事
業
の
執
行
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
の
外
形
を
客
観
的
に
観
察
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
被
告
の
事
業
に
関
し
て
行
わ
れ
た
と

認
め
ら
れ
る
か
で
判
断
し
て
い
る
裁
判
例
が
多
い
。

・
開
運
商
法
事
業
者
の
開
運
商
法
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
被
告
宗
教
団
体
（
寺
）
の
加
担
行
為
が
、
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派

）
の

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
た
め
に
は
、
そ
の
行
為
の
外
形
を
客
観
的
に
観
察
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
被
告
宗
教
団

体
（
宗
派
）
の
事
業
に
関
し
て
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
（
大
審
院
大
正
 1

3 
年
（
オ
）
第
 3

72
 号

同
 1

5 
年
 1

0

月
 1

3 
日
民
刑
連
合
部
判
決
・
大
審
院
民
事
判
例
集
 5

 巻
 1

2 
号
 7

85
 頁

、
最
高
裁
昭
和
 3

0 
年
（
オ
）
第
 2

9 
号
同
 3

2 
年
 7

 月
16

 日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
 1

1 
巻
 7

 号
 1

25
4 
頁
参
照
）
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
宗
派
の
名
称
の
使
用
を
認
め
て
い
た
が
、

開
運
商
法
に
お
い
て
名
称
の
使
用
を
認
め
て
い
た
証
拠
が
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
、
開
運
商
法
事
業
者

の
開
運
商
法
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
被
告
宗
教
団
体
（
寺
）
の
加
担
行
為
が
、
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派
）
の
事
業
の
執
行
に
つ

い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
被
告
宗
教
団
体
（
宗
派
）
は
使
用
者
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た
（

N
o.

8）
。

・
被
告
Ｙ

3 
寺
（
代
表
役
員
・
被
告
Ｙ

4）
が
関
与
し
て
行
わ
れ
た
被
告
Ｙ

1 
に
よ
る
開
運
商
法
に
よ
る
詐
欺
が
、
被
告
Ｙ

5 
派
の

「
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
」
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
「
当
該
開
運
商
法
な
い
し
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
行
わ

れ
た
行
為
（
加
持
祈
祷
や
そ
れ
に
必
要
な
祭
壇
の
製
作
等
）
が
、
客
観
的
、
外
形
的
に
み
て
、
被
告
Ｙ

5 
派
の
事
業
に
関
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
し
、
「
被
包
括
宗
教
法
人
の
行
っ
た
加
持
祈
祷
等
の
宗
教
活
動

な
い
し
そ
れ
に
関
連
す
る
行
為
が
、
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
、
客
観
的
、
外
形
的
に
み
て
、
包
括
宗
教
法
人
の
事
業
に
関
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し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該
行
為
に
対
す
る
許
諾
の
有
無
や
当
該
行
為
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
名
称
、
当

該
行
為
に
よ
る
利
益
の
帰
属
等
を
総
合
し
て
判
断
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
①
被
告
 
Ｙ

1 

に
よ
る
開
運
商
法
に
関
与
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
被
告
Ｙ

5 
派
が
明
示
又
は
黙
示
に
許
諾
な
い
し
容
認
し
た
こ
と
は
な
く
、
む

し
ろ
、
本
件
加
持
祈
祷
指
導
監
修
契
約
の
内
容
は
、
被
告
Ｙ

5 
派
か
ら
み
て
、
そ
の
教
義
等
に
照
ら
し
、
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
て

、
是
認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
②
被
告
Ｙ

1 
は
、
本
件
加
持
祈
祷
指
導
監
修
契
約
に
も
と
づ
き
、
被
告
Ｙ
 3

 寺
か
ら
「

Ｂ
宗
Ｙ

5 
派

 
宗

教
法

人
Ｙ

3 
寺
」
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
の
許
諾
を
得
て
開
運
商
法
を
行
っ
て
い
た
が
、
原
告
が
被
告
Ｙ

1 
な

い
し
自
称
Ｄ
か
ら
指
示
を
受
け
て
返
送
し
た
本
件
特
別
祈
願
申
込
書
に
は
、
特
に
「
Ｙ

5 
派
」
の
名
称
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず

、
現
に
、
原
告
自
身
、
被
告
Ｙ

3 
寺
が
、
被
告
Ｙ

5 
派
と
宗
派
を
共
通
に
す
る
宗
教
法
人
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
本
件
加
持

祈
祷
指
導
監
修
契
約
を
締
結
・
継
続
し
、
本
件
送
金
を
行
っ
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
、
③
被
告
Ｙ

3 

寺
が
関
与
し
た
被
告
Ｙ

1 
に
よ
る
開
運
商
法
に
よ
っ
て
、
被
告
Ｙ

5 
派
が
な
ん
ら
利
益
を
受
け
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど

を
併
せ
考
慮
す
る
と
、
被
告
Ｙ

3 
寺
（
代
表
役
員
・
被
告
Ｙ

4）
が
関
与
し
て
行
わ
れ
た
被
告
Ｙ

1 
に
よ
る
開
運
商
法
な
い
し
そ

れ
と
密
接
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
行
為
は
、
客
観
的
、
外
形
的
に
み
て
、
被
告
Ｙ

5 
派
の
事
業
に
関
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
告
Ｙ

5 
派
の
「
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
」
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
（

N
o.

16
-2
）
。

・
被
用
者
の
行
為
が
民
法
 

71
5 

条
 

1 
項
に
い
う
「
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
」
の
要
件
を
満
た
す
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
当
該
行
為
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
①
使
用
者
の
事
業
の
範
囲
に
属
す
る
か
否
か
を
検
討
し
、
次
に
、
②
被
用
者
の
職
務
の
範

囲
に
属
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
上
記
①
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
事
業
に
限
る
こ
と
な
く
、
事
業
と
密

接
な
関
連
を
有
す
る
行
為
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
被
告
Ｙ

1 
の
行
為
を
外
形
的
、
全

体
的
に
み
て
も
、
Ｙ

2 
教
な
い
し
被
告
Ｙ

3 
教
団
の
事
業
（
宗
教
活
動
）
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
行
為
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
そ
の
事
業
の
範
囲
に
属
す
る
と
は
い
え
な
い
な
ど
と
し
て
、
使
用
者
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た
（

N
o.

29
）。

・
ａ
院
の
教
義
に
も
と
づ
き
又
は
そ
の
実
践
と
い
う
べ
き
浄
霊
等
の
儀
式
に
関
連
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
示
な
い
し
黙

示
の
ａ
院
の
指
揮
監
督
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
ａ
院
の
事
業
の
執
行
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
対
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価
は
、
結
局
は
ａ
院
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
も
ａ
院
に
帰
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
支
払
っ
た
金
員
が
最
終
的
に
ａ
院
の
収
入
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
証
拠
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
業
執
行

性
及
び
使
用
者
責
任
を
認
め
た
（

N
o.

30
）。

・
被
告
の
教
義
の
実
践
と
称
し
て
、
物
品
販
売
活
動
等
へ
の
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
物
品
販
売
活
動
に
際
し
て
、
被
告
の

教
義
に
関
わ
る
内
容
を
告
げ
て
購
入
を
促
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
上
記
信
者
ら
が
行
っ
た
経
済
活
動
及
び
伝
道
活
動
は
、
外
形

上
、
被
告
の
宗
教
的
活
動
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
被
告
の
事
業
の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
（

N
o.

34
-1
）
。

3 
宗
教
法
人
法
 1

1 
条
 1

 項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任

・
被
告
宗
教
団
体
の
宗
教
法
人
法
 1

1 
条
 1

 項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
宗
教
団
体
の
代
表
者
は
、
開
運
商
法
事
業
者
と

提
携
し
て
行
う
事
業
が
、
不
法
行
為
に
該
当
す
る
可
能
性
を
具
体
的
に
認
識
し
、
又
は
予
見
す
べ
き
場
合
に
は
、
開
運
商
法
事

業
者
と
の
契
約
関
係
を
解
消
す
る
な
ど
不
法
行
為
へ
の
関
与
を
中
止
す
る
注
意
義
務
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
、
開
運
商

法
事
業
者
が
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
基
づ
く
取
引
停
止
措
置
を
受
け
た
以
降
も
被
告
宗
教
団
体
名
義
の
銀
行
口
座
を
利
用
さ

せ
続
け
、
開
運
商
法
事
業
者
と
の
契
約
関
係
を
継
続
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
注
意
義
務
違
反
の
過
失
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ

に
よ
り
開
運
商
法
事
業
者
の
不
法
行
為
を
幇
助
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
宗
教
団
体
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
民
法
 7

19

条
 2

 項
に
も
と
づ
き
、
開
運
商
法
事
業
者
が
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
基
づ
く
取
引
停
止
措
置
を
受
け
た
以
降
の
不
法
行
為
に

つ
い
て
幇
助
に
よ
る
共
同
不
法
行
為
責
任
を
負
い
、
宗
教
団
体
に
つ
い
て
も
、
当
該
代
表
者
の
行
為
に
つ
い
て
宗
教
法
人
法
 1

1

条
 1

 項
に
基
づ
く
責
任
を
認
め
た
（

N
o.

 8
）。

・
被

告
Y

3 
寺
の
宗
教
法
人
法
 1

1 
条
 1

 項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
「
被
告
Ｙ

3 
寺
と
被
告
Ｙ

1 
と
の
本
件
加
持
祈
祷

指
導
監
修
等
契
約
は
、
被
告
Ｙ

4 
が
被
告
Ｙ

3 
寺
の
代
表
役
員
と
し
て
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
は
、
被
告
Ｙ
 

3

寺
の
研
修
及
び
指
導
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
修
行
を
し
た
僧
侶
で
な
い
者
で
あ
る
被
告
Ｙ

1 
 の

従
業
員
で
あ
っ
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て
も
加
持
祈
祷
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
し
て
い
る
点
で
、
被
告
Ｙ

5 
派
か
ら
み
て
、
そ
の
教
義
等
に
照
ら
し
、
不
適
切
と

評
価
さ
れ
る
部
分
を
含
む
も
の
で
（
中
略
）、

宗
教
法
人
の
行
う
宗
教
活
動
の
内
容
と
し
て
問
題
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
被
告
Ｙ

3 
寺
は
、
平
成
 2

5 
年
 1

2 
月
 2

7 
日
頃
、
Ｌ
の
開
運
商
法
に
よ
る
被
害
者
か
ら
 5

00
8 
万
円
余
の
別
件
被

害
に
か
か
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
通
知
を
受
け
、
平
成
 2

6 
年
 2

 月
か
ら
 3

 月
に
か
け
て
、
被
告
Ｙ

5 
派
か
ら
、
再
三
に
わ
た
っ

て
、
被
告
Ｙ

3 
 寺

の
Ｌ
と
の
関
係
を
は
じ
め
、
別
件
被
害
に
関
す
る
事
実
の
確
認
や
回
答
を
求
め
る
文
書
の
送
付
を
受
け
て
い

た
こ
と
（
前
提
事
実
（

3）
、
上
記
 

1 
の
認
定
事
実
（

5）
、（

7）
）
か
ら
、
被
告
Ｙ

1 
と
本
件
加
持
祈
祷
監
修
契
約
を
締
結
し
、
こ

れ
を
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｌ
の
場
合
と
同
種
の
被
害
に
か
か
る
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
「
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
で
は
、
被
告
Ｙ

3 
 寺

は
、
本
件
加
持
祈
祷
指
導
監
修
契
約

の
当
事
者
と
し
て
、
Ｌ
や
被
告
Ｙ

1 
の
実
態
に
疑
問
を
抱
き
、
そ
れ
が
解
消
し
な
い
限
り
被
告
Ｙ

1 
と
の
間
で
同
契
約
を
締
結
な
い

し
継
続
す
る
こ
と
を
控
え
る
と
と
も
に
、
自
己
の
名
義
に
よ
り
本
件
口
座
を
開
設
し
た
預
金
者
と
し
て
、
同
年
 4

 月
 1

8日
よ
り
前

に
、
被
告
Ｙ

1 
が
開
運
商
法
に
よ
る
入
金
用
に
本
件
口
座
を
使
用
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
被
告
Ｙ

1 
な
い
し
は
預
入
先
の

金
融
機
関
に
対
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
の
本
件
送
金
に
よ
る
被
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
回
避

す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
て
、
宗
教
法
人
法
 

11
 条

 
1 

項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
（

N
o.

16
-1
、

16
-2
）。

4 
 会

社
法
 3

50
 条

に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任

・
被

告
Y

2 
が
、
被
告
 Y

1 
の
代
表
取
締
役
と
し
て
の
職
務
執
行
と
し
て
、
悪
意
又
は
重
過
失
に
よ
っ
て
、
被
告

Y
1 
の
従
業
員
ら
に

、
開
運
商
法
に
か
か
る
詐
欺
を
実
行
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
原
告
に
本
件
送
金
額
及
び
手
数
料
の
合
計
 

10
8 
万
 

52
00

 円
を
支
出
さ
せ

た
と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
被
告
 Y

1 
に
つ
い
て
も
民
法
 7

15
 条

、
会
社
法
 3

50
 条

に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た

（
N

o.
16

-2
）
。

40
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損
害
の
範
囲

1 
損
害
を
認
め
た
項
目

(1
)

献
金
又
は
寄
附

・
献
金
又
は
寄
附
（

N
o.

2、
5、

9、
11

-1
、

11
-2
、

12
、

17
、

18
-1
、

18
-2
、

19
-1
、

19
-2
、

20
-1
、

20
-2
、

20
-3
、

27
-1
、

27
-2
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

38
、

40
-1
、

40
-2
、

41
、

43
-1
、

43
-2
、

44
-2
、

45
、

46
）

・
お
布
施
（

N
o.

24
-1
、

24
-2
）

・
基
金
（

N
o.

40
-2
）

・
罰
金
（

N
o.

20
-1
、

20
-2
、

20
-3
）

(2
)

物
品
等
の
購
入
費

・
縁
起
物
、
仏
像
そ
の
他
置
物
（

N
o.

8、
38
、

41
、

43
-1
、

43
-2
）

・
念
珠
そ
の
他
法
具
（

N
o.

18
-1
、

18
-2
、

34
-1
、

34
-2
）

・
装
飾
品
・
宝
飾
品
（

N
o.

8、
9、

11
-1
、

11
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

27
-1
、

27
-2
）

・
壺
（

N
o.

5、
27

-1
、

27
-2
、

38
、

41
、

43
-1
、

43
-2
）

・
印
鑑

（
N

o.
27

-1
、

27
-1
、

27
-2
、

41
）

・
経
典
、
教
本
そ
の
他
書
物
（

N
o.

9、
43

-1
、

43
-2
）

・
人
参
茶
、
そ
の
他
飲
食
物
（

N
o.

1-
1～

1-
3、

18
-1
、

18
-2
、

27
-1
、

27
-2
、

43
-1
、

43
-2
）

・
絵
画
・
額
（

N
o.

13
、

27
-1
、

27
-2
）

・
布
団
（

N
o.

 2
7-

1、
27

-2
）

・
家
系
譜
・
親
族
系
譜
（

N
o.

34
-1
、

34
-2
）

(3
)

役
務
の
費
用

41
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・
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
費
・
受
講
料
等
（

N
o.

11
-1
、

11
-2
、

15
、

26
、

27
-1
、

27
-2
、

34
-1
、

34
-2
）

・
祈
祷
、
祈
願
そ
の
他
儀
式
（

N
o.

8、
11

-1
、

11
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

30
、

33
、

36
、

37
、

43
-1
、

43
-2
）

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
料
（

N
o.

27
-1
、

27
-2
）

・
鑑
定

（
N

o.
14
、

37
、

39
）

・
祭
壇
製
作
費
用
（

N
o.

16
-1
、

16
-2
）

・
供
養
（

N
o.

8、
11

-1
、

11
-2
）

(4
)

そ
の
他

・
預
金
の
引
出
金
（

N
o.

2）

・
結
婚
式
の
渡
航
費
用
、
そ
の
他
の
旅
費
・
交
通
費
（

N
o.

11
-1
、

11
-2
、

30
、

34
-1
、

34
-2
、

44
-1
、

44
-2
）

・
買
い
物
代
金
等
（

N
o.

20
-1
～

20
-3
）

・
大
学
編
入
に
要
し
た
学
費
（

N
o.

31
-1
、

31
-2
）

2  
慰
謝
料

(1
)

肯
定
例

N
o.

8（
残
被
害
額
の
 1

 割
）
、

9（
10

0 
万
円
）
、

11
-2
（

30
 万

円
）、

17
（

30
0 
万
円
）
、

18
-1
（

20
0 
万
円
）
、

18
-2
（

10
0 
万
円
）
、

19
-1
（

10
0 
万
円
）、

20
-2
（

10
0 
万
円
）
、

20
-3
（

50
 万

円
）、

25
（

10
0 
万

円
）、

26
（

30
 万

円
）
、

27
-2
（

10
0 
万
円
、

15
0 
万
円
）
、

30
（

20
 万

円
）
、

31
-1
（
不
明
）
、

31
-2
（
不
明
）、

32
-1
（

80
0 
万
円
）、

37
（
原
告
ご
と
に
 1

5 
万
円
、

16
 万

円
、

15
 万

円
、

20
 万

円
、

8 
万
円
、

20
 万

円
、

10
 万

円
、

15
 万

円
、

20
 万

円
）、

40
-2
（

10
0 
万
円
）、

41
（

20
0 
万
円
）、

42
（

30
0 
万
円
）、

45
（
不

明
）
、

46
（
各
財
産
的
損
害
の
 1

 割
）

(2
)

否
定
例

42
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43

・
精
神
的
苦
痛
は
、
財
産
的
損
害
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
当
程
度
慰
謝
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
等
と
し
て
、
慰
謝
料
の
支

払
い
を
認
め
な
か
っ
た
（

N
o.

12
、

14
、

19
-2
、

33
）。

・
〇
〇
パ
ワ
ー
に
よ
り
病
気
が
治
る
と
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
原
告
会
員
ら
の
精
神
的
苦
痛
の
ひ
と
つ
は
、
〇
〇

パ
ワ
ー
を
用
い
て
も
病
気
が
改
善
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
原
告
会
員
ら
が
期
待
し
て
い
た
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
に

過
ぎ
ず
、
た
だ
ち
に
法
的
に
保
護
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
と
し
て
慰
謝
料
の
支
払
い
を
認
め
な
か
っ
た

（
N

o.
26
）。

3 
弁
護
士
費
用

お
お
む
ね
損
害
額
の
 1

 割
相
当
を
損
害
と
し
て
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

N
o.

 3
2-

1 
の
よ
う
に
損
害
賠
償
額
 3

 億
 9

14
3 
万
 2

72
0 
円

の
う
ち
弁
護
士
費
用
相
当
額
を
 1

80
0 
万
円
と
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

過
失
相
殺
の
成
否

1 
過
失
相
殺
を
認
め
た
も
の

・
本
件
サ
イ
ト
Ａ
を
数
回
利
用
す
る
こ
と
で
同
サ
イ
ト
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
効
用
を
正
常
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
身
の
生
活
水
準
に
見
合
っ
た
範
囲
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、

3 
分
の
 

1 
の
過
失
相

殺
を
認
め
た
（

N
o.

14
）
。

・
鑑
定
師
が
求
め
る
メ
ー
ル
返
信
を
し
な
い
と
次
に
進
ま
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
苦
情
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
そ

の
後
鑑
定
師
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
行
う
も
の
の
、
返
信
す
る
鑑
定
師
を
自
ら
選
択
し
た
り
、
鑑
定
師
ら
か
ら
多
量
の
メ
ー

ル
が
送
信
さ
れ
た
と
き
に
は
配
信
停
止
の
手
続
を
採
っ
た
り
送
信
メ
ー
ル
を
一
斉
削
除
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
、
原
告
Ｘ

2 
 
は
本

件
サ
イ
ト
Ｂ
に
つ
い
て
 

2 
回
も
退
会
の
手
続
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
原
告
Ｘ

2 
は
、
あ
る
程
度
冷
静
な
状
態

で
本
件
サ
イ
ト
Ｂ
を
利
用
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、

2 
分
の
 

1 
の
過
失
相
殺
を
認

め
た
（

N
o.

14
）。
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44

・
被
控
訴
人
は
、
自
称
Ｂ
に
よ
る
加
持
祈
祷
等
を
す
れ
ば
良
縁
を
も
た
ら
さ
れ
る
又
は
 8

00
0 
万
円
の
宝
く
じ
が
当
た
る
と
い
う
虚
偽

の
言
辞
を
安
易
に
信
じ
た
点
で
落
ち
度
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
控
訴
人
ら
と
の
関
係
で
は
、
損
害
の
公
平
な
分
担
の
見
地
か

ら
、
被
控
訴
人
の
過
失
割
合
を
 3

 割
と
す
る
過
失
相
殺
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
（

N
o.

16
-1
）
。

2 
過
失
相
殺
を
認
め
な
か
っ
た
も
の

・
開
運
商
法
事
業
者
は
、
原
告
ら
の
不
安
や
恐
怖
心
を
殊
更
に
煽
り
多
額
の
金
銭
を
要
求
し
て
こ
れ
を
支
払
わ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
行
為
の
態
様
は
き
わ
め
て
悪
質
で
あ
り
、
原
告
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
金
銭
請
求
を
受
け
て
、
不
安
や
恐
怖
心
に
よ

り
正
常
な
判
断
が
妨
げ
ら
れ
た
状
態
に
陥
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
宗
教
団
体
（
寺
）
に
つ
い
て
調
査
を
し
な
か
っ
た

り
、
宅
急
便
等
に
よ
り
現
金
を
送
付
し
た
り
し
た
こ
と
を
原
告
ら
の
落
ち
度
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
損
害
の
衡
平

な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
過
失
相
殺
を
す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
し
た
事
例
（

N
o.

8）
。

・
被
告
Ｙ

3 
寺
及
び
被
告
Ｙ

4 
が
、
故
意
に
詐
欺
を
実
行
し
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
被
告
Ｙ

1 
に
対
し
て
本
件
口
座
の

使
用
を
拒
否
す
る
な
ど
し
て
結
果
を
回
避
す
る
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
過
失
は
重
大
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
 
Ｙ

3 
 
寺
に
お
い
て
原
告
を
対
象
と
す
る
加
持
祈
祷
を
行
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
損
害
の
公
平
な
分
担
の
見
地
か
ら
、
過
失

相
殺
を
認
め
る
の
は
相
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
事
例
（

N
o.

16
-2
、
た
だ
し
控
訴
審
で
あ
る
 

16
-1

 で
は
 

3 
割
の
過

失
相
殺
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
）
。

・
原
告
ら
の
窮
迫
し
た
状
況
等
に
乗
じ
て
、
原
告
ら
を
不
安
や
恐
怖
に
陥
れ
る
言
辞
を
弄
し
、
祈
願
料
等
名
下
に
、
不
相
当
に
高
額
の

金
員
を
支
払
わ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
の
態
様
の
悪
質
性
か
ら
、
公
平
の
観
点
に
照
ら
し
、
過
失
相
殺
を
認

め
な
か
っ
た
事
例
（

N
o.

37
）。

債
権

者
代

位
権

の
対

象

と
さ

れ
た

扶
養

義
務

等

に
か

か
る

定
期

金
債

権

の
範
囲

・
原
告
は
、
原
告
の
父
に
対
す
る
扶
養
請
求
権
を
被
保
全
債
権
と
し
て
、
債
権
者
代
位
権
に
よ
っ
て
被
告
に
対
す
る
解
約
払
戻
金
支
払

請
求
権
を
行
使
す
る
旨
主
張
す
る
が
、
原
告
が
原
告
の
父
に
対
し
て
具
体
的
に
い
く
ら
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
を
扶
養
請
求
権
に
基
づ

い
て
請
求
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
家
事
審
判
を
申
し
立
て
て
金
額
を
確
定
さ
せ
な
け
れ
ば
具
体
的
に
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
告
の
原
告
の
父
に
対
す
る
扶
養
請
求
の
金
額
を
定
め
る
家
事
審
判
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
告
の
原
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告
の
父
に
対
す
る
扶
養
請
求
権
は
未
だ
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
原
告
が
原
告
の
父
に
対
し
て
具
体
的
に
い
く
ら
の
金

額
の
支
払
を
扶
養
義
務
の
履
行
と
し
て
請
求
で
き
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
か
か
る
抽
象
的
な
段
階
の
扶
養
請
求
権
を
被
保
全
債
権
と

し
て
、
債
権
者
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（

N
o.

47
）
。

45
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4.
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
と
の
関
係
の
整
理

不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
）
の
施
行
か
ら
 2

 年
程
度
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
同
法
の
規
定
を
直
接
適
用
す
る
裁
判

例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
以
下
は
、
本
件
の
分
析
業
務
の
一
環
と
し
て
、
裁
判
例
の
事
案
の
当
時
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
同
法
が
適
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
整
理
し
た
。

(
1
)

配
慮
義
務
違
反
（
法
 3

 条
）
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

法
 3

 条
で
は
、
「
法
人
等
は
、
寄
附
の
勧
誘
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

1 
号
か
ら
 3

 号
ま
で
法
人
等
に
お
い
て
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、

1 
号
で
は
「
寄
附
の
勧
誘
が
個
人
の
自
由
な
意
思
を
抑
圧
し
、
そ
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
が
寄
附
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
態
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
施
行
以
前
か
ら
、

1 
号
が
対
象
と
す
る
よ
う
な
個

人
の
自
由
な
意
思
の
抑
圧
を
考
慮
し
て
、
寄
附
又
は
献
金
等
の
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
認
め
た
裁
判
例
が
多
数
存
在
す
る
（

N
o.

5、
8、

11
-1
、

11
-2
、
 1

2、
18

-1

、
18

-2
、

20
-2
、

20
-3
、

27
-1
、

27
-2
、

30
、

31
-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

35
、

36
、

37
、

39
、

40
-1
、

40
-2
、

41
、

42
、

43
-1
、

43
-

2、
45

、
46
）
。
他
方
、
個
人
の
自
由
な
意
思
の
抑
圧
を
考
慮
し
て
い
る
も
の
の
、
違
法
性
を
認
め
な
か
っ
た
裁
判
例
も
存
在
す
る
（

N
o.

10
、

35
）
。
具
体
的
に
は
、
各
献

金
の
際
の
信
者
ら
に
よ
る
献
金
勧
誘
行
為
の
内
容
及
び
態
様
が
特
定
で
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
殊
更
に
不
安
に
陥
れ
る
な
ど
Ｂ
の
自
由
な
意
思
決
定
が
制
約
さ
れ

て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
事
例
等
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

2 
号
で
は
「
寄
附
に
よ
り
、
個
人
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
親
族
（
略
）
の
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
施
行
以
前
か
ら
、
借
入
を
し
な
け
れ
ば
献
金
を
す
る
た
め
の
資
産
が
な
い
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
そ
の
こ
と
を
知
り

な
が
ら
借
入
を

し
て
献
金
を
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
行
為
等
は
、
勧
誘
を
受
け
る
者
の
資
産
状
況
及
び
生
活
状
況
に
照
ら
し
て
過
大
な
支
出
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
え
、
違
法
で
あ
る
と
し
た
事
例
が
あ
る
（

N
o.

12
）。

こ
の
う
ち
、

3 
号
で
は
「
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
に
対
し
、
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
行
う
法
人
等
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
さ

れ
る
財
産
の
使
途
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
施
行
以
前
か
ら
、
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勧
誘
主
体
が
、
そ
の
正
体
を
明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
を
社
会
的
相
当
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
と
述
べ
た
事
例
（

N
o.

18
-1
）
、
勧
誘
に

あ
た
っ
て
宗
教
の
教
義
の
概
要
を
説
明
し
、
自
由
意
思
で
帰
依
す
る
か
否
か
の
選
択
を
す
る
機
会
を
与
え
な
い
伝
道
・
教
化
活
動
を
、
方
法
に
お
い
て
相
当
性
を
欠
く

も
の
と
し
た
事
例
（

N
o.

27
-2
）
が
あ
る
。

(2
)

禁
止
行
為
（
法
 4

 条
）
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

法
 4

 条
で
は
、
「
法
人
等
は
、
寄
附
の
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
を
困
惑
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
旨
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、

1 
号
か
ら
 6

 号
ま
で
禁
止
行
為
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、

1 
号
で
は
、
「
当
該
法
人
等
に
対
し
、
当
該
個
人
が
、
そ
の
住
居
又
は
そ
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
所
か
ら
退
去
す
べ
き
旨
の
意
思
を
示
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ら
の
場
所
か
ら
退
去
し
な
い
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

2 
号
で
は
、
「
当
該
法
人
等
が
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
し
て
い
る
場
所
か
ら
当
該
個
人
が
退
去
す
る
旨
の
意
思
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
場
所
か
ら
当
該
個
人

を
退
去
さ
せ
な
い
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
 3

 号
で
は
、

「
当
該
個
人
に
対
し
、
当
該
寄
附
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
こ
と
を
告
げ
ず
に
、
当
該
個
人
が
任
意
に
退
去
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
で
あ
る
こ
と
 
を
知
り
な
が
ら
、
当

該
個
人
を
そ
の
場
所
に
同
行
し
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

4 
号
で
は
、
「
当
該
個
人
が
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
て
い
る
場
所
に
お
い
て
、
当
該
個
人
が
当
該
寄
附
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
相
談
を
行
う
た
め
に
電
話
そ
の
他

の
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
当
該
法
人
等
以
外
の
者
と
連
絡
す
る
旨
の
意
思
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
威
迫
す
る
言
動
を
交
え
て
、
当
該
個
人
が
当

該
方
法
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

5 
号
で
は
、
「
当
該
個
人
が
、
社
会
生
活
上
の
経
験
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
行
う
者
に
対
し
て
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
を
抱
き
、
か
つ
、
当

該
勧
誘
を
行
う
者
も
当
該
個
人
に
対
し
て
同
様
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
乗
じ
、
当
該
寄
附
を
し
な
け
れ
ば
当
該

勧
誘
を
行
う
者
と
の
関
係
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
る
旨
を
告
げ
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
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判
例
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

6 
号
で
は
、
「
当
該
個
人
に
対
し
、
霊
感
そ
の
他
の
合
理
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
能
力
に
よ
る
知
見
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
そ
の
親
族
の
生
命
、
身

体
、
財
産
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
現
在
生
じ
、
若
し
く
は
将
来
生
じ
得
る
重
大
な
不
利
益
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
不
安
を
あ

お
り
、
又
は
そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
て
、
そ
の
重
大
な
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
当
該
寄
附
を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨
を

告
げ
る
こ
と
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
と
し
て
は
、

N
o.

8、
11

-1
、

11
-2
、

18
-1
、

18
-2
、

19
-1
、

19
- 

2、
27

-1
、

27
-2
、

30

、
31

-1
、

31
-2
、

32
-1
、

32
-2
、

33
、

34
-1
、

34
-2
、

36
、

37
 が

存
在
す
る
。

(3
)

配
慮
義
務
及
び
禁
止
行
為
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
違
法
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

配
慮
義
務
（
法
 3

 条
）
に
も
禁
止
行
為
（
法
 4

 条
）
に
も
直
接
は
該
当
し
な
い
行
為
に
つ
い
て
の
違
法
性
を
認
め
た
裁
判
例
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば

、
信
者

で
あ

る
被
告
ら
が
、
他
者
（
父
）
の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
、
預
金
口
座
か
ら
お
金
を
引
き
出
し
て
献
金
し
た
こ
と
に
つ
い
て
違
法
性
を
認
め
た
事
例

（
N

o.
2）
、
信
者
に
対
し
て
、
献
金
に
よ
っ
て
夫
を
救
い
、
夫
の
家
系
を
救
う
こ
と
こ
そ
が
信
者
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
し
て
、
他
者
（
夫
）
の
財
産
を
他
者
の

意
思
に
反
し
て
で
も
献
金
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
信
者
が
他
者
の
財
産
を
、
そ
の
者
に
内
緒
で
献
金
し
た
こ
と
に
つ
い
て
違
法
性
を
認
め
た
事
例
（

N
o.

19
-1
、
 

19
-2

）
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

(
4)

借
入
等
に
よ
る
資

金
調
達
の
要
求
の
禁
止
（
法
 5

 条
）
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

法
 

5 
条
は
、
「
法
人
等
は
、
寄
附
の
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
に
対
し
、
借
入
れ
に
よ
り
、
又
は
次
に
掲
げ
る
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
に
よ

り
、
寄
附
を
す
る
た
め
の
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
旨
を
定
め
て
お
り
、
「
次
に
掲
げ
る
財
産
」
と
し
て
、

1 
号
で
は
「
当
該
個
人
又
は

そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
親
族
が
現
に
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
又
は
そ
の
敷
地
」
、

2 
 号

で
は
「
現
に
当
該
個
人
が
営
む
事
業
（
そ
の
継
続
が
当
該
個
人
又
は

そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
親
族
の
生
活
の
維
持
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
し
て
い
る
土
地
若
し
く
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
又
は
建
物

そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
（
所
得
税
法
（
昭
和
 4

0 
年
法
律
第
 3

3 
号
）
第
 2

 条
第
 1

 項
第
 1

9 
号
に
規
定
す
る
減
価
償
却
資
産
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業

の
継
続
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
①
原
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告
が
鬱
病
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
納
め
な
け
れ
ば
原
告
の
持
病
が
治
ら
な
い
な
ど
と
述
べ
、
原
告
の
不
安
感
を
殊
更
に
助
長
さ
せ
て

、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
献
金
を
す
る
よ
う
勧
誘
し
献
金
さ
せ
た
行
為
、
及
び
、
②
借
入
を
し
な
け
れ
ば
献
金
を
す
る
た
め
の
資
産
が
な
い
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

そ
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
銀
行
借
入
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
献
金
す
る
よ
う
勧
誘
し
献
金
さ
せ
た
行
為
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
勧
誘
を
受
け
る
者
の
資
産
状
況
及

び
生
活
状
況
に
照
ら
し
て
過
大
な
支
出
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
え
、

違
法
で
あ
る
と
し
た
裁
判
例
が
あ
る
（

N
o.

12
）。

(5
)

扶
養
義
務
等
に
か
か
る
定
期
金
債
権
を
保
全
す
る
た
め
の
債
権
者
代
位
権
の
行
使
に
関
す
る
特
例
（

法
 1

0 
条

）
と
の
関
係

法
 1

0 
条
は
、
法
人
等
に
寄
附
を
し
た
個
人
の
扶
養
義
務
等
に
か
か
る
定
期
金
債
権
の
債
権
者
は
、
当
該
定
期
金
債
権
の
う
ち
確
定
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
部

分
を
保

全
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と

き
は
、
当
該
個
人
で
あ
る
債
務
者
に
属
す
る
当
該
寄
附
に
関
す
る
取
消
権
や
返
還
請
求
権
等
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
点
、
過
去
の
裁
判
例
で
は
、
扶
養
請
求
権
を
被
保
全
債
権
と
し
て
、
債
権
者
代
位
権
に
よ
っ
て
被
告
に
対
す
る
請
求
権
を
行
使
す
る
に
は
、
先
だ
っ
て
扶
養
請

求
の
金
額
を
定
め
る
家
事
審
判
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（

N
o.

47
）。

も
っ
と
も
、
法
 

10
 
条
は
、
扶
養
義
務
等
に
か
か
る
定
期
金
債
権
を
保
全
す
る

に
あ
た
っ
て
の
家
事
審
判
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
何
ら
特
則
を
定
め
て
い
な
い
。
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5.
有
識
者
意
見

貝
阿
彌
誠
弁
護

士
（
元
東
京
地
方
裁
判
所
所
長
）、

内
田
貴
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
林
眞
琴
弁
護
士
（
元
検
事
総
長
）
に
対
し
、
裁
判
例
一
覧
表
及
び
論
点
整
理
表

（
本
書
）
を
閲
覧
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
伺
っ
た
。
以
下
は
、
同
有
識
者
３
名
か
ら
の
裁
判
例
一
覧
表
及
び
論
点
整
理
表
に
関
す
る
意
見
で
あ
る
。

(1
)

貝
阿
彌
誠
弁
護
士

ア
論
点
整
理
表
・
裁
判
例
一
覧
表
の
内
容
及
び
令
和
 6

 年
 7

 月
 1

1 
日
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て

・
論
点
整
理
表
、
裁
判
例
一
覧
表
を
拝
見
し
た
が
、
令
和
 6

 年
 7

 月
 1

1 
日
の
最
高
裁
判
決
（
以
下
「
本
判
決
」
と
い
う
。
）
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
判
決
は
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
 1

 号
・

2 
号
を
引
用
し
て
お
り
、
同
条
の
規
定
す
る
配
慮
義
務
を
前
提
と
し
た
上
で
、
違
法
性
の
判
断
基
準
な
い
し
判
断

枠
組
み
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
る
。
判
例
タ
イ
ム
ズ
 1

52
6 
号
 6

7 
頁
に
簡
単
な
解
説
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
同
条
の
内
容
は
、
従
来
の
下
級
審
の
裁
判
例
が
暗
黙

の
う
ち
に
認
め
て
き
た
勧
誘
者
の
負
う
べ
き
信
義
則
上
の
注
意
義
務
を
確
認
的
に
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

3条

1 
号
・

2 
号
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
裁
判
官
の
根
底
に
あ
っ
た
考
え
方
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
し
た
判
例
と
い
う
こ
と
で
、
本
判
決
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
少
な
く
と
も
不
当
寄
附
勧
誘
が
問
題
と
な
る
裁
判
の
場
で
は
、
本
判
決
が
示
し
た
違
法
性
判
断
の
基
準
な
い
し
枠
組
み
を
指
針
と
し
て
判
断
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

・
本
判
決
は
、
具
体
的
な
あ
て
は
め
の
段
階
で
は
、
諸
事
情
を
「
多
角
的
な
観
点
か
ら
検
討
」
、
「
総
合
的
に
考
慮
」
す
べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も

、
こ
の
よ
う
な
最
終
的
な
考
え
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
し
ま
う
と
、
感
覚
論
に
な
り
か
ね
な
い
。
ど
う
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
不
当
寄
附
勧
誘
の
違
法
性
を
整
理

し
て
い
く
の
か
、
に
つ
い
て
は
下
級
審
の
裁
判
官
が
こ
れ
か
ら
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

イ
不
当
寄

附
勧
誘
防
止
法
と
の
関
係
に

つ
い
て

(ア
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
の
 1

 号
か
ら
 4

 号
ま
で
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
裁
判
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
は
裁
判
例
と
し
て
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
り
、
実
際
の
行
為
と
し
て
は
考
え
ら
れ
う
る
類
型
で
あ
る
。
類
型
設
定
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
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と
思
わ
れ
る
。

(イ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 6

 条
、

7 
条
及
び
 8

 条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
今
後
 2

 年
く
ら
い
経
て
ば
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 8

 条
に
関
す
る
寄
附
の
意
思
表
示
の
取
消
し
を
判
断
し
た
裁
判
例
も
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

・
他
方
、
同
法
 

6 
条
及
び
 

7 
条
は
要
件
が
厳
し
い
の
で
、
今
後
も
事
例
の
蓄
積
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
に
は
、
も
う
少
し
こ
れ
ら
の
要
件
を
緩
和
し
た
規
定
に

し
て
も
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
同
法
 7

 条
で
は
、
勧
告
、
措
置
命
令
、
公
表
の
ほ
か
、

1 
項
で
報
告
徴
求
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
報
告
徴

求
に
つ
い
て
は
適
用
範
囲
を
広
め
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

(ウ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 1

0 
条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

10
 条

は
、
扶
養
義
務
等
に
係
る
定
期
金
債
権
を
保
全
す
る
た
め
の
債
権
者
代
位
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
確
定
期
限
の
到
来
は
必
要
な
い
も
の

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
債
権
者
代
位
の
被
保
全
債
権
は
具
体
的
な
権
利
内
容
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
扶
養
義
務

等
に
係
る
定
期
金
債
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
家
事
審
判
等
に
よ
り
そ
の
具
体
的
な
権
利
内
容
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
ま
で
例
外
を
設
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
弁
済
期
に
関
す
る
例
外
を
設
け
た
も
の
と
整
理
す
べ
き
で
あ
る
。

(2
)

内
田
貴
名
誉
教
授

ア
論
点
整

理
表
・
裁
判
例
一

覧
表
の
内
容
に
つ
い
て

・
論
点
整
理
表
・
裁
判
例
一
覧
表
を
拝
見
し
た
が
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
が
、
従
前
の
寄
附
勧
誘
の
裁
判
例
に
影
響
が
与
え
た
か
ど
う
か
又
は
与
え
る
か
ど
う
か
は
ま
だ

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

・
寄
附
の
勧
誘
行
為
が
違
法
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
が
単
な
る
取
引
行
為
で
あ
っ
た
の
か
、
一
般
的
な
寄
附
で
あ
っ
た
の
か
、
寄
附
の
中
で
も
宗
教
団
体
へ
の
寄
附
で

あ
っ
た
の
か
そ
れ
以
外
の
団
体
へ
の
寄
附
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
諸
事
情
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
裁
判
例
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
。

・
本
件
調
査
は
、
今
後
も
裁
判
例
が
蓄
積
し
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
た
め
の
基
礎
を
つ
く
る
と
い
う
点
で
有
益
で
あ
る
。
今
回
の
論
点
整
理
表
や
裁
判
例

一
覧
表
は
、
過
去
の
裁
判
例
を
も
と
に
整
理
し
た
論
点
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
を
適
用
し
た
裁
判
例
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
追
加
的
に
論
点
を
整
理
し
て
い
く
と
有
益
な
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

・
裁
判
例
一
覧
表
で
は
団
体
名
が
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
伏
せ
字
で
の
整
理
で
よ
い
か
と
い
う
点
は
疑
問
で
あ
る
。
過
去
の
裁
判
例
に
つ
い
て
も
、
同
じ
宗
教
団
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体
が
ど
の
事
件
で
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
の
か
、
何
件
登
場
す
る
の
か
、
と
い
う
の
が
現
在
の
裁
判
例
一
覧
表
や
論
点
整
理
表
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
憲
法
で
は
裁

判
の
公
開
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
裁
判
例
一
覧
表
や
論
点
整
理
表
に
お
い
て
、
そ
こ
を
隠
す
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
民
事
判
決
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
の
法
案
が
今
国
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
、
個
人
名
は
隠
す
が
団
体
名
は
隠
さ
な
い
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
よ
う

な
国
が
行
な
う
調
査
業
務
に
お
い
て
は
、
個
人
的
に
は
、
宗
教
名
や
宗
派
、
団
体
名
を
隠
す
必
要
は
な
い
と
思
う
。

イ
令

和
 

6 
年
 7

 月
 1

1 
日

の
最

高
裁
判
決
に
つ
い
て

・
令
和
 6

 年
 7

 月
 1

1 
日
の
最
高
裁
判
決
（
以
下
「
本
判
決
」
と
い
う
。
）
は
、
最
高
裁
判
所
が
判
断
基
準
を
示
し
て
第
 1

 審
、
第
 2

 審
の
判
断
を
覆
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
合
い
は
大
き
く
、
今
後
は
本
判
決
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
不
当
寄
附
勧
誘
の
違
法
性
が
判
断
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
慎
重
に
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。

・
ま
ず
、
本
判
決
の
射
程
は
特
に
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
特
定
の
宗
教
団
体
に
関
す
る
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
断
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ

れ
る
。
本
判
決
の
第
 

1 
審
及
び
第
 

2 
審
で
は
行
為
そ
の
も
の
に
着
目
し
て
い
た
が
、
も
し
、
そ
れ
を
覆
し
た
最
高
裁
の
寄
附
勧
誘
の
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
、
行

為
主
体
の
「
い
か
が
わ
し
さ
」
と
い
う
要
素
が
入
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
危
う
さ
を
感
じ
る
。
今
回
の
団
体
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
般
論
と
し
て
、
と
り
わ
け
宗
教
団

体
の
「
い
か
が
わ
し
さ
」
は
歴
史
的
に
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
判
決
の
射
程
は
慎
重
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
ま
た
、
宗
教
団
体
で
は
な
い
団
体
へ
の
寄
附
、
例
え
ば
、
大
学
法
人
な
ど
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
考
慮
要
素
や
判
断
が
変
わ
り
得
る
の
か
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
適
用

さ
れ
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
裁
判
例
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

ウ
不
当
寄

附
勧
誘
防
止
法
と
の
関
係
に

つ
い
て

(ア
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
の
禁
止
行
為
は
、
消
費
者
契
約
法
に
な
ら
っ
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
困
惑
」
で
あ
る
が
、
「
困
惑
」
を
認

定
で
き
る
事
案
が
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
宗
教
団
体
の
場
合
に
は
と
て
も
微
妙
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
寄
附
の
時
点
で
は
、
本
人

は
寄
附
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
困
惑
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
判
決
で
は
、
不
起
訴
合
意
を
公
序
良
俗
違
反

と
し
て
い
る
が
、
同
判
決
で
も
、
合
意
時
点
の
「
困
惑
」
を
認
定
で
き
る
か
と
い
わ
れ
る
と
か
な
り
微
妙
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
判
決
の
第
 1

 審
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及
び
第
 2

 審
の
よ
う
に
、
「
困
惑
」
は
認
定
で
き
な
い
と
す
る
方
が
通
常
の
事
実
認
定
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
や
同
法
 8

 条
が
適
用
さ

れ
る
場
面
は
か
な
り
限
定
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
は
、
同
法
 7

 条
の
行
政
介
入
の
根
拠
と
な
っ
て
お
り

、
行
政
介
入
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
意
味
が
あ
る
規
定
で
あ
る
。

・
論
点
整
理
表
に
よ
れ
ば
、
特
に
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
 6

 号
の
類
型
に
、
関
連
す
る
裁
判
例
が
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
法
 4

 条
 6

 号
に

つ
い
て
は
消
費
者
契
約
で
問
題
と
な
っ
た
の
で
事
例
が
あ
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
霊
感
商
法
の
寄
附
の
場
面
で
は
、

6 
号
が
問
題
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
論
点
整
理
表
を
拝
見
す
る
限
り
、

6 
号
の
有
用
性
は
認
め
ら
れ
る
。

・
同
法
 4

 条
と
関
連
す
る
が
、
論
点
整
理
表
で
使
用
者
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
で
は
、
勧
誘
行
為
者
に
故
意
に
よ
る
不
法
行
為
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
使
用

者
責
任
が
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
教
団
体
の
寄
附
勧
誘
の
場
面
に
お
い
て
は
、
勧
誘
行
為
者
は
、
純
粋
に
信
仰
心
か
ら
活
動
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、
既
存
の
使
用
者
責
任
の
要
件
を
適
用
し
て
使
用
者
の
不
法
行
為
責
任
が
問
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

(イ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
の
配
慮
義
務
の
規
定
は
、
非
常
に
広
汎
で
あ
り
、
一
般
的
な
道
義
的
義
務
と
し
て
は
も
っ
と
も
だ
が
、
法
的
義
務
と
し
て
は
、
逐
条
解
説
で

も
、
「
本
条
が
規
定
す
る
配
慮
義
務
も
考
慮
し
て
法
人
等
が
信
義
則
上
の
注
意
義
務
を
負
う
と
し
て
、
注
意
義
務
違
反
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
得
る
」
と
し
て
、
信
義
則
を
か
ま
せ
て
い
る
。
配
慮
義
務
違
反
が
信
義
則
に
反
す
る
ほ
ど
重
大
な
場
合
に
不
法
行
為
責
任
が
生
ず
る
、
と
い
う
意
味
で
民
事
法
的
効
果

が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
判
決
で
も
、
同
条
が
規
定
す
る
よ
う
な
事
項
を
考
慮
し
て
不
法
行
為
を
認
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
も
っ
と
も
、
同
条
の
主
体
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
寄
附
を
募
る
団
体
は
様
々
で
あ
り
、
団
体
と
し
て
は
極
め
て
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
理

解
し
て
い
る
。
通
常
の
個
人
か
ら
高
額
な
寄
附
を
受
け
る
場
合
に
、
ど
う
し
た
ら
配
慮
義
務
を
充
た
す
こ
と
に
な
る
の
か
、
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。
こ
の
規
定
が
濫
用

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

・
一
般
に
、
寄
附
の
金
額
の
大
き
さ
は
、
そ
の
寄
附
に
対
す
る
寄
附
者
の
思
い
の
強
さ
（
信
仰
心
等
）
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
に
お
け
る
寄
附
の

場
面
で
も
、
勧
誘
行
為
者
自
身
も
そ
の
寄
附
が
崇
高
な
信
仰
心
の
表
れ
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
は
そ
も
そ
も
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
認
識
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

3 
条
の
配
慮
義
務
の
主
体
は
信
者
で
は
な
く
法
人
等
で
あ
る
が
、
個
々
の
勧
誘
行
為
者
に
つ
い
て
配
慮
義
務
違
反
を
主
観
的

に
認
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
り
う
る
。
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・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
同
法
 3

 条
に
お
い
て
も
、
同
法
 6

 条
に
よ
り
行
政
介
入
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
意
味
が
あ
る
規
定
で
あ

る
。

(ウ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 5

 条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 5

 条
は
、
寄
附
の
前
提
と
し
て
借
金
や
不
動
産
の
売
却
等
を
要
求
す
る
こ
と
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
寄
附
の
原
資
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す

る
か
は
、
本
来
は
、
そ
の
人
の
自
由
で
あ
る
べ
き
も
の
の
は
ず
で
、
そ
れ
を
規
制
す
る
の
は
「
余
計
な
お
せ
っ
か
い
」
と
も
い
え
る
。
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、

カ
ル
ト
的
な
団
体
が
行
っ
た
等
の
前
提
が
な
け
れ
ば
正
当
化
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(エ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 1

0 
条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

10
 条

に
つ
い
て
は
、
家
事
審
判
に
お
い
て
権
利
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
有
効
に
機
能
し
な
い
の

で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
債
権
者
代
位
権
を
使
う
と
、
返
還
請
求
権
が
被
保
全
債
権
の
額
に
制
約
さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
不
動
産
の
寄
附

を
取
り
消
す
と
、
被
保
全
債
権
が
少
額
で
あ
っ
て
も
不
動
産
取
引
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
、
効
果
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
同
法
 1

0 
条
の
「
寄
附

」
は
「
金
銭
の
給
付
を
内
容
と
す
る
も
の
に
限
る
」
と
限
定
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

・
し
か
し
、
家
族
を
救
済
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
制
度
設
計
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
直
接
請
求
権
の
規
定
を
お
け

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
将
来
の
扶
養
義
務
等
に
係
る
請
求
権
を
保
全
す
る
た
め
、
寄
附
の
全
て
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
本
人
が
再
度
寄
附
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
対
処
で
き
る
と
い
っ
た
内
容
の
規
定
を
個
別
に
設
け
る
こ
と
が
、
救
済
の
趣
旨
に
は
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
法
 

10
条
は
、
も
と

も
と
合
理
性
に
疑
義
が
生
じ
て
い
た
債
権
者
代
位
権
制
度
に
引
き
ず
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
。

・
現
状
の
同
法
 
10

 条
の
規
定
を
前
提
に
し
た
場
合
に
は
、
将
来
、
成
人
す
る
ま
で
の
扶
養
義
務
に
係
る
債
権
を
現
在
の
価
値
に
引
き
直
し
て
計
算
す
る
の
か
、
取
引
自

体
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
明
確
で
あ
る
。
本
条
の
制
度
目
的
に
即
し
た
制
度
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

エ
今
後
に

つ
い
て

・
全
体
を
通
し
て
、
本
人
が
本
当
に
自
分
の
意
思
で
寄
附
を
し
て
い
た
ら
、
そ
の
勧
誘
行
為
を
不
法
行
為
と
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
の
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裁
判
例
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
事
例
が
そ
う
頻
発
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
分
析
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
 2

 年
で
見
直

し
と
い
う
の
は
早
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
。
個
人
的
に
は
 1

0 
年
程
度
の
間
隔
で
、
実
際
に
出
て
き
た
裁
判
例
を
対
象
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
最
大
の
意
義
は
、
行
政
介
入
の
根
拠
を
作
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
行
政
事
例
が
あ
る
こ
と
で
裁
判
例
に
は
表
れ
な
い
隠
れ
た
事
例

が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
運
用
を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(3
)

林
眞
琴
弁
護
士

ア
令

和
 

6 
年
 7

 月
 1

1 
日

最
高

裁
判
決
に
つ
い
て

・
宗
教
団
体
の
献
金
に
つ
い
て
は
様
々
な
下
級
審
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
告
受
理
申
立
て
が
な
さ
れ
た
も
の
も
相
応
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
令
和
 

6

年
 7

 月
 1

1 
日
の
最
高
裁
判
決
（
以
下
「
本
判
決
」
と
い
う
。
）
ま
で
上
告
が
受
理
さ
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

・
本
判
決
の
原
審
の
判
決
日
で
あ
る
令
和
 4

 年
 7

 月
 7

 日
だ
が
、
同
日
は
、
安
倍
元
首
相
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
発
生
日
の
前
日
で
あ
る
。
原
審
判
決
に
対
す
る
上
告
受
理

申
立
て
を
受
け
て
審
理
し
て
い
た
期
間
は
、
報
道
で
統
一
協
会
の
問
題
性
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
本
判
決
は
、
事
案
の
内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
事
案

と
同
様
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
告
受
理
さ
れ
た
の
は
、
上
記
事
件
後
の
宗
教
団
体
に
対
す
る
問
題
意
識
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
に

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
本
判
決
で
は
、
宗
教
団
体
へ
の
献
金
に
つ
い
て
、
「
寄
附
者
の
出
捐
の
下
に
宗
教
団
体
が
一
方
的
に
利
益
を
得
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る

。
ま
た
、
「
寄
附
者
が
当
該
宗
教
団
体
か
ら
受
け
て
い
る
心
理
的
な
影
響
の
内
容
や
程
度
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
勧
誘
の
態
様
や
献
金
の
額
等
の
事
情
に

よ
っ
て
は
、
寄
附
者
の
自
由
な
意
思
決
定
が
阻
害
さ
れ
た
状
態
で
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
る
結
果
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
教
団
体
等
の
勧
誘
行
為
に
あ
た
っ
て
は
、
「
害
悪
を
告
知
し
て
寄
附
者
の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
」
の
み
な
ら
ず
、
「
寄
附
者
の
自
由
な
意
思
を
抑
圧
し
、
寄
附
者
が
献
金
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
」
（
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
 1

 号
参
照
）
や
「
献
金
に
よ
り
寄
附
者
又
は
そ
の
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
の
生
活
の
維

持
を
困
難
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
（
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
 2

 号
参
照
）
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る
よ
う
に
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
条

文
を
引
用
す
る
か
た
ち
で
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
献
金
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
害
悪
の
告
知
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
要
素
に
よ
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っ
て
自
由
な
意
思
の
抑
圧
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
社
会
的
相
当
性
は
逸
脱
し
う
る
こ
と
を
想
定
し
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
そ
の
上
で
、
本
判
決
の
判
断
基
準
は
、
勧
誘
の
在
り
方
と
し
て
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
「
勧
誘
に
用
い

ら
れ
た
言
辞
や
勧
誘
の
態
様
の
み
な
ら
ず
、
寄
附
者
の
属
性
、
家
庭
環
境
、
入
信
の
経
緯
及
び
そ
の
後
の
宗
教
団
体
と
の
関
わ
り
方
、
献
金
の
経
緯
、
目
的
、
額
及
び
原

資
、
寄
附
者
又
は
そ
の
配
偶
者
等
の
資
産
や
生
活
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

・
こ
の
「
勧
誘
に
用
い
ら
れ
た
言
辞
や
勧
誘
の
態
様
の
み
な
ら
ず
」
と
い
う
の
は
、
勧
誘
の
言
辞
態
様
が
そ
れ
ほ
ど
違
法
性
の
あ
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
関
わ
り

や
社
会
生
活
状
況
に
よ
っ
て
は
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
明
示
し
た
点
で
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
級
審
で
は
、
勧
誘
の
文
言

や
態
様
に
不
当
性
を
見
出
し
て
違
法
性
を
認
め
る
と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
判
決
は
、
勧
誘
文
言
や
態
様
の
不
当
性
が
弱
い
だ
け
で
は
違
法
性
を
否
定
し
な

い
こ
と
を
明
確
化
し
た
と
い
え
る
。

・
実
際
の
問
題
と
し
て
も
、
勧
誘
文
言
の
事
実
認
定
は
、
双
方
の
証
言
に
よ
る
こ
と
が
通
常
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
実
務
上
、
過
去
の
具
体
的
な
言
動
に
つ
い
て
の
事
実

認
定
が
困
難
な
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
判
決
に
よ
っ
て
、
勧
誘
行
為
の
違
法
性
が
認
容
さ
れ
る
範
囲
が
実
質
的
に
拡
張
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
。

・
過
去
の
裁
判
例
で
は
、
勧
誘
行
為
に
対
す
る
不
法
行
為
の
請
求
が
否
定
さ
れ
た
も
の
、
一
部
し
か
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
本
判
決
が

示
し
た
考
え
方
に
基
づ
く
認
定
・
評
価
に
よ
れ
ば
、
認
容
さ
れ
た
も
の
、
一
部
認
容
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

・
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
判
決
は
、
令
和
 4

 年
 7

 月
 7

 日
の
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
を
契
機
と
し
て
、
上
告
を
受
理
し
、
宗
教
団
体
に
よ
る
勧
誘
行
為
の
違
法
性
に
つ

い
て
の
判
断
基
準
を
明
確
化
し
、
不
法
行
為
の
違
法
性
を
実
質
的
に
拡
張
し
た
と
い
う
点
で
意
義
は
大
き
い
。

・
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
条
文
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
不
法
行
為
の
成
否
は
、
そ
も
そ
も
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
個
別
具
体
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
宗
教
団
体
に
よ
る
不
当
寄
附
勧
誘
と
い
う
形
態
の
判
断
に
お
い
て
は
、
本
判
決
は
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
い
う
点
で
あ

る
。

・
た
と
え
ば
、
本
判
決
は
、
寄
附
者
の
出
捐
の
下
に
宗
教
団
体
が
一
方
的
に
利
益
を
得
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
利
益
の
片
面
性
）
と
寄
附
者
が
当
該
宗
教
団

体
か
ら
受
け
て
い
る
心
理
的
な
影
響
の
内
容
や
程
度
は
様
々
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
着
目
し
て
、
理
由
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
着
目
点
か
ら
し
て
も
、
本
判
決
は

、
あ
く
ま
で
宗
教
団
体
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
基
準
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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イ
不
当
寄

附
勧
誘
防
止
法
と
の
関
係
に

つ
い
て

(ア
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
、

4 
条
、

8 
条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
本
判
決
が
出
た
背
景
に
は
、
宗
教
団
体
の
献
金
獲
得
手
法
に
つ
い
て
の
社
会
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
 1

 号
や
 2

 号
は
本
判
決
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
方
だ
け
の
配
慮
義
務
違
反
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
不
法
行
為
上
の
違
法
を
認
め
得
る
関
係
性
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

・
本
判
決
は
、
本
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
寄
附
勧
誘
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
は
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
は
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
の
中
で
あ
え
て
不

当
寄
附
勧
誘
防
止
法
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
判
決
に
お
い
て
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
が
寄
附
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
認
め
る
範
囲
の
拡
張
を
事
実
上

後
押
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

・
本
判
決
は
、
寄
附
を
行
っ
た
側
が
一
方
的
に
利
益
を
生
む
と
い
う
片
面
性
と
心
理
的
な
影
響
の
 2

 点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
状
の
禁
止

行
為
（
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 4

 条
）
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
は
宗
教
団
体
と
し
て
は
謙
抑
的
す
ぎ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
、
不

当
寄
附
勧
誘
防
止
法
は
、
宗
教
団
体
だ
け
で
は
な
く
法
人
一
般
が
対
象
に
な
る
た
め
、
禁
止
行
為
を
類
型
的
に
拡
張
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府

に
お
い
て
、
宗
教
団
体
の
寄
附
の
特
殊
性
に
鑑
み
て
更
な
る
規
制
が
必
要
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
団
体
に
つ
い
て
禁
止
行
為
を
拡
張
す
る
立
法
の
方
向
性
に
な
る
と

思
う
。

・
そ
の
ほ
か
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 3

 条
、

4 
条
、

8 
条
に
つ
い
て
、
追
加
の
意
見
は
な
い
。

(イ
)
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 1

0 
条
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

10
 条

に
つ
い
て
、
債
権
者
代
位
に
お
い
て
、
家
事
審
判
法
で
定
期
金
債
権
が
確
定
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
不
当
寄
附
勧
誘

防
止
法
は
、
債
権
者
代
位
の
規
定
を
無
制
限
に
広
げ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

ウ
刑
事
の
視
点
に
つ
い
て
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・
宗
教
団
体
に
対
し
て
刑
事
罰
を
科
す
犯
罪
に
つ
い
て
捜
査
を
し
て
起
訴
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
教
の
自
由
な
ど
の
関
係
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
に
お
い
て
も
、
刑
事
罰
を
科
す
と
い
う
観
点
で
は
本
判
決
に
よ
る
法
律
的
な
意
味
で
の
影
響
は
な
い
と
思
う
。
刑
事
は
、
害
悪
の
告
知
の
よ
う
な

外
形
的
な
も
の
が
構
成
要
件
で
あ
る
た
め
、
害
悪
の
告
知
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
判
断
は
、
刑
事
罰
で
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。

・
も
っ
と
も
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
刑
事
罰
を
科
す
必
要
は
全
く
な
い
。
刑
事
の
出
発
点
は
謙
抑
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
違
法
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
行
為
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
法
律
が
な
い
た
め
に
摘
発
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
拡
張
や
新
た
な
法

律
の
立
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
既
存
の
刑
事
罰
の
中
で
対
応
で
き
て
お
り
、
新
た
な
刑
事
罰
を
立
法
し
な
い
と
抑
え
込
め
な
い
と
い
う
寄
附
勧
誘

の
事
情
・
事
例
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
判
決
が
出
た
こ
と
で
民
法
上
の
不
法
行
為
の
違
法
性
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
も
の
の
、
あ
え

て
刑
事
罰
を
拡
張
・
新
設
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

・
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
 

16
 条

に
定
め
る
罰
則
で
は
、
間
接
罰
し
か
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
、
新
た
に
直
罰
規
定
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
配
慮
義

務
の
内
容
は
認
定
が
難
し
い
た
め
、
捜
査
機
関
が
全
く
機
能
し
な
い
と
思
う
。

・
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
不
当
寄
附
勧
誘
防
止
法
の
規
定
内
容
は
適
切
で
あ
る
と
思
う
。
現
状
の
規
定
内
容
か
ら
追
加
で
直
罰
規
定
を
増
や
す
と
い
う
の
は
、
一
見
、
厳

格
化
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
は
捜
査
機
関
が
機
能
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
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  第１_調査状況    
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１_調査の件名                           

  不当寄附勧誘防⽌法の施⾏及び寄附勧誘に関する意識調査 

２_調査の⽬的                           

法⼈等による寄附の不当な勧誘の防⽌等に関する法律（令和４年法律 105 号。以下「不当寄
附勧誘防⽌法」という。）については、令和５年１⽉５⽇に⼀部の規定を除いて施⾏され、同年
６⽉１⽇には全ての規定が施⾏されたところ、その附則第５条においては、「政府は、この法律
の施⾏後⼆年を⽬途として、この法律の規定の施⾏の状況及び経済社会情勢の変化を勘案し、
この法律の規定について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。」と
規定されていることから、消費者庁において、これに対応するとともに、今後の推進の在り⽅
や課題の検討に資するため、基本的な情報を得ることを⽬的とする。 

 

３_調査の⽅法                           
■ 調査対象：株式会社ネオマーケティングの全国モニターについて、国勢調査結果（令和

２年）に基づく⼈⼝構成⽐を勘案しつつ、次の区分に該当する者を調査の対
象（割付け）とした。 

  

（注）年齢は、調査への回答時点のものである。 

 

年齢・性別区分 
18〜29 歳 男⼥ 30〜39 歳 男⼥ 40〜49 歳 男⼥ 50〜59 歳 男⼥ 
60〜69 歳 男⼥ 70〜79 歳 男⼥ 80 歳以上 男⼥  

居住地⽅区分 当該区分に含まれる都道府県 
北海道 北海道 
東北 ⻘森県、岩⼿県、宮城県、秋⽥県、⼭形県、福島県 
北関東・甲信 茨城県、栃⽊県、群⾺県、⼭梨県、⻑野県 
南関東 埼⽟県、千葉県、東京都、神奈川県 
北陸 新潟県、富⼭県、⽯川県、福井県 
東海 岐⾩県、静岡県、愛知県、三重県 
近畿 滋賀県、京都府、⼤阪府、兵庫県、奈良県、和歌⼭県 
中国 ⿃取県、島根県、岡⼭県、広島県、⼭⼝県 
四国 徳島県、⾹川県、愛媛県、⾼知県 
九州・沖縄 福岡県、佐賀県、⻑崎県、熊本県、⼤分県、宮崎県、⿅児島県、沖縄県 
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■ 調査の実施⽅法：インターネットによる Web 調査（「調査票」は 85 ページ以降参照。） 
■ 調査の実施期間：令和６年 12 ⽉ 16 ⽇から同⽉ 19 ⽇までの間 
■ 調査の委託者：消費者庁 
■ 調査の受託者：株式会社ネオマーケティング（東京都渋⾕区南平台町 16-25 養命酒ビル   

11F） 

４_回答者数                            
5,000 ⼈（有効回答者数） 

 
調査品質向上のため、次の品質管理ルールをクリアした回答者に限り有効としている。 

■ FA チェック 
単⼀⽂字列の 5 回以上繰り返し（例：AAAAA）、スペースだけ、単語⼀⽂字、があった
場合にフラグを⽴て削除処理。 

■ 回答時間チェック 
回答時間を算出し、上位１％（⻑時間）、下位１％（短時間）のサンプルに、フラグを
⽴て削除処理。 

■ 性別、年齢、居住地チェック 
回答された性別、年齢、居住地について、あらかじめ確認・登録の個⼈情報と異なる
場合にフラグを⽴て削除処理。 

■ ダミー設問によるチェック 
設問を⽬にすることなく回答するような不適切な結果を排除するため、下記ダミー設
問に正答していない場合にフラグを⽴て削除処理。 
 

  「次の選択肢の中から『ヨーロッパ』の国を選んでください。」 
（選択肢：アメリカ、⽇本、インド、イギリス） 
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５_設問概要と回答対象者                      

 

Q１

１_不当寄附勧誘防止法の認知状況

Q３_１

３_社会情勢の変化についての意識（その①）

Q３_２

４_社会情勢の変化についての意識（その②）

Q４_１、Q４_２　

５_寄附の勧誘を受けた経験（少額寄附）
６_寄附の勧誘を受けた経験（相当額寄附）

Q９

15_寄附との接点や関わりの程度（本人）

（６ページへ続く）

「４」を選択

右記分岐のいずれにも

該当しない場合

【
凡
例
】

上段：調査票における設問番号

下段：本報告書「調査結果」における項番と項目

（設問の回答対象者）
　青塗り設問：全員 
　緑塗り設問：直近の設問の回答選択肢のうち特定の回答を選択した者
　黄塗り設問：全員（ただし、記述は任意。）
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Ｑ４_１で「２」、「３」

のいずれかを選択

「１」～「３」のいずれかを選択

Ｑ４_２で「３」を選択

Ｑ４_２で「２」を選択

Q２

２_不当寄附勧誘防止法の内容や目的の認
識状況

【
参
考

回
答
選
択
肢
】

Ｑ１（不当寄附勧誘防止法の認知状況）

　１　この法律名は聞いたことがあり、また、この法律の施行日（実施日）も聞いたことがあった 
　２　この法律名は聞いたことがあったが、この法律の施行日（実施日）は知らなかった 
　３　この法律名を聞いたことはなかったが、寄附の勧誘に関する法律が作られたことは知っていた 
　４　この法律名を聞いたことはなく、寄附の勧誘に関する法律が作られたことも知らなかった 

Ｑ４_１、Ｑ４_２（寄附の勧誘を受けた経験（少額寄附・相当額寄附））

　１　寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない 
　２　勧誘を受けて、寄附をしたことがある 
　３　寄附したことはないが、勧誘を受けたことがある 
　４　勧誘を受けたことはなく、寄附したこともない 

Q５_１、Q５_２

７_勧誘を受けて行った相当額寄附
の総額
８_勧誘を受けて行った相当額寄附
の１回当たりの最高額

Q６_１

９_勧誘を受けて行った相当額寄附
の寄附先の法人

Q６_２

10_勧誘を受けて行った相当額寄
附の寄附時期

Q７_１

11_寄附の勧誘方法（少額寄附）

Q８_１

13_寄附の勧誘に関する印象
（少額寄附）

Q７_２

12_寄附の勧誘方法（相当額寄附）

Q８_２

14_寄附の勧誘に関する印象
（相当額寄附）
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（４ページからの続き）

Q10_１

16_悪質な寄附勧誘被害の聞知状況

Q10_２

17_寄附との接点や関わりの程度（家族や知人等）

Q11_１～Q11_４

18_不当寄附勧誘防止法の社会的必要性
19_不当寄附勧誘防止法の社会的影響（その①）
20_不当寄附勧誘防止法の社会的影響（その②）
21_不当寄附勧誘防止法の効果・抑止力（その①）

Q12

22_不当寄附勧誘防止法の効果・抑止力（その②）

Q13

23_悪質な寄附勧誘への対処（その①）

Q14

24_悪質な寄附勧誘への対処（その②）

Q15_１～Q15_３

25_消費者庁における不当寄附勧誘防止法の運用（その①）
26_消費者庁における不当寄附勧誘防止法の運用（その②）
27_消費者庁における不当寄附勧誘防止法の運用（その③）

Q16

28_不当寄附勧誘防止法や寄附の勧誘についての意見
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６_調査で⽤いた⽤語の定義・意味                     
■ 法⼈ 

「法⼈」とは、あらゆる法⼈をいうほか、法⼈ではない団体も含むものとします。 
■ 寄附 

「寄附」とは、法⼈に対し、あなたの財産を無償で贈り（譲り渡す）、⼜はその約束（契
約）をすることをいいます（法⼈活動を⽀援する⽬的の献⾦・被災者⽀援の義援⾦なども
含む。）。 
 
（「財産」に当たるものの例） 
・⾦銭（お⾦） 
・物品、不動産、有価証券 
・キャッシュレス決済（電⼦マネーやＱR コード決済によるものを含む。） 
 
（「寄附」から除くもの⼜は「寄附」に当たらないものの例） 
・ふるさと納税 
・法⼈ではなく個⼈（純然たる個⼈をいい、組織活動の⼀員に当たる⽅はここでの「個 

⼈」に該当しない。）に対し、あなたの財産を贈る（譲り渡す）もの。 
・無償ではなく、何かしら⾒返り（例：物品やサービスの提供）を受けることを前提と 

するもの。 
 

■ 少額寄附 
「少額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、⼀回当たりの⾦額が 300 円未

満の寄附をいいます。（⾦銭（お⾦）ではない場合は、⾦銭に換算しておおむね 300 円未
満となるものは、「少額寄附」とする。） 
 
（「少額寄附」に当たるものの例） 
・お賽銭（300 円未満） 
・いわゆる⾚い⽻根募⾦、緑の⽻根募⾦、⻘い⽻根募⾦など（300 円未満） 
・その他 300 円未満の寄附全て 
 

■ 相当額寄附 
「相当額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、「少額寄附」を除く全ての寄

附をいいます。（⾦銭（お⾦）ではない場合は、⾦銭に換算しておおむね 300 円以上とな
るものは、「相当額寄附」とする。） 
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■ 勧誘 

「勧誘」とは、勧めて誘うことをいいます。そして、寄附の勧誘の場合には、寄附する
ことについて、あなたの意思に直接影響を与える働き掛けの⼀切をいい、例えば、あなた
の⾯前での⾔動による⽅法はもちろん、チラシの配布やインターネットによる⽅法も「勧
誘」に当たるものとします。 
 

■ 不当な寄附勧誘 
「不当な寄附（の）勧誘」とは、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘をいい、具体的に

は、寄附の勧誘について、広報ポスター（次ページ）に掲げるとおり、 
（１）禁⽌されている⾏為をして寄附の勧誘を受ける⽅を困惑させるもの 
⼜は 
（２）配慮すべき義務を⼗分に守っていないもの 
をいいます。 

ただし、広報ポスターのうち、「借⼊れ等による資⾦調達を要求」については、寄附の勧
誘を受ける⽅の困惑にかかわらず、不当な寄附勧誘に当たるものとします。 
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（参考）広報ポスター 

 
詳しくは、「法⼈等による寄附の不当な勧誘の防⽌等に関する法律」のウェブページへ。
（https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/donation_solicitation/） 
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７_回答率の計算                         
■ 「n」は当該設問の回答者数を表す。 
■ 回答率（％）は⼩数点第 2 位を四捨五⼊し、⼩数点第 1 位までを表⽰している。このため、

合計数値は必ずしも 100（％）とはならない場合がある。 
■ 設問の回答には、単⼀回答と複数回答がある。複数回答の設問は、回答率（％）の合計が

100（％）を超える場合がある。 
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第２_回答者の類型別状況  
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１_回答者の性別                                 

 
■ 性別について､「⼥性」は 2,583 ⼈（51.7％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同

じ。））、「男性」は 2,417 ⼈（48.3％）であった。 
 
 
 
【Ｆ１】あなたの性別をお答えください。 （単⼀回答） 
 

 
 

 

男性

48.3%
女性

51.7%

n=5,000
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全体 (5,000)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

年代別

48.3

51.1

51.0

50.6

50.0

49.1

45.8

37.8

46.4

50.1

49.2

49.1

48.5

49.0

47.2

47.5

47.7

46.8

51.7

48.9

49.0

49.4

50.0

50.9

54.2

62.2

53.6

49.9

50.8

50.9

51.5

51.0

52.8

52.5

52.3

53.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性
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２_回答者の年代                      
 
■ 回答者の年齢について年代別にまとめると、最も多いのは､「40〜49 歳」の 848 ⼈（17.0％

（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であった。 
「50〜59 歳」は 774 ⼈（15.5％）､「70〜79 歳」は 771 ⼈（15.4％）､「60〜69 歳」は
725 ⼈（14.5％）、「18〜29 歳」は 700 ⼈（14.0％）、「30〜39 歳」は 661 ⼈（13.2％）、
「80 歳以上」は 521 ⼈（10.4％）であった。 

 
 
 
【Ｆ２】あなたの年齢をお答えください。 

 

18～29歳

14.0%

30～39歳

13.2%

40～49歳

17.0%
50～59歳

15.5%

60～69歳

14.5%

70～79歳

15.4%

80歳以上

10.4%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

居住
地方別

14.0

14.8

13.2

12.3

11.7

12.8

15.8

12.3

14.2

14.5

13.0

11.4

13.2

13.2

13.9

12.5

12.3

12.0

12.5

14.5

12.3

13.5

12.7

12.3

11.4

13.2

17.0

17.7

16.2

16.1

15.5

16.7

18.1

16.2

17.2

17.0

16.2

16.1

16.0

15.5

16.0

15.0

15.2

15.2

15.4

16.2

14.7

15.7

15.6

14.4

14.1

14.6

14.5

14.7

14.3

16.1

17.2

15.6

12.7

15.7

14.2

13.8

15.1

16.1

16.4

15.4

14.6

16.2

16.1

20.1

15.9

13.7

16.7

15.0

15.8

16.5

17.4

15.0

10.4

8.2

12.5

11.8

8.5

11.2

9.0

12.3

10.2

10.6

12.3

13.4

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上
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３_回答者の居住地⽅                    
 
■ 居住地⽅について最も多いのは､「東京都」の 609 ⼈（12.2％（当該設問の回答者全体に対す

る割合。以下同じ。））であった。 
「⼤阪府」は 366 ⼈（7.3％）､「神奈川県」は 358 ⼈（7.2％）､「愛知県」は 312 ⼈（6.2％）
であった。 

 
 
 
【Ｆ３】あなたのお住まいの地域をお答えください。 （単⼀回答） 

 

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

4.2

0.9

1.0

2.3

0.9

0.7

1.1

2.8

1.5

1.4

6.1

4.0

12.2

7.2

1.7

0.8

0.8

0.7

0.1

1.8

1.7

2.5

6.2

1.3

0% 10% 20%

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

0.8

2.1

7.3

4.3

1.2

0.4

0.5

0.4

1.6

2.1

1.1

0.7

0.8

1.1

0.4

5.4

0.6

0.9

1.2

0.8

0.6

0.9

0.8

0% 10% 20%

n=5,000  
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n=

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

全体 5,000 4.2 0.9 1.0 2.3 0.9 0.7 1.1 2.8 1.5 1.4 6.1 4.0 12.2 7.2 1.7 0.8 0.8 0.7 0.1 1.8 1.7 2.5 6.2 1.3 

男性 2,417 4.1 0.8 1.3 2.1 1.0 0.8 1.1 2.9 1.7 1.4 6.2 4.2 12.2 7.3 1.5 1.0 0.9 0.7 0.1 1.7 2.0 2.6 6.3 1.0 

女性 2,583 4.4 0.9 0.7 2.5 0.8 0.5 1.2 2.7 1.3 1.4 6.0 3.8 12.2 7.0 1.9 0.7 0.7 0.8 0.1 2.0 1.5 2.4 6.2 1.5 

18～29歳 700 3.7 0.9 0.4 2.1 0.1 1.0 1.1 2.7 1.0 1.3 6.9 4.1 15.4 6.7 1.7 0.9 0.4 0.6 0.6 1.4 1.0 3.3 6.4 1.1 

30～39歳 661 3.9 1.1 0.6 2.1 1.1 0.3 1.1 2.3 2.0 1.2 7.1 3.6 13.5 8.2 1.5 1.2 0.5 0.6 - 1.8 1.1 2.6 6.1 2.3 

40～49歳 848 4.0 0.9 1.5 1.9 0.6 0.2 1.1 3.4 1.2 1.9 6.4 3.5 14.0 7.4 1.5 0.6 0.9 0.8 - 1.1 2.1 2.2 6.1 1.4 

50～59歳 774 4.1 0.8 1.2 2.8 0.6 0.6 0.6 2.7 1.4 1.6 6.5 4.5 13.0 6.8 1.6 1.3 0.4 0.6 - 1.9 1.9 2.7 6.5 0.8 

60～69歳 725 4.7 0.6 1.1 2.1 1.9 0.8 1.7 2.5 2.1 1.5 5.0 3.7 10.3 6.8 2.3 1.0 0.6 0.6 - 2.2 2.8 1.5 6.2 1.0 

70～79歳 771 4.4 1.4 1.2 2.7 0.8 1.0 1.8 3.0 1.6 1.0 5.7 3.9 9.1 7.4 1.7 0.6 1.4 0.6 - 2.3 1.7 2.7 5.8 1.2 

80歳以上 521 4.8 0.2 1.0 2.1 1.2 0.8 0.4 2.9 1.5 1.5 5.2 4.6 9.0 6.7 1.9 0.2 1.3 1.3 - 2.3 1.3 2.1 6.7 1.3 

男性18～29歳 358 3.6 0.3 0.3 2.5 0.3 0.8 1.7 2.8 1.1 1.4 4.7 3.6 16.5 8.1 1.4 0.8 0.6 0.8 0.6 1.4 1.1 3.6 7.0 0.3 

男性30～39歳 337 3.9 1.5 0.9 1.8 0.9 0.3 0.9 2.4 2.7 0.9 7.1 4.2 12.8 8.6 1.2 1.8 0.3 0.6 - 1.5 1.2 3.0 6.2 1.8 

男性40～49歳 429 4.0 0.7 2.1 1.2 0.7 0.5 1.2 3.7 1.6 1.6 7.2 3.5 13.5 7.5 0.9 0.7 1.4 0.9 - 0.7 1.9 2.1 6.8 1.4 

男性50～59歳 387 3.9 1.0 1.3 2.8 - 1.3 0.3 2.1 1.8 1.8 8.0 4.7 13.2 5.9 1.3 1.0 0.8 0.8 - 2.1 2.8 2.8 6.2 0.3 

男性60～69歳 356 4.5 0.6 1.7 1.4 2.8 0.8 0.8 1.7 2.0 1.7 4.5 4.2 11.0 6.5 2.2 1.4 0.6 0.3 - 3.1 3.1 1.4 5.9 1.1 

男性70～79歳 353 4.2 1.1 1.1 1.7 0.8 1.4 2.0 4.2 1.4 0.8 6.5 3.4 8.2 8.2 2.3 0.6 0.8 0.8 - 1.7 2.0 3.1 5.9 0.6 

男性80歳以上 197 4.6 0.5 2.0 4.1 1.5 0.5 1.0 3.6 1.5 2.0 4.6 7.6 7.6 5.6 1.5 0.5 2.5 - - 1.0 2.0 1.5 5.6 2.0 

女性18～29歳 342 3.8 1.5 0.6 1.8 - 1.2 0.6 2.6 0.9 1.2 9.1 4.7 14.3 5.3 2.0 0.9 0.3 0.3 0.6 1.5 0.9 2.9 5.8 2.0 

女性30～39歳 324 4.0 0.6 0.3 2.5 1.2 0.3 1.2 2.2 1.2 1.5 7.1 3.1 14.2 7.7 1.9 0.6 0.6 0.6 - 2.2 0.9 2.2 5.9 2.8 

女性40～49歳 419 4.1 1.2 1.0 2.6 0.5 - 1.0 3.1 0.7 2.1 5.5 3.6 14.6 7.4 2.1 0.5 0.5 0.7 - 1.4 2.4 2.4 5.5 1.4 

女性50～59歳 387 4.4 0.5 1.0 2.8 1.3 - 1.0 3.4 1.0 1.3 4.9 4.4 12.9 7.8 1.8 1.6 - 0.5 - 1.8 1.0 2.6 6.7 1.3 

女性60～69歳 369 4.9 0.5 0.5 2.7 1.1 0.8 2.4 3.3 2.2 1.4 5.4 3.3 9.8 7.0 2.4 0.5 0.5 0.8 - 1.4 2.4 1.6 6.5 0.8 

女性70～79歳 418 4.5 1.7 1.2 3.6 0.7 0.7 1.7 1.9 1.7 1.2 5.0 4.3 9.8 6.7 1.2 0.7 1.9 0.5 - 2.9 1.4 2.4 5.7 1.7 

女性80歳以上 324 4.9 - 0.3 0.9 0.9 0.9 - 2.5 1.5 1.2 5.6 2.8 9.9 7.4 2.2 - 0.6 2.2 - 3.1 0.9 2.5 7.4 0.9 

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

4.2 

0.9 1.0 
2.3 

0.9 0.7 1.1 
2.8 

1.5 1.4 

6.1 
4.0 

12.2 

7.2 

1.7 0.8 0.8 0.7 0.1 
1.8 1.7 2.5 

6.2 

1.3 

0%

10%

20%
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n=

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全体 5,000 0.8 2.1 7.3 4.3 1.2 0.4 0.5 0.4 1.6 2.1 1.1 0.7 0.8 1.1 0.4 5.4 0.6 0.9 1.2 0.8 0.6 0.9 0.8 

男性 2,417 0.9 2.0 7.0 4.3 1.1 0.6 0.5 0.5 1.3 2.3 1.0 0.6 0.9 1.2 0.3 5.5 0.4 0.9 1.2 0.7 0.5 0.9 0.8 

女性 2,583 0.8 2.2 7.6 4.3 1.3 0.3 0.5 0.3 1.9 2.0 1.2 0.7 0.7 1.1 0.4 5.2 0.7 0.9 1.2 1.0 0.7 0.9 0.7 

18～29歳 700 1.3 1.4 7.3 4.7 1.3 0.9 0.4 0.1 1.9 2.4 0.4 0.7 0.7 1.0 - 3.7 0.3 0.7 1.1 0.7 0.4 1.9 1.6 

30～39歳 661 0.6 2.6 5.7 5.1 1.1 0.5 0.5 0.2 1.2 1.8 1.7 0.5 0.8 1.2 0.2 4.7 0.6 1.5 1.1 0.6 0.5 1.2 0.9 

40～49歳 848 0.8 2.1 8.6 3.2 1.3 0.2 0.5 0.7 1.5 1.5 1.2 0.7 0.9 0.7 0.5 5.5 0.7 0.5 1.1 0.7 0.7 0.7 0.6 

50～59歳 774 0.9 2.3 7.5 4.3 1.0 0.4 0.4 0.5 1.3 2.1 1.0 0.4 0.5 1.6 0.3 5.0 0.4 0.8 1.2 1.6 0.3 0.5 0.8 

60～69歳 725 1.0 1.9 6.3 4.7 1.1 0.4 0.7 0.3 2.1 2.2 0.7 1.0 1.1 0.8 0.4 5.8 0.6 1.2 1.2 0.8 0.8 1.1 1.0 

70～79歳 771 0.6 2.7 8.4 3.2 1.2 0.4 0.5 0.3 1.4 2.5 1.4 1.0 0.5 1.2 0.6 4.9 0.6 0.6 1.8 0.8 0.8 0.8 0.4 

80歳以上 521 0.6 1.3 6.7 6.0 1.5 0.4 0.4 0.6 1.7 2.7 1.3 0.4 1.2 1.7 0.6 8.6 0.8 1.2 0.8 0.6 0.4 0.2 - 

男性18～29歳 358 1.1 2.0 6.7 4.5 1.1 1.1 0.3 0.3 1.7 3.1 - 0.8 0.6 1.1 - 4.5 - 0.6 2.2 0.6 - 1.4 1.1 

男性30～39歳 337 0.6 2.4 5.9 4.7 0.9 0.6 0.3 0.3 1.2 2.1 1.5 - 0.6 1.8 0.3 4.7 0.3 1.8 0.6 0.9 0.6 0.9 0.9 

男性40～49歳 429 0.9 2.3 8.4 2.6 1.2 0.5 0.5 0.9 1.4 1.4 1.2 0.9 0.5 0.7 0.7 5.4 0.7 0.5 0.7 0.9 0.5 0.7 0.9 

男性50～59歳 387 1.0 2.1 6.7 4.9 0.8 0.5 0.5 1.0 0.5 2.3 0.8 0.3 0.8 1.6 - 5.7 0.5 0.3 1.3 1.0 0.3 0.5 0.5 

男性60～69歳 356 1.1 2.2 5.6 4.8 1.1 0.3 0.6 0.3 2.2 2.2 0.6 1.1 1.4 0.6 0.3 6.5 - 1.1 0.6 0.8 0.8 1.1 1.4 

男性70～79歳 353 0.6 1.7 9.1 3.1 1.1 0.8 0.6 0.3 0.8 2.5 2.0 0.6 0.8 1.4 0.6 4.8 0.8 0.8 2.0 - 0.8 1.1 0.3 

男性80歳以上 197 0.5 0.5 5.6 7.6 1.5 - 1.0 - 1.0 2.5 1.5 0.5 2.0 1.0 - 8.6 - 1.5 0.5 - - 0.5 - 

女性18～29歳 342 1.5 0.9 7.9 5.0 1.5 0.6 0.6 - 2.0 1.8 0.9 0.6 0.9 0.9 - 2.9 0.6 0.9 - 0.9 0.9 2.3 2.0 

女性30～39歳 324 0.6 2.8 5.6 5.6 1.2 0.3 0.6 - 1.2 1.5 1.9 0.9 0.9 0.6 - 4.6 0.9 1.2 1.5 0.3 0.3 1.5 0.9 

女性40～49歳 419 0.7 1.9 8.8 3.8 1.4 - 0.5 0.5 1.7 1.7 1.2 0.5 1.4 0.7 0.2 5.7 0.7 0.5 1.4 0.5 1.0 0.7 0.2 

女性50～59歳 387 0.8 2.6 8.3 3.6 1.3 0.3 0.3 - 2.1 1.8 1.3 0.5 0.3 1.6 0.5 4.4 0.3 1.3 1.0 2.1 0.3 0.5 1.0 

女性60～69歳 369 0.8 1.6 7.0 4.6 1.1 0.5 0.8 0.3 1.9 2.2 0.8 0.8 0.8 1.1 0.5 5.1 1.1 1.4 1.9 0.8 0.8 1.1 0.5 

女性70～79歳 418 0.7 3.6 7.9 3.3 1.2 - 0.5 0.2 1.9 2.4 1.0 1.4 0.2 1.0 0.7 5.0 0.5 0.5 1.7 1.4 0.7 0.5 0.5 

女性80歳以上 324 0.6 1.9 7.4 4.9 1.5 0.6 - 0.9 2.2 2.8 1.2 0.3 0.6 2.2 0.9 8.6 1.2 0.9 0.9 0.9 0.6 - - 

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

0.8 
2.1 

7.3 

4.3 

1.2 0.4 0.5 0.4 
1.6 2.1 
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４_回答者の職業                      
 

■ 職業について最も多いのは､「無職（求職者、退職者を含む。学⽣、主婦・主夫を除く）」の
1,247 ⼈（24.9％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であった。 
「主婦・主夫」は 957 ⼈（19.1％）､「事務的職業」は 761 ⼈（15.2％）であった。 

 
 
 
【ＳＣ１】あなたの職業について、当てはまるものを１つ選択してください。※公務員や⾃営の
⽅、パート、アルバイト、フリーターなどの⽅は、主に従事しているお仕事の業種や職種に照ら
し、当てはまるものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

無職(求職者、退職者を含む。学生、主婦・主夫を除く)

主婦・主夫

事務的職業

販売・営業の職業

サービスの職業(家政婦(夫)、理容師・美容師、クリーニング職、調理
人、接客・給仕業、管理人など)

管理的職業(法人役員、団体役員など)

研究・技術の職業(自然科学系研究者、開発・製造・建築・情報通信
技術者など)

製造・修理・塗装・製図等の職業

医療・看護・保健の職業

保育・教育の職業

福祉・介護の職業

大学院生・大学生(短期大学生を含む)

建設・土木・電気工事の職業

運搬・清掃・包装・選別等の職業

配送・輸送・機械運転の職業(配達員、運転手、クレーン運転工など)

法務(弁護士、司法書士など)・経営(公認会計士、経営コンサルタン
トなど)・文化芸術(美術家、宗教家など)等の専門的職業

警備・保安の職業

農林漁業の職業

高校生(高等専門学校生、高等専修学校生を含む)

専門学生

その他

24.9

19.1

15.2

4.6

4.0

3.9

3.8

3.2

2.6

1.9

1.5

1.5

1.1

1.1

1.0

0.7

0.6

0.5

0.2

0.2

8.2

0% 10% 20% 30%

n=5,000  
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的
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業
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営
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的
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(
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役
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)
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術
の
職
業

(

自
然
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学
系
研
究
者

、
開

発
・
製
造
・
建
築
・
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報
通
信
技
術
者
な
ど

)

製
造
・
修
理
・
塗
装
・
製
図
等
の
職
業

医
療
・
看
護
・
保
健
の
職
業

保
育
・
教
育
の
職
業

福
祉
・
介
護
の
職
業

大
学
院
生
・
大
学
生

(

短
期
大
学
生
を
含
む

)

建
設
・
土
木
・
電
気
工
事
の
職
業

運
搬
・
清
掃
・
包
装
・
選
別
等
の
職
業

配
送
・
輸
送
・
機
械
運
転
の
職
業

(

配
達
員

、
運

転
手

、
ク
レ
ー
ン
運
転
工
な
ど

)
法
務
・
経
営
・
文
化
芸
術
等
の
専
門
的
職
業

警
備
・
保
安
の
職
業

農
林
漁
業
の
職
業

高
校
生

(

高
等
専
門
学
校
生

、
高
等
専
修
学
校
生

を
含
む

)

専
門
学
生

そ
の
他

全体 5,000 24.9 19.1 15.2 4.6 4.0 3.9 3.8 3.2 2.6 1.9 1.5 1.5 1.1 1.1 1.0 0.7 0.6 0.5 0.2 0.2 8.2 
男性 2,417 31.5 0.9 12.3 6.1 3.8 7.2 6.3 5.5 2.3 2.1 1.6 1.6 2.2 1.3 2.0 0.8 1.2 0.8 0.2 0.3 10.0 
女性 2,583 18.8 36.2 17.9 3.1 4.1 0.9 1.5 1.0 2.9 1.7 1.5 1.5 0.2 0.9 0.1 0.6 0.1 0.2 0.3 0.1 6.5 
18～29歳 700 17.9 3.7 18.9 6.6 4.4 1.1 6.6 4.6 3.6 2.3 1.9 10.4 1.3 0.7 1.0 0.7 0.4 0.6 1.4 1.1 10.9 
30～39歳 661 15.3 10.9 24.7 5.4 7.4 2.4 3.9 5.0 3.0 2.1 1.4 0.3 1.2 1.8 1.4 0.5 0.5 0.9 0.2 0.3 11.5 
40～49歳 848 11.6 13.1 21.3 6.0 4.7 4.8 6.1 5.4 5.4 3.1 2.9 - 2.0 1.3 0.9 1.5 0.4 0.5 0.1 - 8.7 
50～59歳 774 12.8 18.2 20.4 7.0 4.8 7.2 5.4 3.2 2.6 1.4 2.1 - 1.3 1.4 2.2 0.8 0.8 0.3 - - 8.1 
60～69歳 725 25.7 24.4 12.4 3.4 2.6 6.2 2.3 2.5 2.5 2.2 1.4 - 1.1 1.0 1.4 0.4 1.4 0.6 - - 8.6 
70～79歳 771 45.0 31.5 3.8 1.8 2.6 2.9 0.9 0.6 0.1 1.0 0.5 - 0.3 0.9 0.1 0.6 0.5 0.4 - - 6.4 
80歳以上 521 55.9 35.9 1.5 0.6 0.4 1.7 0.2 0.2 - 0.8 - 0.2 0.6 - - - 0.2 - - - 1.9 
男性18～29歳 358 20.1 - 13.4 5.9 3.6 1.7 9.2 7.3 2.8 2.0 2.0 10.3 2.2 0.8 2.0 0.6 0.8 0.8 1.1 1.4 12.0 
男性30～39歳 337 16.0 0.6 21.7 6.2 7.4 4.2 5.6 8.6 2.7 1.8 1.2 0.3 2.4 2.7 2.4 - 0.9 1.5 - 0.6 13.4 
男性40～49歳 429 11.0 0.5 14.2 8.6 4.7 7.9 10.3 9.6 4.0 4.0 3.3 - 3.7 1.6 1.6 1.9 0.7 0.9 0.2 - 11.4 
男性50～59歳 387 14.2 1.8 16.8 9.8 4.4 12.9 9.3 5.4 2.1 0.8 1.8 - 2.3 1.3 4.4 1.3 1.3 0.3 - - 9.8 
男性60～69歳 356 33.7 1.7 10.7 5.9 2.0 11.5 3.9 3.4 3.1 2.8 1.7 - 2.0 0.8 2.5 0.8 2.5 0.8 - - 10.1 
男性70～79歳 353 68.8 - 3.4 2.8 2.3 5.7 2.0 1.1 - 1.4 0.3 - 0.6 1.1 0.3 0.6 1.1 0.8 - - 7.6 
男性80歳以上 197 86.3 2.5 0.5 - 0.5 4.6 - - - 1.5 - - 1.5 - - - 0.5 - - - 2.0 
女性18～29歳 342 15.5 7.6 24.6 7.3 5.3 0.6 3.8 1.8 4.4 2.6 1.8 10.5 0.3 0.6 - 0.9 - 0.3 1.8 0.9 9.6 
女性30～39歳 324 14.5 21.6 27.8 4.6 7.4 0.6 2.2 1.2 3.4 2.5 1.5 0.3 - 0.9 0.3 0.9 - 0.3 0.3 - 9.6 
女性40～49歳 419 12.2 26.0 28.6 3.3 4.8 1.7 1.9 1.2 6.9 2.1 2.6 - 0.2 1.0 0.2 1.2 - - - - 6.0 
女性50～59歳 387 11.4 34.6 24.0 4.1 5.2 1.6 1.6 1.0 3.1 2.1 2.3 - 0.3 1.6 - 0.3 0.3 0.3 - - 6.5 
女性60～69歳 369 17.9 46.3 14.1 1.1 3.3 1.1 0.8 1.6 1.9 1.6 1.1 - 0.3 1.1 0.3 - 0.3 0.3 - - 7.0 
女性70～79歳 418 24.9 58.1 4.1 1.0 2.9 0.5 - 0.2 0.2 0.7 0.7 - - 0.7 - 0.7 - - - - 5.3 
女性80歳以上 324 37.3 56.2 2.2 0.9 0.3 - 0.3 0.3 - 0.3 - 0.3 - - - - - - - - 1.9 
北海道 211 27.0 15.6 14.7 4.7 4.3 4.3 2.4 2.8 4.7 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 0.5 0.9 0.9 - - 0.9 9.0 
東北 343 30.3 18.4 16.0 2.6 3.2 3.2 2.3 4.1 2.6 0.6 0.6 1.2 1.2 0.9 1.2 0.9 0.6 1.5 - 0.3 8.5 
北関東・甲信 384 25.5 20.1 11.2 4.9 3.9 4.7 1.6 6.8 1.6 0.8 2.6 1.3 0.8 1.6 1.6 1.0 1.0 0.5 0.3 0.3 8.1 
南関東 1,472 21.7 18.3 18.5 3.7 4.4 4.4 5.6 2.2 2.0 1.7 1.3 2.1 0.9 0.7 1.2 0.6 0.5 0.1 0.2 0.1 9.6 
北陸 204 27.9 15.7 15.7 4.4 3.4 3.9 3.9 4.4 - 2.9 2.0 1.0 2.9 0.5 2.0 0.5 1.5 - - - 7.4 
東海 586 24.9 20.3 13.5 5.8 3.2 4.9 5.3 3.2 3.6 2.0 1.4 1.0 0.7 0.7 0.5 0.5 - 0.3 - 0.5 7.5 
近畿 812 25.0 21.1 13.5 5.5 4.7 3.9 2.3 3.2 3.1 2.5 1.6 1.1 1.2 1.1 1.0 0.7 0.6 - 0.2 - 7.5 
中国 284 26.4 20.4 12.0 4.6 2.8 1.4 3.2 4.2 1.4 3.9 2.8 2.5 1.4 2.1 0.7 1.1 0.7 1.4 1.1 - 6.0 
四国 149 32.2 16.1 12.8 4.0 2.0 0.7 4.7 4.0 4.7 1.3 0.7 2.0 1.3 0.7 - 0.7 0.7 2.0 - - 9.4 
九州・沖縄 555 25.2 20.0 15.3 5.2 4.1 3.6 2.9 1.6 3.2 2.0 1.6 1.1 1.4 1.6 1.3 0.5 0.5 1.1 0.5 0.2 6.8 
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年代別
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５_回答者の家族状況                      
 

■ 現在の家族について最も多いのは､「配偶者」がいるの 2,615 ⼈（52.3％（当該設問の回答
者全体に対する割合。以下同じ。））であった。 
「⼦（複数の場合を含みます）」がいるは 1,925 ⼈（38.5％）､「⽗⺟（該当が⼀部の場合を
含みます）」がいるは 1,836 ⼈（36.7％）､「兄弟姉妹（該当が⼀部の場合を含みます）」が
いるは 1,559 ⼈（31.2％）であった。 

 
 
 
【ＳＣ２_１】あなたの現在のご家族について、当てはまるものを全て選択してください。※孫
や祖⽗⺟など、選択肢にはない家族がいる場合であっても、選択肢中から当てはまるものを回答
いただく限りで、差し⽀えありません。また、現在同居していない家族も含めてお答えくださ
い。 （複数回答） 
 
 

 
 

 

配偶者

子(複数の場合を含みます)

父母(該当が一部の場合を含みます)

兄弟姉妹(該当が一部の場合を含みます)

単身

義父母(該当が一部の場合を含みます)

52.3

38.5

36.7

31.2

16.3

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=5,000  
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n=
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者

子

(
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数
の
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合
を
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み
ま
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)
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(
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を
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)

兄
弟
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妹

(

該
当
が
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部
の
場
合
を
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み

ま
す

)
単
身

義
父
母

(

該
当
が
一

部
の
場
合
を
含
み
ま

す

)

全体 5,000 52.3 38.5 36.7 31.2 16.3 9.1 
男性 2,417 50.6 33.5 40.4 32.3 17.2 9.3 
女性 2,583 53.9 43.2 33.3 30.1 15.4 8.8 
18～29歳 700 19.6 10.7 66.0 44.4 17.9 6.9 
30～39歳 661 36.8 28.1 59.2 38.4 16.2 13.2 
40～49歳 848 50.0 42.3 50.6 34.0 14.0 13.7 
50～59歳 774 58.1 42.4 44.6 30.7 14.2 13.3 
60～69歳 725 65.8 45.9 22.3 25.8 17.5 9.4 
70～79歳 771 73.8 48.8 5.8 25.2 16.6 3.9 
80歳以上 521 60.5 51.4 0.4 16.7 18.6 0.2 
男性18～29歳 358 13.7 6.4 67.3 44.4 20.4 5.6 
男性30～39歳 337 29.1 22.6 61.4 36.2 18.7 8.6 
男性40～49歳 429 43.4 36.1 55.7 35.4 17.9 13.1 
男性50～59歳 387 51.4 35.9 51.2 35.7 17.3 14.7 
男性60～69歳 356 66.9 42.1 21.3 23.6 19.7 10.7 
男性70～79歳 353 79.9 49.3 4.0 25.2 14.4 6.8 
男性80歳以上 197 86.8 47.2 1.0 18.8 7.6 0.5 
女性18～29歳 342 25.7 15.2 64.6 44.4 15.2 8.2 
女性30～39歳 324 44.8 34.0 56.8 40.7 13.6 17.9 
女性40～49歳 419 56.8 48.7 45.3 32.5 10.0 14.3 
女性50～59歳 387 64.9 48.8 38.0 25.8 11.1 11.9 
女性60～69歳 369 64.8 49.6 23.3 27.9 15.4 8.1 
女性70～79歳 418 68.7 48.3 7.4 25.1 18.4 1.4 
女性80歳以上 324 44.4 54.0 - 15.4 25.3 - 
北海道 211 42.7 31.3 32.7 29.9 26.1 7.1 
東北 343 54.5 37.9 37.9 32.9 14.9 11.1 
北関東・甲信 384 55.7 46.6 35.2 31.0 15.4 11.2 
南関東 1,472 50.9 35.7 36.6 33.3 17.8 8.4 
北陸 204 52.9 40.2 40.2 24.5 13.2 9.8 
東海 586 54.8 42.7 39.4 32.6 11.3 9.7 
近畿 812 53.4 39.8 35.7 29.4 15.9 7.8 
中国 284 53.5 42.3 36.3 30.3 15.1 9.9 
四国 149 46.3 33.6 41.6 32.2 14.1 12.1 
九州・沖縄 555 52.4 36.0 35.1 28.8 18.0 8.6 
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６_回答者の家族の同居状況                 

 
■ 現在同居中の家族について最も多いのは､「配偶者」の 2,581 ⼈（51.6％（当該設問の回答

者全体に対する割合。以下同じ。））であった。 
「⼦（複数の場合を含みます）」は 1,391 ⼈（27.8％）､「⽗⺟（該当が⼀部の場合を含みま
す）」は 1,136 ⼈（22.7％）､「単⾝」は 1,104 ⼈（22.1％）であった。 

 
 
 
【ＳＣ２_２】あなたの現在のご家族のうち、現在同居中の⽅を全て選択してください。 （複
数回答） 
 
 

 
 
 
 

配偶者

子(複数の場合を含みます)

父母(該当が一部の場合を含みます)

単身

兄弟姉妹(該当が一部の場合を含みます)

義父母(該当が一部の場合を含みます)

51.6

27.8

22.7

22.1

8.4

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=5,000  
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(

該
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が
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部
の
場
合
を
含
み
ま

す

)

全体 5,000 51.6 27.8 22.7 22.1 8.4 1.1 
男性 2,417 50.0 23.9 27.0 23.1 9.8 0.9 
女性 2,583 53.1 31.5 18.7 21.1 7.0 1.2 
18～29歳 700 19.0 10.0 52.4 26.3 26.6 1.1 
30～39歳 661 36.2 27.4 38.7 22.7 15.0 0.6 
40～49歳 848 49.6 40.8 28.8 20.3 8.4 1.5 
50～59歳 774 57.1 32.7 22.7 19.9 5.2 1.7 
60～69歳 725 65.1 28.0 10.1 22.2 2.3 1.7 
70～79歳 771 73.2 22.3 2.5 21.0 0.4 0.4 
80歳以上 521 59.5 31.9 0.2 23.2 0.4 - 
男性18～29歳 358 13.4 5.6 55.9 28.5 28.5 1.4 
男性30～39歳 337 28.8 21.7 45.1 26.1 16.9 0.3 
男性40～49歳 429 43.1 34.7 33.8 25.4 10.3 0.9 
男性50～59歳 387 50.1 29.5 27.9 24.0 6.2 1.3 
男性60～69歳 356 66.3 25.8 11.2 23.3 2.0 0.8 
男性70～79歳 353 79.0 24.4 1.7 18.4 0.6 0.8 
男性80歳以上 197 86.3 22.3 0.5 9.1 - - 
女性18～29歳 342 24.9 14.6 48.8 24.0 24.6 0.9 
女性30～39歳 324 43.8 33.3 32.1 19.1 13.0 0.9 
女性40～49歳 419 56.3 47.0 23.6 15.0 6.4 2.1 
女性50～59歳 387 64.1 35.9 17.6 15.8 4.1 2.1 
女性60～69歳 369 64.0 30.1 8.9 21.1 2.7 2.4 
女性70～79歳 418 68.2 20.6 3.1 23.2 0.2 - 
女性80歳以上 324 43.2 37.7 - 31.8 0.6 - 
北海道 211 42.2 20.4 18.0 34.6 9.0 0.5 
東北 343 53.9 23.3 25.7 20.1 7.3 1.2 
北関東・甲信 384 55.5 31.8 21.6 19.0 7.3 1.8 
南関東 1,472 50.4 25.9 20.2 26.0 8.3 0.6 
北陸 204 52.0 31.4 30.4 15.2 7.4 1.5 
東海 586 53.9 32.9 25.4 16.2 10.1 1.4 
近畿 812 52.3 29.1 22.8 21.3 8.1 1.1 
中国 284 52.1 29.9 25.0 19.4 6.0 1.8 
四国 149 45.6 26.2 25.5 21.5 9.4 1.3 
九州・沖縄 555 52.1 26.7 22.5 21.6 9.5 0.9 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

51.6 

27.8 
22.7 22.1 

8.4 

1.1 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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  第３_調査結果   
 
 
 
  

275



 

30 
 
 

１_不当寄附勧誘防⽌法の認知状況                           

 
■ 不当寄附勧誘防⽌法について、「この法律名を聞いたことはなく、寄附の勧誘に関する法律が

作られたことも知らなかった」と回答した者は 3,873 ⼈（77.5％（当該設問の回答者全体に
対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「この法律名は聞いたことがあったが、この法律の施⾏⽇（実施⽇）は知らなかった」と回
答した者は 559 ⼈（11.2％）であり、「この法律名を聞いたことはなかったが、寄附の勧誘に
関する法律が作られたことは知っていた」と回答した者は 419 ⼈（8.4％）であり、「この法
律名は聞いたことがあり、また、この法律の施⾏⽇（実施⽇）も聞いたことがあった」と回
答した者は 149 ⼈（3.0％）であった。 

 
 
【Ｑ１】「法⼈等による寄附の不当な勧誘の防⽌等に関する法律（略称：不当寄附勧誘防⽌法）」
について、当てはまるものを 1 つ選択してください。※ただし、回答は、この調査に取り掛かる
ことにより知り得た情報や記憶に基づかないよう⼗分にご留意いただき、この調査に取り掛かる
前のご⾃⾝の考え⽅や認識に基づき回答してください。 （単⼀回答） 

 

この法律名は聞いたことがあり、

また、この法律の施行日(実施日)

も聞いたことがあった

3.0%

この法律名は聞いたことが

あったが、この法律の施行

日(実施日)は知らなかった

11.2%

この法律名を聞

いたことはなかっ

たが、寄附の勧

誘に関する法律

が作られたことは

知っていた

8.4%

この法律名を聞いたことはなく、

寄附の勧誘に関する法律が作ら

れたことも知らなかった

77.5%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

3.0

3.7

2.3

6.4

3.8

3.7

2.5

7.8

5.0

4.4

4.1

5.0

2.5

2.9

2.1

5.2

2.3

3.0

4.4

3.2

3.3

2.5

2.9

11.2

12.7

9.8

10.9

7.1

7.7

10.3

9.9

16.3

17.9

12.6

8.3

9.1

12.1

10.4

18.4

22.8

9.1

5.9

6.2

8.5

9.5

14.6

14.8

9.5

11.7

10.7

10.8

13.2

11.4

11.7

10.9

8.7

11.9

8.4

9.3

7.5

8.6

6.2

7.5

7.1

8.4

9.7

12.1

8.9

8.0

8.4

6.5

8.7

12.5

14.7

8.2

4.3

6.7

7.8

8.1

7.4

10.5

9.0

9.0

6.3

8.4

4.9

10.4

7.3

6.7

10.7

10.1

77.5

74.3

80.4

74.1

82.9

81.1

80.6

80.4

72.5

67.6

70.7

78.6

78.1

79.6

79.5

67.4

58.4

77.8

87.3

84.2

81.7

81.3

76.8

73.1

76.3

77.8

80.7

77.8

77.5

74.9

77.7

79.9

79.2

75.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

この法律名は聞いたことがあり、また、この法律の施行日(実施日)も聞いたことがあった

この法律名は聞いたことがあったが、この法律の施行日(実施日)は知らなかった

この法律名を聞いたことはなかったが、寄附の勧誘に関する法律が作られたことは知っていた

この法律名を聞いたことはなく、寄附の勧誘に関する法律が作られたことも知らなかった
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２_不当寄附勧誘防⽌法の内容や⽬的の認識状況        
 

■ 不当寄附勧誘防⽌法の内容や⽬的の認識の程度について、「この法律の内容や⽬的について、
あまり知らなかった」と回答した者は 520 ⼈（46.1％（当該設問の回答者全体に対する割合。
以下同じ。））であり、最も多かった。 
「この法律の内容や⽬的について、やや知っていた」と回答した者は 421 ⼈（37.4％）であ
り、「この法律の内容や⽬的について、よく知っていた」と回答した者は 121 ⼈（10.7％）で
あり、「この法律の内容や⽬的について、全く知らなかった」と回答した者は 65 ⼈（5.8％）
であった。 

 
【Ｑ２】「法⼈等による寄附の不当な勧誘の防⽌等に関する法律（略称：不当寄附勧誘防⽌法）」
（寄附の勧誘に関する法律という認識にとどまる場合を含みます）について、その内容や⽬的の
認識として当てはまるものを 1 つ選択してください。※ただし、回答は、この調査に取り掛かる
ことにより知り得た情報や記憶に基づかないよう⼗分にご留意いただき、この調査に取り掛かる
前のご⾃⾝の考え⽅や認識に基づき回答してください。 （単⼀回答） 
※この設問は、Ｑ１において、「この法律名は聞いたことがあり、また、この法律の施行日（実施日）も聞いたこ

とがあった」、「この法律名は聞いたことがあったが、この法律の施行日（実施日）は知らなかった」、「この法律

名を聞いたことはなかったが、寄附の勧誘に関する法律が作られたことは知っていた」のいずれかを回答した

者（1,127 人）を対象としている。 

 

この法律の内容や目的に

ついて、よく知っていた

10.7%

この法律の内容や目的に

ついて、やや知っていた

37.4%

この法律の内容や目的に

ついて、あまり知らなかった

46.1%

この法律の内容や目的に

ついて、全く知らなかった

5.8%

n=1,127
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全体 (1,127)

男性 (620)

女性 (507)

18～29歳 (181)

30～39歳 (113)

40～49歳 (160)

50～59歳 (150)

60～69歳 (142)

70～79歳 (212)

80歳以上 (169)

男性18～29歳 (105)

男性30～39歳 (72)

男性40～49歳 (94)

男性50～59歳 (79)

男性60～69歳 (73)

男性70～79歳 (115)

男性80歳以上 (82)

女性18～29歳 (76)

女性30～39歳 (41)

女性40～49歳 (66)

女性50～59歳 (71)

女性60～69歳 (69)

女性70～79歳 (97)

女性80歳以上 (87)

北海道 (50)

東北 (76)

北関東・甲信 (74)

南関東 (327)

北陸 (46)

東海 (147)

近畿 (181)

中国 (57)

四国 (31)

九州・沖縄 (138)

2％未満の数値ラベルは非表示

女性
年代別

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

10.7

12.6

8.5

19.3

23.0

15.0

9.3

4.2

3.3

5.3

21.0

25.0

16.0

10.1

6.8

5.2

4.9

17.1

19.5

13.6

8.5

5.7

20.0

9.2

13.5

11.0

17.4

10.9

8.8

8.8

9.4

37.4

41.5

32.3

36.5

36.3

34.4

36.0

35.2

45.3

34.9

41.9

36.1

38.3

43.0

41.1

48.7

37.8

28.9

36.6

28.8

28.2

29.0

41.2

32.2

36.0

43.4

35.1

38.8

39.1

33.3

35.4

33.3

41.9

39.1

46.1

40.6

52.9

38.1

32.7

42.5

52.0

52.8

48.1

53.8

31.4

30.6

42.6

45.6

42.5

43.5

48.8

47.4

36.6

42.4

59.2

63.8

53.6

58.6

34.0

42.1

44.6

44.3

39.1

47.6

51.4

52.6

58.1

46.4

5.8

5.3

6.3

6.1

8.0

8.1

2.7

7.7

3.3

5.9

5.7

8.3

3.2

9.6

2.6

8.5

6.6

7.3

15.2

4.2

5.8

4.1

3.4

10.0

5.3

6.8

5.8

4.3

8.2

4.4

5.3

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

この法律の内容や目的について、よく知っていた この法律の内容や目的について、やや知っていた

この法律の内容や目的について、あまり知らなかった この法律の内容や目的について、全く知らなかった
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３_社会情勢の変化についての意識（その①）         
 
■ 社会情勢の変化について、「社会情勢の変化があるかどうかは、よく分からない」と回答した

者は 1,652 ⼈（33.0％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多
かった。 
「社会情勢が少し変化したと感じる」と回答した者は 1,408 ⼈（28.2％）であり、「社会情勢
の変化は感じない」と回答した者は 1,183 ⼈（23.7％）であり、「社会情勢が⼤きく変化した
と感じる」と回答した者は 757 ⼈（15.1％）であった。 

 
 
【Ｑ３_１】 寄附や寄附の勧誘に関わる視点で、ここ１〜２年の社会情勢とそれ以前の社会情勢
を⽐べたものとして、当てはまるものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

社会情勢が

大きく変化し

たと感じる

15.1%

社会情勢が少し変化

したと感じる

28.2%

社会情勢の変化

は感じない

23.7%

社会情勢の変化が

あるかどうかは、よく

分からない

33.0%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

女性
年代別

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

15.1

15.2

15.1

9.0

8.9

13.3

14.5

15.7

20.4

26.7

11.5

9.5

13.5

15.0

15.4

19.8

26.9

6.4

8.3

13.1

14.0

16.0

20.8

26.5

20.9

18.4

18.5

14.7

17.2

15.5

12.2

14.8

14.8

13.3

28.2

28.0

28.3

23.0

23.1

23.7

25.6

31.6

35.8

36.5

21.5

21.4

24.7

25.1

31.2

37.7

41.1

24.6

25.0

22.7

26.1

32.0

34.2

33.6

22.3

25.9

26.3

28.3

29.9

28.5

29.1

29.9

30.2

29.0

23.7

25.3

22.1

25.9

28.6

26.5

25.6

23.9

19.7

12.5

26.5

30.0

27.7

27.6

25.8

19.3

14.7

25.1

27.2

25.3

23.5

22.0

20.1

11.1

19.9

20.1

22.4

25.3

20.6

25.4

23.0

22.2

24.8

24.3

33.0

31.5

34.5

42.1

39.3

36.4

34.4

28.8

24.1

24.4

40.5

39.2

34.0

32.3

27.5

23.2

17.3

43.9

39.5

38.9

36.4

30.1

24.9

28.7

37.0

35.6

32.8

31.7

32.4

30.5

35.7

33.1

30.2

33.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会情勢が大きく変化したと感じる 社会情勢が少し変化したと感じる

社会情勢の変化は感じない 社会情勢の変化があるかどうかは、よく分からない
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４_社会情勢の変化についての意識（その②）         
 
■ 社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘について、「そのような勧誘があるかどうかは、よく分か

らない」と回答した者は 1,817 ⼈（36.3％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））
であり、最も多かった。 
「そのような勧誘があるとは、これまで感じたことはない」と回答した者は 1,686 ⼈（33.7％）
であり、「そのような勧誘が増えたと感じる」と回答した者は 1,004 ⼈（20.1％）であり、「そ
のような勧誘は減ったと感じる」と回答した者は 493 ⼈（9.9％）であった。 
 
 

【Ｑ３_２】社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘に係る視点で、ここ１〜２年の社会情勢とそれ以
前の社会情勢を⽐べたものとして、当てはまるものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

そのような勧誘が

増えたと感じる

20.1%

そのような勧誘は

減ったと感じる

9.9%

そのような勧誘があるとは、

これまで感じたことはない

33.7%

そのような勧誘があるか

どうかは、よく分からない

36.3%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

20.1

19.1

21.0

13.6

13.6

15.2

18.0

21.4

30.5

30.9

12.6

11.3

14.9

17.3

21.9

29.7

33.0

14.6

16.0

15.5

18.6

20.9

31.1

29.6

24.6

19.8

18.8

19.4

23.5

22.5

19.7

21.8

18.1

17.5

9.9

9.8

9.9

12.1

10.6

10.5

11.5

8.3

7.8

7.7

12.6

11.9

11.2

11.1

4.5

8.5

7.6

11.7

9.3

9.8

11.9

11.9

7.2

7.7

7.1

11.7

8.3

10.1

10.8

9.9

10.5

7.0

11.4

9.9

33.7

36.5

31.1

32.3

32.2

35.1

31.8

34.6

35.3

34.5

34.4

35.0

37.8

34.6

36.8

38.0

40.6

30.1

29.3

32.5

28.9

32.5

33.0

30.9

30.8

31.5

36.5

34.2

30.4

31.9

32.0

37.0

37.6

36.0

36.3

34.6

38.0

42.0

43.6

39.2

38.8

35.7

26.5

26.9

40.5

41.8

36.1

37.0

36.8

23.8

18.8

43.6

45.4

42.2

40.6

34.7

28.7

31.8

37.4

37.0

36.5

36.3

35.3

35.7

37.8

34.2

32.9

36.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そのような勧誘が増えたと感じる そのような勧誘は減ったと感じる

そのような勧誘があるとは、これまで感じたことはない そのような勧誘があるかどうかは、よく分からない
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５_寄附の勧誘を受けた経験（少額寄附）           
 
■ 少額寄附（⼀回当たりの⾦額が 300 円未満の寄附）の勧誘を受けた経験について､「勧誘を受

けたことはなく、寄附したこともない」と回答した者は 3,006 ⼈（60.1％（当該設問の回答
者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない」と回答した者は 1,005 ⼈（20.1％）で
あり、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者は 579 ⼈（11.6％）であり、「寄
附したことはないが、勧誘を受けたことがある」と回答した者は 410 ⼈（8.2％）であった。 

 
 
【Ｑ４_１】あなたの、これまでに受けた少額寄附の勧誘について、該当するものを 1 つ選択して
ください。 （単⼀回答） 

 

寄附したことはあ

るが、勧誘を受け

たことはない

20.1%

勧誘を受けて、寄附

をしたことがある

11.6%

寄附したことはな

いが、勧誘を受け

たことがある

8.2%

勧誘を受けたこ

とはなく、寄附し

たこともない

60.1%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

20.1

17.1

22.9

12.3

9.8

13.4

19.1

24.1

31.3

33.8

13.4

7.4

12.6

19.4

19.9

23.5

29.4

11.1

12.3

14.3

18.9

28.2

37.8

36.4

25.1

21.0

20.8

19.6

22.1

19.6

19.1

18.7

17.4

21.3

11.6

9.9

13.1

7.4

7.4

10.4

12.8

12.4

16.0

15.0

7.5

7.7

8.4

9.0

9.0

16.4

13.2

7.3

7.1

12.4

16.5

15.7

15.6

16.0

9.0

10.8

12.2

10.1

14.2

13.1

9.7

16.9

16.8

12.4

8.2

10.0

6.5

9.7

8.8

9.0

7.1

7.7

6.7

8.6

10.9

9.8

11.7

7.8

9.3

9.1

12.7

8.5

7.7

6.2

6.5

6.2

4.8

6.2

8.1

8.5

7.8

8.1

7.8

9.0

8.1

9.5

9.4

7.0

60.1

62.9

57.5

70.6

74.0

67.2

61.0

55.7

46.0

42.6

68.2

75.1

67.4

63.8

61.8

51.0

44.7

73.1

72.8

67.1

58.1

49.9

41.9

41.4

57.8

59.8

59.1

62.2

55.9

58.2

63.1

54.9

56.4

59.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない 勧誘を受けて、寄附をしたことがある

寄附したことはないが、勧誘を受けたことがある 勧誘を受けたことはなく、寄附したこともない
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６_寄附の勧誘を受けた経験（相当額寄附）          
 
■ 相当額寄附（「少額寄附」を除く全ての寄附）の勧誘を受けた経験について､「勧誘を受けた

ことはなく、寄附したこともない」と回答した者は 3,631 ⼈（72.6％（当該設問の回答者全
体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない」と回答した者は 557 ⼈（11.1％）であ
り、「寄附したことはないが、勧誘を受けたことがある」と回答した者は 436 ⼈（8.7％）で
あり、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者は 376 ⼈（7.5％）であった。 

 
 
【Ｑ４_２】あなたの、これまでに受けた相当額寄附の勧誘について、該当するものを 1 つ選択し
てください。 （単⼀回答） 

 

寄附したことはあるが、

勧誘を受けたことはない

11.1%

勧誘を受けて、寄附

をしたことがある

7.5%

寄附したこと

はないが、勧

誘を受けた

ことがある

8.7%
勧誘を受けたことはなく、

寄附したこともない

72.6%

n=5,000

286



 

41 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

11.1

9.1

13.0

4.9

4.7

7.4

9.8

14.8

17.4

21.5

6.1

4.2

5.8

8.3

13.5

13.6

16.2

3.5

5.2

9.1

11.4

16.0

20.6

24.7

12.3

11.4

14.6

11.3

12.3

10.6

9.4

7.4

12.8

11.9

7.5

6.9

8.1

5.0

3.8

6.3

6.3

9.1

11.9

10.7

5.6

5.0

6.1

4.4

8.1

10.2

10.7

4.4

2.5

6.4

8.3

10.0

13.4

10.8

4.7

9.3

10.2

6.0

13.2

7.0

7.0

9.5

9.4

7.2

8.7

10.2

7.4

10.6

7.7

8.6

10.1

6.8

8.7

8.4

12.6

8.6

10.5

10.9

7.3

10.5

11.2

8.5

6.8

6.7

9.3

6.2

7.2

6.8

5.7

9.0

7.6

8.8

6.9

10.2

7.9

13.4

9.4

7.9

72.6

73.8

71.5

79.6

83.8

77.7

73.8

69.4

62.0

59.3

75.7

82.2

77.6

76.5

71.1

65.7

61.9

83.6

85.5

77.8

71.1

67.8

58.9

57.7

77.3

70.3

67.7

73.8

67.6

72.2

75.7

69.7

68.5

73.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない 勧誘を受けて、寄附をしたことがある

寄附したことはないが、勧誘を受けたことがある 勧誘を受けたことはなく、寄附したこともない
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７_勧誘を受けて⾏った相当額寄附の総額           
 
■ 勧誘を受けて⾏った相当額寄附のこれまでの総額について､「1,000 円以上〜１万円未満」と

回答した者は 131 ⼈（34.8％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、
最も多かった。 
「1,000 円未満」と回答した者は 121 ⼈（32.2％）であり、「１万円以上〜５万円未満」と回
答した者は 56 ⼈（14.9％）であった。 

 
 
【Ｑ５_１】勧誘を受けて⾏った相当額寄附のこれまでの総額について、該当するものを 1 つ選択
してください。※例えば、寄附したものが不動産など⾦銭でない場合は、⾦銭に換算し、その結
果、おおむね該当するものを選択してください。 （単⼀回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者（376 人）を対象として

いる。 

 

1,000円未満

1,000円以上～1万円未満

1万円以上～5万円未満

5万円以上～10万円未満

10万円以上～30万円未満

30万円以上～50万円未満

50万円以上～100万円未満

100万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上～3,000万円未満

3,000万円以上～5,000万円未満

5,000万円以上～1億円未満

1億円以上

わからない・覚えていない

32.2

34.8

14.9

3.2

4.3

1.9

0.5

0.8

-

0.3

1.1

0.3

0.5

-

5.3

0% 10% 20% 30% 40%

n=376 
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n=

1
,
0
0
0
円
未
満

1
,
0
0
0
円
以
上
˜
1
万

円
未
満

1
万
円
以
上
˜
5
万
円
未
満

5
万
円
以
上
˜
1
0
万
円
未

満 1
0
万
円
以
上
˜
3
0
万
円

未
満

3
0
万
円
以
上
˜
5
0
万
円

未
満

5
0
万
円
以
上
˜
1
0
0
万

円
未
満

1
0
0
万
円
以
上
˜
3
0
0

万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上
˜
5
0
0

万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上
˜

1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
万
円
以
上
˜

3
,
0
0
0
万
円
未
満

3
,
0
0
0
万
円
以
上
˜

5
,
0
0
0
万
円
未
満

5
,
0
0
0
万
円
以
上
˜
1

億
円
未
満

1
億
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
覚
え
て
い
な

い

全体 376 32.2 34.8 14.9 3.2 4.3 1.9 0.5 0.8 - 0.3 1.1 0.3 0.5 - 5.3 
男性 166 22.9 36.1 17.5 4.8 5.4 1.8 - 1.8 - 0.6 1.8 - 1.2 - 6.0 
女性 210 39.5 33.8 12.9 1.9 3.3 1.9 1.0 - - - 0.5 0.5 - - 4.8 
18～29歳 35 22.9 17.1 25.7 5.7 8.6 2.9 2.9 - - - 5.7 - 2.9 - 5.7 
30～39歳 25 24.0 24.0 12.0 4.0 8.0 8.0 - 4.0 - 4.0 - 4.0 4.0 - 4.0 
40～49歳 53 26.4 39.6 11.3 5.7 5.7 1.9 1.9 3.8 - - 3.8 - - - - 
50～59歳 49 36.7 40.8 18.4 - 2.0 2.0 - - - - - - - - - 
60～69歳 66 37.9 37.9 16.7 - - - - - - - - - - - 7.6 
70～79歳 92 37.0 32.6 10.9 3.3 6.5 1.1 - - - - - - - - 8.7 
80歳以上 56 28.6 41.1 14.3 5.4 1.8 1.8 - - - - - - - - 7.1 
男性18～29歳 20 10.0 20.0 40.0 - 10.0 - - - - - 5.0 - 5.0 - 10.0 
男性30～39歳 17 17.6 29.4 5.9 5.9 11.8 5.9 - 5.9 - 5.9 - - 5.9 - 5.9 
男性40～49歳 26 23.1 26.9 11.5 11.5 7.7 3.8 - 7.7 - - 7.7 - - - - 
男性50～59歳 17 17.6 52.9 23.5 - 5.9 - - - - - - - - - - 
男性60～69歳 29 37.9 37.9 13.8 - - - - - - - - - - - 10.3 
男性70～79歳 36 30.6 33.3 16.7 8.3 5.6 2.8 - - - - - - - - 2.8 
男性80歳以上 21 9.5 57.1 14.3 4.8 - - - - - - - - - - 14.3 
女性18～29歳 15 40.0 13.3 6.7 13.3 6.7 6.7 6.7 - - - 6.7 - - - - 
女性30～39歳 8 37.5 12.5 25.0 - - 12.5 - - - - - 12.5 - - - 
女性40～49歳 27 29.6 51.9 11.1 - 3.7 - 3.7 - - - - - - - - 
女性50～59歳 32 46.9 34.4 15.6 - - 3.1 - - - - - - - - - 
女性60～69歳 37 37.8 37.8 18.9 - - - - - - - - - - - 5.4 
女性70～79歳 56 41.1 32.1 7.1 - 7.1 - - - - - - - - - 12.5 
女性80歳以上 35 40.0 31.4 14.3 5.7 2.9 2.9 - - - - - - - - 2.9 
北海道 10 40.0 10.0 20.0 - - 10.0 10.0 - - - - - - - 10.0 
東北 32 43.8 37.5 3.1 9.4 3.1 - - - - - - - - - 3.1 
北関東・甲信 39 30.8 30.8 20.5 - 2.6 - - - - - - 2.6 2.6 - 10.3 
南関東 89 36.0 29.2 14.6 2.2 5.6 1.1 - 2.2 - 1.1 3.4 - - - 4.5 
北陸 27 40.7 22.2 25.9 3.7 3.7 - - - - - 3.7 - - - - 
東海 41 29.3 34.1 12.2 2.4 4.9 2.4 - 2.4 - - - - 2.4 - 9.8 
近畿 57 24.6 42.1 17.5 1.8 5.3 5.3 - - - - - - - - 3.5 
中国 27 25.9 51.9 11.1 3.7 3.7 - - - - - - - - - 3.7 
四国 14 14.3 57.1 14.3 7.1 - - 7.1 - - - - - - - - 
九州・沖縄 40 32.5 35.0 12.5 5.0 5.0 2.5 - - - - - - - - 7.5 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

32.2 
34.8 

14.9 

3.2 4.3 
1.9 0.5 0.8 - 0.3 1.1 0.3 0.5 -

5.3 

0%

10%

20%

30%

40%
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８_勧誘を受けて⾏った相当額寄附の１回当たりの最⾼額    
 
■ 勧誘を受けて⾏った相当額寄附の１回当たりの最⾼額について､「1,000 円未満」と回答した

者は 155 ⼈（41.2％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多か
った。 
「1,000 円以上〜１万円未満」と回答した者は 136 ⼈（36.2％）であり、「１万円以上〜５万
円未満」と回答した者は 40 ⼈（10.6％）であった。 

 
 
【Ｑ５_２】勧誘を受けて⾏った相当額寄附の 1 回当たりの最⾼額について、該当するものを 1 つ
選択してください。※例えば、寄附したものが不動産など⾦銭でない場合は、⾦銭に換算し、そ
の結果、おおむね該当するものを選択してください。 （単⼀回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者（376 人）を対象として

いる。 

 

 
 

1,000円未満

1,000円以上～1万円未満

1万円以上～5万円未満

5万円以上～10万円未満

10万円以上～30万円未満

30万円以上～50万円未満

50万円以上～100万円未満

100万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上～3,000万円未満

3,000万円以上～5,000万円未満

5,000万円以上～1億円未満

1億円以上

わからない・覚えていない

41.2

36.2

10.6

3.7

1.9

0.3

0.5

0.8

0.3

0.5

0.3

0.3

0.3

-

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=376 
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n=

1
,
0
0
0
円
未
満

1
,
0
0
0
円
以
上
˜
1
万

円
未
満

1
万
円
以
上
˜
5
万
円
未
満

5
万
円
以
上
˜
1
0
万
円
未

満 1
0
万
円
以
上
˜
3
0
万
円

未
満

3
0
万
円
以
上
˜
5
0
万
円

未
満

5
0
万
円
以
上
˜
1
0
0
万

円
未
満

1
0
0
万
円
以
上
˜
3
0
0

万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上
˜
5
0
0

万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上
˜

1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
万
円
以
上
˜

3
,
0
0
0
万
円
未
満

3
,
0
0
0
万
円
以
上
˜

5
,
0
0
0
万
円
未
満

5
,
0
0
0
万
円
以
上
˜
1

億
円
未
満

1
億
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
覚
え
て
い
な

い

全体 376 41.2 36.2 10.6 3.7 1.9 0.3 0.5 0.8 0.3 0.5 0.3 0.3 0.3 - 3.2 
男性 166 33.7 38.6 13.9 3.6 3.0 - 0.6 1.8 0.6 0.6 - 0.6 0.6 - 2.4 
女性 210 47.1 34.3 8.1 3.8 1.0 0.5 0.5 - - 0.5 0.5 - - - 3.8 
18～29歳 35 28.6 14.3 22.9 11.4 5.7 2.9 2.9 - - 2.9 - - 2.9 - 5.7 
30～39歳 25 36.0 24.0 20.0 4.0 - - 4.0 4.0 - - 4.0 4.0 - - - 
40～49歳 53 34.0 37.7 7.5 9.4 3.8 - - 3.8 1.9 1.9 - - - - - 
50～59歳 49 53.1 28.6 14.3 - 4.1 - - - - - - - - - - 
60～69歳 66 50.0 39.4 7.6 - - - - - - - - - - - 3.0 
70～79歳 92 44.6 37.0 9.8 3.3 1.1 - - - - - - - - - 4.3 
80歳以上 56 32.1 55.4 3.6 1.8 - - - - - - - - - - 7.1 
男性18～29歳 20 15.0 20.0 35.0 5.0 10.0 - - - - - - - 5.0 - 10.0 
男性30～39歳 17 35.3 23.5 23.5 - - - 5.9 5.9 - - - 5.9 - - - 
男性40～49歳 26 30.8 30.8 3.8 11.5 7.7 - - 7.7 3.8 3.8 - - - - - 
男性50～59歳 17 35.3 41.2 17.6 - 5.9 - - - - - - - - - - 
男性60～69歳 29 51.7 41.4 6.9 - - - - - - - - - - - - 
男性70～79歳 36 41.7 38.9 13.9 5.6 - - - - - - - - - - - 
男性80歳以上 21 14.3 71.4 4.8 - - - - - - - - - - - 9.5 
女性18～29歳 15 46.7 6.7 6.7 20.0 - 6.7 6.7 - - 6.7 - - - - - 
女性30～39歳 8 37.5 25.0 12.5 12.5 - - - - - - 12.5 - - - - 
女性40～49歳 27 37.0 44.4 11.1 7.4 - - - - - - - - - - - 
女性50～59歳 32 62.5 21.9 12.5 - 3.1 - - - - - - - - - - 
女性60～69歳 37 48.6 37.8 8.1 - - - - - - - - - - - 5.4 
女性70～79歳 56 46.4 35.7 7.1 1.8 1.8 - - - - - - - - - 7.1 
女性80歳以上 35 42.9 45.7 2.9 2.9 - - - - - - - - - - 5.7 
北海道 10 50.0 20.0 10.0 - 10.0 - 10.0 - - - - - - - - 
東北 32 53.1 37.5 3.1 3.1 - - - - - - - - - - 3.1 
北関東・甲信 39 48.7 30.8 12.8 - - - - - - - 2.6 2.6 - - 2.6 
南関東 89 40.4 30.3 14.6 1.1 2.2 - 1.1 2.2 1.1 2.2 - - - - 4.5 
北陸 27 44.4 33.3 11.1 7.4 3.7 - - - - - - - - - - 
東海 41 43.9 29.3 7.3 4.9 4.9 - - 2.4 - - - - 2.4 - 4.9 
近畿 57 29.8 43.9 14.0 3.5 1.8 1.8 - - - - - - - - 5.3 
中国 27 33.3 55.6 11.1 - - - - - - - - - - - - 
四国 14 28.6 50.0 7.1 14.3 - - - - - - - - - - - 
九州・沖縄 40 45.0 37.5 5.0 10.0 - - - - - - - - - - 2.5 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

41.2 
36.2 

10.6 

3.7 1.9 0.3 0.5 0.8 0.3 0.5 0.3 0.3 0.3 -
3.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

291



 

46 
 
 

９_勧誘を受けて⾏った相当額寄附の寄附先の法⼈        
 

■ 勧誘を受けて⾏った相当額寄附の寄附先の法⼈について､「勧誘を受けて寄附したことは複数
回あり、その寄附先は、毎回同じ特定の法⼈である」と回答した者は 122 ⼈（32.4％（当該
設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「勧誘を受けて寄附したことは複数回あり、その寄附先も複数である」と回答した者は 118
⼈（31.4％）であり、「勧誘を受けて寄附したことは、1 回限りである」と回答した者は 87 ⼈
（23.1％）であり、「勧誘を受けて寄附したことは記憶しているが、その回数や寄附先は覚え
ていない」と回答した者は 49 ⼈（13.0％）であった。 

 
 
【Ｑ６_１】勧誘を受けて⾏った相当額寄附について、当該寄附先の法⼈に関し、該当するものを
1 つ選択してください。 （単⼀回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者（376 人）を対象として

いる。 

  

勧誘を受けて寄附した

ことは、1回限りである

23.1%

勧誘を受けて寄附したことは

複数回あり、その寄附先は、

毎回同じ特定の法人である

32.4%

勧誘を受けて寄附した

ことは複数回あり、その

寄附先も複数である

31.4%

勧誘を受けて寄

附したことは記憶

しているが、その

回数や寄附先は

覚えていない

13.0%

n=376
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全体 (376)

男性 (166)

女性 (210)

18～29歳 (35)

30～39歳 (25)

40～49歳 (53)

50～59歳 (49)

60～69歳 (66)

70～79歳 (92)

80歳以上 (56)

男性18～29歳 (20)

男性30～39歳 (17)

男性40～49歳 (26)

男性50～59歳 (17)

男性60～69歳 (29)

男性70～79歳 (36)

男性80歳以上 (21)

女性18～29歳 (15)

女性30～39歳 (8)

女性40～49歳 (27)

女性50～59歳 (32)

女性60～69歳 (37)

女性70～79歳 (56)

女性80歳以上 (35)

北海道 (10)

東北 (32)

北関東・甲信 (39)

南関東 (89)

北陸 (27)

東海 (41)

近畿 (57)

中国 (27)

四国 (14)

九州・沖縄 (40)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

23.1

22.9

23.3

31.4

24.0

28.3

24.5

19.7

20.7

19.6

25.0

23.5

19.2

29.4

20.7

22.2

23.8

40.0

25.0

37.0

21.9

18.9

19.6

17.1

20.0

37.5

15.4

25.8

22.2

26.8

19.3

18.5

7.1

25.0

32.4

36.7

29.0

31.4

48.0

34.0

26.5

22.7

33.7

39.3

25.0

52.9

34.6

41.2

20.7

41.7

47.6

40.0

37.5

33.3

18.8

24.3

28.6

34.3

50.0

18.8

41.0

30.3

29.6

29.3

38.6

25.9

42.9

32.5

31.4

28.9

33.3

34.3

24.0

24.5

30.6

42.4

30.4

28.6

45.0

23.5

34.6

11.8

41.4

25.0

14.3

20.0

25.0

14.8

40.6

43.2

33.9

37.1

20.0

28.1

25.6

28.1

37.0

34.1

29.8

51.9

28.6

32.5

13.0

11.4

14.3

2.9

4.0

13.2

18.4

15.2

15.2

12.5

5.0

11.5

17.6

17.2

11.1

14.3

12.5

14.8

18.8

13.5

17.9

11.4

10.0

15.6

17.9

15.7

11.1

9.8

12.3

3.7

21.4

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勧誘を受けて寄附したことは、1回限りである

勧誘を受けて寄附したことは複数回あり、その寄附先は、毎回同じ特定の法人である

勧誘を受けて寄附したことは複数回あり、その寄附先も複数である

勧誘を受けて寄附したことは記憶しているが、その回数や寄附先は覚えていない
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10_勧誘を受けて⾏った相当額寄附の寄附時期         
 
■ 勧誘を受けて⾏った相当額寄附の寄附時期について､「勧誘を受けて寄附した時期については、

全て 3 年以上前のことである」と回答した者は 131 ⼈（34.8％（当該設問の回答者全体に対
する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「勧誘を受けて寄附した時期については、３年以上前のものが多いといえる」と回答した者
は 114 ⼈（30.3％）であり、「勧誘を受けて寄附した時期については、ここ１〜２年のものが
多いといえる」と回答した者は 76 ⼈（20.2％）であり、「勧誘を受けて寄附した時期につい
ては、全てここ１〜２年のことである」と回答した者は 55 ⼈（14.6％）であった。 

 
 
【Ｑ６_２】勧誘を受けて⾏った相当額寄附について、当該寄附の時期に関し、該当するものを 1
つ選択してください。 （単⼀回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」と回答した者（376 人）を対象として

いる。 

 

勧誘を受けて寄附

した時期について

は、全てここ1～2

年のことである

14.6%

勧誘を受けて寄附した時

期については、ここ1～2年

のものが多いといえる

20.2%

勧誘を受けて寄附した時

期については、3年以上

前のものが多いといえる

30.3%

勧誘を受けて寄附

した時期について

は、全て3年以上

前のことである

34.8%

n=376
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全体 (376)

男性 (166)

女性 (210)

18～29歳 (35)

30～39歳 (25)

40～49歳 (53)

50～59歳 (49)

60～69歳 (66)

70～79歳 (92)

80歳以上 (56)

男性18～29歳 (20)

男性30～39歳 (17)

男性40～49歳 (26)

男性50～59歳 (17)

男性60～69歳 (29)

男性70～79歳 (36)

男性80歳以上 (21)

女性18～29歳 (15)

女性30～39歳 (8)

女性40～49歳 (27)

女性50～59歳 (32)

女性60～69歳 (37)

女性70～79歳 (56)

女性80歳以上 (35)

北海道 (10)

東北 (32)

北関東・甲信 (39)

南関東 (89)

北陸 (27)

東海 (41)

近畿 (57)

中国 (27)

四国 (14)

九州・沖縄 (40)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

14.6

16.9

12.9

17.1

16.0

15.1

10.2

22.7

13.0

8.9

20.0

11.8

11.5

5.9

31.0

19.4

9.5

13.3

25.0

18.5

12.5

16.2

8.9

8.6

10.0

21.9

17.9

10.1

18.5

12.2

15.8

7.4

14.3

20.0

20.2

26.5

15.2

40.0

32.0

30.2

12.2

7.6

18.5

17.9

55.0

41.2

38.5

17.6

3.4

22.2

19.0

20.0

12.5

22.2

9.4

10.8

16.1

17.1

20.0

18.8

28.2

18.0

18.5

26.8

17.5

18.5

7.1

22.5

30.3

31.9

29.0

34.3

36.0

17.0

22.4

33.3

29.3

42.9

25.0

41.2

26.9

17.6

37.9

30.6

42.9

46.7

25.0

7.4

25.0

29.7

28.6

42.9

40.0

25.0

15.4

29.2

48.1

34.1

33.3

33.3

42.9

22.5

34.8

24.7

42.9

8.6

16.0

37.7

55.1

36.4

39.1

30.4

5.9

23.1

58.8

27.6

27.8

28.6

20.0

37.5

51.9

53.1

43.2

46.4

31.4

30.0

34.4

38.5

42.7

14.8

26.8

33.3

40.7

35.7

35.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勧誘を受けて寄附した時期については、全てここ1～2年のことである

勧誘を受けて寄附した時期については、ここ1～2年のものが多いといえる

勧誘を受けて寄附した時期については、3年以上前のものが多いといえる

勧誘を受けて寄附した時期については、全て3年以上前のことである
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11_寄附の勧誘⽅法（少額寄附）               
 
■ これまでに体験した少額寄附の勧誘⽅法について､「街頭での呼びかけ（資料を配布された場

合も含みます）」と回答した者は 467 ⼈（47.2％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下
同じ。））であり、最も多かった。 
「⼾別訪問」と回答した者は 234 ⼈（23.7％）であり、「職場・学校での呼びかけ（資料を配
布された場合も含みます）」と回答した者は 229 ⼈（23.2％）であった。 

■ なお、「その他」と回答した者は 64 ⼈（6.5％）であったが、その具体的な内容について⾃
由記述形式で回答を求めたところ、寄せられたもののほとんどが、「町内会・⾃治会からの
勧誘」であった。 

 
 
【Ｑ７_１】ご⾃⾝が体験した少額寄附の勧誘⽅法について、該当するものがあれば全て選択して
ください。 （複数回答） 
※この設問は、Ｑ４_１において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」、「寄附したことはないが、勧誘を受け

たことがある」のいずれかを回答した者（989 人）を対象としている。 

 

街頭での呼びかけ(資料を配布された
場合も含みます)

戸別訪問

職場・学校での呼びかけ(資料を配布
された場合も含みます)

行事やイベントに参加した際

インターネット(ホームページ、バナー
広告、ポップアップ広告など)

郵便(手紙、書面)

家族や知人からの紹介

SNS(ダイレクトメール、ダイレクトメッ
セージも含みます)

テレビ・ラジオ

電話

会議室や事務所等の特定の場所に招
かれた際

新聞・雑誌

その他

47.2

23.7

23.2

18.8

13.7

9.6

8.9

7.3

5.7

5.5

3.7

3.1

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=989 
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n=

街
頭
で
の
呼
び
か
け

戸
別
訪
問

職
場
・
学
校
で
の
呼
び
か
け

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
際

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

郵
便

家
族
や
知
人
か
ら
の
紹
介

S
N
S

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

電
話

会
議
室
や
事
務
所
等
の
特
定

の
場
所
に
招
か
れ
た
際

新
聞
・
雑
誌

そ
の
他

全体 989 47.2 23.7 23.2 18.8 13.7 9.6 8.9 7.3 5.7 5.5 3.7 3.1 6.5 
男性 482 44.8 23.7 21.2 18.3 18.0 13.9 6.6 9.3 7.1 7.3 4.8 3.9 5.0 
女性 507 49.5 23.7 25.0 19.3 9.5 5.5 11.0 5.3 4.3 3.7 2.8 2.4 7.9 
18～29歳 120 39.2 9.2 24.2 12.5 19.2 10.8 8.3 11.7 7.5 6.7 6.7 5.0 0.8 
30～39歳 107 47.7 14.0 29.0 15.9 12.1 5.6 2.8 8.4 2.8 8.4 9.3 3.7 2.8 
40～49歳 164 45.1 27.4 28.7 15.2 13.4 4.9 12.2 9.8 6.1 6.1 3.0 3.0 1.8 
50～59歳 154 51.3 26.0 30.5 20.1 11.7 7.1 8.4 5.2 6.5 3.2 1.9 1.3 9.7 
60～69歳 146 50.7 26.7 28.8 18.5 9.6 8.9 8.2 4.8 4.8 2.7 1.4 2.7 8.9 
70～79歳 175 52.6 29.1 12.6 21.1 14.9 14.3 8.6 4.6 5.1 5.1 3.4 2.9 8.6 
80歳以上 123 40.7 26.8 8.9 27.6 15.4 15.4 12.2 8.1 6.5 7.3 2.4 4.1 11.4 
男性18～29歳 66 31.8 12.1 25.8 15.2 16.7 13.6 7.6 16.7 9.1 7.6 7.6 6.1 1.5 
男性30～39歳 59 44.1 22.0 23.7 15.3 18.6 8.5 3.4 13.6 3.4 11.9 8.5 5.1 1.7 
男性40～49歳 86 47.7 29.1 23.3 16.3 15.1 5.8 11.6 10.5 7.0 9.3 4.7 3.5 2.3 
男性50～59歳 65 38.5 29.2 23.1 15.4 15.4 12.3 4.6 6.2 7.7 1.5 3.1 - 7.7 
男性60～69歳 65 53.8 27.7 30.8 12.3 15.4 15.4 4.6 3.1 6.2 4.6 1.5 6.2 4.6 
男性70～79歳 90 46.7 21.1 12.2 25.6 23.3 20.0 6.7 5.6 7.8 6.7 4.4 3.3 11.1 
男性80歳以上 51 51.0 23.5 9.8 27.5 21.6 23.5 5.9 11.8 7.8 9.8 3.9 3.9 3.9 
女性18～29歳 54 48.1 5.6 22.2 9.3 22.2 7.4 9.3 5.6 5.6 5.6 5.6 3.7 - 
女性30～39歳 48 52.1 4.2 35.4 16.7 4.2 2.1 2.1 2.1 2.1 4.2 10.4 2.1 4.2 
女性40～49歳 78 42.3 25.6 34.6 14.1 11.5 3.8 12.8 9.0 5.1 2.6 1.3 2.6 1.3 
女性50～59歳 89 60.7 23.6 36.0 23.6 9.0 3.4 11.2 4.5 5.6 4.5 1.1 2.2 11.2 
女性60～69歳 81 48.1 25.9 27.2 23.5 4.9 3.7 11.1 6.2 3.7 1.2 1.2 - 12.3 
女性70～79歳 85 58.8 37.6 12.9 16.5 5.9 8.2 10.6 3.5 2.4 3.5 2.4 2.4 5.9 
女性80歳以上 72 33.3 29.2 8.3 27.8 11.1 9.7 16.7 5.6 5.6 5.6 1.4 4.2 16.7 
北海道 36 47.2 19.4 22.2 22.2 16.7 13.9 8.3 8.3 8.3 8.3 2.8 5.6 2.8 
東北 66 37.9 36.4 22.7 16.7 19.7 9.1 7.6 9.1 4.5 4.5 6.1 - 9.1 
北関東・甲信 77 32.5 32.5 14.3 18.2 16.9 7.8 10.4 9.1 6.5 5.2 3.9 3.9 14.3 
南関東 268 49.3 17.2 23.5 22.0 12.3 11.9 9.3 7.1 6.0 4.9 5.6 4.5 4.5 
北陸 45 53.3 20.0 20.0 13.3 20.0 11.1 6.7 2.2 2.2 6.7 - 2.2 8.9 
東海 130 50.8 25.4 26.9 20.0 10.0 8.5 3.1 3.8 3.1 6.9 3.1 0.8 8.5 
近畿 145 44.8 24.1 18.6 20.7 14.5 6.2 9.0 7.6 4.8 5.5 3.4 4.1 4.1 
中国 75 40.0 24.0 21.3 8.0 13.3 8.0 13.3 6.7 8.0 4.0 1.3 1.3 9.3 
四国 39 56.4 12.8 28.2 15.4 5.1 15.4 5.1 10.3 5.1 5.1 2.6 2.6 7.7 
九州・沖縄 108 56.5 29.6 31.5 18.5 13.9 8.3 13.9 10.2 8.3 5.6 2.8 3.7 2.8 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別
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12_寄附の勧誘⽅法（相当額寄附）              
 
■ これまでに体験した相当額寄附の勧誘⽅法について､「街頭での呼びかけ（資料を配布された

場合も含みます）」と回答した者は 267 ⼈（32.9％（当該設問の回答者全体に対する割合。以
下同じ。））であり、最も多かった。 
「⼾別訪問」と回答した者は 191 ⼈（23.5％）であり、「職場・学校での呼びかけ（資料を配
布された場合も含みます）」と回答した者は 139 ⼈（17.1％）であった。 

■ なお、「その他」と回答した者は 37 ⼈（4.6％）であったが、その具体的な内容について⾃由
記述形式で回答を求めたところ、寄せられた回答としては、「町内会・⾃治会からの勧誘」が
多かった。 

 
 
【Ｑ７_２】ご⾃⾝が体験した相当額寄附の勧誘⽅法について、該当するものがあれば全て選択し
てください。 （複数回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」、「寄附したことはないが、勧誘を受け

たことがある」のいずれかを回答した者（812 人）を対象としている。 

 

街頭での呼びかけ(資料を配布された
場合も含みます)

戸別訪問

職場・学校での呼びかけ(資料を配布
された場合も含みます)

行事やイベントに参加した際

郵便(手紙、書面)

インターネット(ホームページ、バナー
広告、ポップアップ広告など)

家族や知人からの紹介

SNS(ダイレクトメール、ダイレクトメッ
セージも含みます)

電話

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

会議室や事務所等の特定の場所に招
かれた際

その他

32.9

23.5

17.1

15.9

14.9

14.3

11.2

9.6

6.9

6.3

4.3

3.3

4.6
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n=

街
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で
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け

戸
別
訪
問

職
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ベ
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に
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ッ
ト

家
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や
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か
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の
紹
介

S
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S

電
話
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オ

新
聞
・
雑
誌

会
議
室
や
事
務
所
等
の
特
定

の
場
所
に
招
か
れ
た
際

そ
の
他

全体 812 32.9 23.5 17.1 15.9 14.9 14.3 11.2 9.6 6.9 6.3 4.3 3.3 4.6 
男性 412 31.8 22.8 16.7 16.7 17.0 18.4 9.7 12.9 8.3 8.0 5.8 4.1 3.4 
女性 400 34.0 24.3 17.5 15.0 12.8 10.0 12.8 6.3 5.5 4.5 2.8 2.5 5.8 
18～29歳 109 34.9 9.2 17.4 12.8 9.2 18.3 14.7 17.4 12.8 10.1 11.0 6.4 0.9 
30～39歳 76 42.1 19.7 15.8 9.2 11.8 11.8 5.3 17.1 10.5 7.9 5.3 3.9 1.3 
40～49歳 126 31.0 19.8 23.8 14.3 13.5 10.3 12.7 11.1 9.5 7.1 3.2 3.2 2.4 
50～59歳 127 35.4 26.8 22.0 20.5 13.4 13.4 10.2 5.5 3.1 6.3 2.4 2.4 2.4 
60～69歳 115 33.9 27.8 21.7 15.7 13.0 10.4 7.8 6.1 2.6 3.5 3.5 2.6 5.2 
70～79歳 159 31.4 28.3 11.9 16.4 20.1 15.1 13.2 6.9 5.0 5.0 1.3 3.1 8.2 
80歳以上 100 24.0 30.0 6.0 20.0 21.0 21.0 12.0 7.0 7.0 5.0 6.0 2.0 10.0 
男性18～29歳 65 30.8 10.8 18.5 12.3 9.2 21.5 15.4 18.5 12.3 12.3 16.9 9.2 1.5 
男性30～39歳 46 39.1 23.9 17.4 8.7 19.6 15.2 6.5 23.9 15.2 8.7 6.5 2.2 - 
男性40～49歳 71 29.6 21.1 25.4 18.3 12.7 12.7 9.9 16.9 12.7 9.9 2.8 4.2 4.2 
男性50～59歳 59 27.1 28.8 16.9 18.6 15.3 18.6 10.2 6.8 1.7 5.1 - 3.4 1.7 
男性60～69歳 55 38.2 23.6 18.2 14.5 14.5 9.1 3.6 5.5 3.6 5.5 5.5 1.8 5.5 
男性70～79歳 73 31.5 24.7 11.0 20.5 26.0 23.3 12.3 8.2 5.5 4.1 1.4 4.1 5.5 
男性80歳以上 43 27.9 30.2 7.0 23.3 23.3 30.2 7.0 11.6 7.0 11.6 9.3 2.3 4.7 
女性18～29歳 44 40.9 6.8 15.9 13.6 9.1 13.6 13.6 15.9 13.6 6.8 2.3 2.3 - 
女性30～39歳 30 46.7 13.3 13.3 10.0 - 6.7 3.3 6.7 3.3 6.7 3.3 6.7 3.3 
女性40～49歳 55 32.7 18.2 21.8 9.1 14.5 7.3 16.4 3.6 5.5 3.6 3.6 1.8 - 
女性50～59歳 68 42.6 25.0 26.5 22.1 11.8 8.8 10.3 4.4 4.4 7.4 4.4 1.5 2.9 
女性60～69歳 60 30.0 31.7 25.0 16.7 11.7 11.7 11.7 6.7 1.7 1.7 1.7 3.3 5.0 
女性70～79歳 86 31.4 31.4 12.8 12.8 15.1 8.1 14.0 5.8 4.7 5.8 1.2 2.3 10.5 
女性80歳以上 57 21.1 29.8 5.3 17.5 19.3 14.0 15.8 3.5 7.0 - 3.5 1.8 14.0 
北海道 22 36.4 9.1 13.6 9.1 13.6 18.2 9.1 13.6 4.5 4.5 4.5 - 4.5 
東北 63 27.0 33.3 14.3 6.3 12.7 14.3 7.9 15.9 7.9 3.2 1.6 4.8 3.2 
北関東・甲信 68 29.4 33.8 17.6 17.6 13.2 13.2 13.2 8.8 5.9 7.4 4.4 5.9 8.8 
南関東 219 37.4 17.4 19.2 17.4 14.2 16.0 12.8 8.2 7.8 7.3 5.9 5.0 3.2 
北陸 41 29.3 26.8 17.1 14.6 17.1 19.5 9.8 2.4 4.9 2.4 2.4 - 4.9 
東海 101 31.7 25.7 20.8 15.8 15.8 10.9 6.9 9.9 4.0 5.0 4.0 2.0 6.9 
近畿 121 29.8 23.1 14.0 21.5 15.7 9.9 11.6 11.6 7.4 5.0 3.3 3.3 4.1 
中国 65 24.6 23.1 13.8 10.8 15.4 10.8 13.8 4.6 9.2 4.6 1.5 3.1 3.1 
四国 28 35.7 21.4 21.4 21.4 10.7 10.7 7.1 14.3 - 3.6 3.6 - 7.1 
九州・沖縄 84 40.5 25.0 15.5 14.3 17.9 21.4 13.1 10.7 9.5 13.1 7.1 1.2 3.6 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別
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年代別
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13_寄附の勧誘に関する印象（少額寄附）           
 
■ これまでに受けた少額寄附の勧誘に関する印象について､「少なくとも困ったりどうして良い

か分からなくなるような勧誘を受けた記憶はない」と回答した者は 397 ⼈（40.1％（当該設
問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「いずれも問題がない適切な勧誘だった」と回答した者は 256 ⼈（25.9％）であり、「困った
勧誘や⼾惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が少し（１〜２回程度）あった。そ
の時期は 3 年以上前のことだった」と回答した者は 129 ⼈（13.0％）であった。 

 
 
【Ｑ８_１】これまでに受けた少額寄附の勧誘に関するあなたの印象について、当てはまるものが
あれば、全て選択してください。 （複数回答） 
※この設問は、Ｑ４_１において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」、「寄附したことはないが、勧誘を受け

たことがある」のいずれかを回答した者（989 人）を対象としている。 

 

 

いずれも問題がない適切な勧誘だった

少なくとも困ったりどうして良いか分から
なくなるような勧誘を受けた記憶はない

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が少し(1～2回程
度)あった。その時期はここ1～2年のこと

だった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が少し(1～2回程
度)あった。その時期は3年以上前のこと

だった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が多かった(3回以
上)。その時期はここ1～2年のことだった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が多かった(3回以
上)。その時期は3年以上前のことだった

25.9

40.1

11.7

13.0

5.3

7.2
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n=

いずれも問題がな
い適切な勧誘だっ

た

少なくとも困ったり
どうして良いか分
からなくなるような
勧誘を受けた記憶

はない

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が少し(1～
2回程度)あった。そ
の時期はここ1～2

年のことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が少し(1～
2回程度)あった。そ
の時期は3年以上

前のことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が多かった
(3回以上)。その時
期はここ1～2年の

ことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が多かった
(3回以上)。その時
期は3年以上前の

ことだった
全体 989 25.9 40.1 11.7 13.0 5.3 7.2 

男性 482 24.1 40.0 12.7 13.3 6.4 7.5 
女性 507 27.6 40.2 10.8 12.8 4.1 6.9 
18～29歳 120 20.0 25.8 20.8 22.5 9.2 11.7 
30～39歳 107 19.6 35.5 14.0 18.7 9.3 9.3 
40～49歳 164 26.2 40.9 13.4 9.8 5.5 6.7 
50～59歳 154 29.2 37.7 7.1 15.6 2.6 8.4 
60～69歳 146 28.1 42.5 8.9 11.0 5.5 6.2 
70～79歳 175 29.7 44.6 11.4 8.6 2.9 4.6 
80歳以上 123 24.4 51.2 8.1 8.9 4.1 4.9 
男性18～29歳 66 16.7 30.3 24.2 19.7 12.1 7.6 
男性30～39歳 59 23.7 25.4 15.3 20.3 8.5 13.6 
男性40～49歳 86 23.3 40.7 17.4 9.3 5.8 8.1 
男性50～59歳 65 26.2 41.5 7.7 15.4 3.1 6.2 
男性60～69歳 65 27.7 40.0 7.7 10.8 7.7 7.7 
男性70～79歳 90 28.9 46.7 7.8 11.1 3.3 4.4 
男性80歳以上 51 19.6 54.9 7.8 7.8 5.9 5.9 
女性18～29歳 54 24.1 20.4 16.7 25.9 5.6 16.7 
女性30～39歳 48 14.6 47.9 12.5 16.7 10.4 4.2 
女性40～49歳 78 29.5 41.0 9.0 10.3 5.1 5.1 
女性50～59歳 89 31.5 34.8 6.7 15.7 2.2 10.1 
女性60～69歳 81 28.4 44.4 9.9 11.1 3.7 4.9 
女性70～79歳 85 30.6 42.4 15.3 5.9 2.4 4.7 
女性80歳以上 72 27.8 48.6 8.3 9.7 2.8 4.2 
北海道 36 30.6 30.6 13.9 16.7 2.8 8.3 
東北 66 27.3 31.8 15.2 13.6 4.5 10.6 
北関東・甲信 77 29.9 45.5 7.8 7.8 6.5 6.5 
南関東 268 21.6 43.3 11.6 12.7 8.2 7.1 
北陸 45 13.3 51.1 17.8 20.0 2.2 - 
東海 130 26.2 30.0 15.4 15.4 5.4 10.8 
近畿 145 28.3 40.7 7.6 13.1 4.1 7.6 
中国 75 32.0 44.0 10.7 8.0 4.0 5.3 
四国 39 25.6 46.2 10.3 12.8 2.6 5.1 
九州・沖縄 108 28.7 38.9 12.0 13.9 2.8 5.6 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別
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14_寄附の勧誘に関する印象（相当額寄附）          
 
■ これまでに受けた相当額寄附の勧誘に関する印象について､「少なくとも困ったりどうして良

いか分からなくなるような勧誘を受けた記憶はない」と回答した者は 278 ⼈（34.2％（当該
設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「いずれも問題がない適切な勧誘だった」と回答した者は 184 ⼈（22.7％）であり、「困った
勧誘や⼾惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が少し（１〜２回程度）あった。そ
の時期は 3 年以上前のことだった」と回答した者は 177 ⼈（21.8％）であった。 

 
 
【Ｑ８_２】これまでに受けた相当額寄附の勧誘に関するあなたの印象について、当てはまるもの
があれば、全て選択してください。 （複数回答） 
※この設問は、Ｑ４_２において、「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」、「寄附したことはないが、勧誘を受け

たことがある」のいずれかを回答した者（812 人）を対象としている。 

 

 

いずれも問題がない適切な勧誘だった

少なくとも困ったりどうして良いか分から
なくなるような勧誘を受けた記憶はない

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が少し(1～2回程
度)あった。その時期はここ1～2年のこと

だった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が少し(1～2回程
度)あった。その時期は3年以上前のこと

だった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が多かった(3回以
上)。その時期はここ1～2年のことだった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か
らなくなるような勧誘が多かった(3回以
上)。その時期は3年以上前のことだった

22.7

34.2

11.7

21.8

6.3

6.9

0% 10% 20% 30% 40%

n=812 

302



 

57 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

n=

いずれも問題がな
い適切な勧誘だっ

た

少なくとも困ったり
どうして良いか分
からなくなるような
勧誘を受けた記憶

はない

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が少し(1～
2回程度)あった。そ
の時期はここ1～2

年のことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が少し(1～
2回程度)あった。そ
の時期は3年以上

前のことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が多かった
(3回以上)。その時
期はここ1～2年の

ことだった

困った勧誘や戸惑
いどうして良いか

分からなくなるよう
な勧誘が多かった
(3回以上)。その時
期は3年以上前の

ことだった
全体 812 22.7 34.2 11.7 21.8 6.3 6.9 

男性 412 20.9 33.3 12.9 21.1 7.8 8.0 
女性 400 24.5 35.3 10.5 22.5 4.8 5.8 
18～29歳 109 15.6 18.3 24.8 30.3 14.7 6.4 
30～39歳 76 10.5 36.8 14.5 26.3 9.2 5.3 
40～49歳 126 22.2 24.6 14.3 27.0 7.9 7.9 
50～59歳 127 22.0 36.2 7.1 23.6 5.5 7.9 
60～69歳 115 29.6 35.7 6.1 18.3 5.2 6.1 
70～79歳 159 26.4 42.1 9.4 17.6 0.6 6.3 
80歳以上 100 27.0 45.0 8.0 11.0 4.0 8.0 
男性18～29歳 65 12.3 18.5 23.1 30.8 21.5 7.7 
男性30～39歳 46 15.2 30.4 13.0 23.9 8.7 8.7 
男性40～49歳 71 28.2 21.1 16.9 23.9 7.0 8.5 
男性50～59歳 59 16.9 42.4 8.5 23.7 3.4 6.8 
男性60～69歳 55 27.3 32.7 5.5 18.2 7.3 9.1 
男性70～79歳 73 20.5 43.8 13.7 17.8 - 5.5 
男性80歳以上 43 25.6 48.8 4.7 4.7 7.0 11.6 
女性18～29歳 44 20.5 18.2 27.3 29.5 4.5 4.5 
女性30～39歳 30 3.3 46.7 16.7 30.0 10.0 - 
女性40～49歳 55 14.5 29.1 10.9 30.9 9.1 7.3 
女性50～59歳 68 26.5 30.9 5.9 23.5 7.4 8.8 
女性60～69歳 60 31.7 38.3 6.7 18.3 3.3 3.3 
女性70～79歳 86 31.4 40.7 5.8 17.4 1.2 7.0 
女性80歳以上 57 28.1 42.1 10.5 15.8 1.8 5.3 
北海道 22 27.3 18.2 4.5 31.8 18.2 4.5 
東北 63 23.8 33.3 11.1 23.8 4.8 4.8 
北関東・甲信 68 32.4 30.9 5.9 23.5 8.8 2.9 
南関東 219 20.5 33.3 14.2 20.5 8.2 9.1 
北陸 41 14.6 39.0 12.2 29.3 2.4 4.9 
東海 101 20.8 33.7 12.9 17.8 5.9 9.9 
近畿 121 20.7 39.7 9.1 21.5 5.0 6.6 
中国 65 29.2 33.8 10.8 16.9 4.6 6.2 
四国 28 10.7 46.4 10.7 21.4 - 10.7 
九州・沖縄 84 26.2 31.0 15.5 25.0 4.8 3.6 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

22.7 

34.2 

11.7 

21.8 

6.3 6.9 

0%

10%

20%

30%

40%
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15_寄附との接点や関わりの程度（本⼈）           
 
■ 寄附することや寄附の勧誘を受けることについて、回答者本⼈との接点や関わりの程度を尋

ねたところ、「⾝近なこととは感じない」と回答した者は 1,969 ⼈（39.4％（当該設問の回答
者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「⾝近なこととは全く感じない」と回答した者は 1,598 ⼈（32.0％）であり、「⾝近なことと
感じる」と回答した者は 1,236 ⼈（24.7％）であり、「かなり⾝近なことと感じる」と回答し
た者は 197 ⼈（3.9％）であった。 

 
 
【Ｑ９】寄附することや寄附の勧誘を受けることについて、あなたとの接点や関わりの程度とし
て当てはまるものを、1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

かなり身近なことと感じる

3.9%

身近なことと感じる

24.7%

身近なこととは感じない

39.4%

身近なこととは

全く感じない

32.0%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

女性
年代別

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

3.9

3.8

4.1

6.0

4.2

3.7

3.4

3.6

3.1

3.8

7.0

3.6

3.7

2.3

2.8

2.8

4.6

5.0

4.9

3.6

4.4

4.3

3.3

3.4

3.3

3.5

5.7

4.1

3.9

4.8

2.6

5.3

3.4

3.4

24.7

22.1

27.2

21.0

16.9

22.9

23.4

22.5

34.4

33.4

16.8

15.1

22.4

21.7

20.2

30.9

31.0

25.4

18.8

23.4

25.1

24.7

37.3

34.9

21.3

27.1

26.6

23.1

31.4

25.9

24.5

25.4

20.8

24.9

39.4

39.9

38.9

33.1

33.1

36.3

40.2

48.6

41.5

43.6

34.6

31.8

36.8

40.6

48.9

42.2

48.2

31.6

34.6

35.8

39.8

48.2

40.9

40.7

40.8

37.3

35.9

41.0

36.3

41.3

36.5

45.8

40.9

37.8

32.0

34.3

29.8

39.9

45.7

37.1

33.1

25.4

21.0

19.2

41.6

49.6

37.1

35.4

28.1

24.1

16.2

38.0

41.7

37.2

30.7

22.8

18.4

21.0

34.6

32.1

31.8

31.8

28.4

28.0

36.5

23.6

34.9

33.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなり身近なことと感じる 身近なことと感じる 身近なこととは感じない 身近なこととは全く感じない
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16_悪質な寄附勧誘被害の聞知状況              
 
■ 家族や知⼈等から聞いたり、相談された悪質な寄附勧誘の被害について尋ねたところ、「寄附

について、家族や知り合いなどから、困った勧誘や⼾惑いどうして良いか分からなくなるよ
うな勧誘を受けたと聞いたり、相談されたことはない」と回答した者は 4,674 ⼈（93.5％（当
該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） であり、「寄附について、家族や知り合い
などから、困った勧誘や⼾惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘を受けたと聞いた
り、⼜は相談されたことがある」と回答した者 326 ⼈（6.5％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ10_１】ご家族やお知り合いの⽅などから聞いたり、相談された悪質な寄附勧誘の被害はあり
ましたか。次の中から該当するものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

寄附について、家族や知り合いなどか

ら、困った勧誘や戸惑いどうして良いか

分からなくなるような勧誘を受けたと聞

いたり、又は相談されたことがある

6.5%

寄附について、家族や知り合いなどから、

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分か

らなくなるような勧誘を受けたと聞いたり、

相談されたことはない

93.5%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

6.5

7.8

5.3

11.1

9.2

7.4

4.8

3.7

4.2

5.4

13.4

10.7

10.0

5.2

3.4

5.7

5.1

8.8

7.7

4.8

4.4

4.1

2.9

5.6

5.7

6.4

6.3

6.0

9.3

6.5

6.4

8.5

4.7

7.0

93.5

92.2

94.7

88.9

90.8

92.6

95.2

96.3

95.8

94.6

86.6

89.3

90.0

94.8

96.6

94.3

94.9

91.2

92.3

95.2

95.6

95.9

97.1

94.4

94.3

93.6

93.8

94.0

90.7

93.5

93.6

91.5

95.3

93.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

寄附について、家族や知り合いなどから、困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘を受け

たと聞いたり、又は相談されたことがある

寄附について、家族や知り合いなどから、困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘を受け

たと聞いたり、相談されたことはない
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17_寄附との接点や関わりの程度（家族や知⼈等）        
 
■ 寄附することや寄附の勧誘を受けることについて、家族や知⼈等との接点や関わりの程度を

尋ねたところ、「家族や知り合いなどにとって⾝近なこととは、全く感じない」と回答した者
は 1,921 ⼈（38.4％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多か
った。 
「家族や知り合いなどにとって⾝近なこととは、感じない」と回答した者は 1,894 ⼈（37.9％）
であり、「家族や知り合いなどにとって⾝近なことと、感じる」と回答した者は 995 ⼈（19.9％）
であり、「家族や知り合いなどにとってかなり⾝近なことと、感じる」と回答した者は 190 ⼈
（3.8％）であった。 

 
 
【Ｑ10_２】ご家族やお知り合いの⽅などにとって、寄附することや寄附の勧誘を受けることとの
接点や関わりの程度として、当てはまると思われるものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

家族や知り合いなどにとって

かなり身近なことと、感じる

3.8%

家族や知り合いなど

にとって身近なこと

と、感じる

19.9%

家族や知り合いなどにとって

身近なこととは、感じない

37.9%

家族や知り合いなど

にとって身近なことと

は、全く感じない

38.4%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

女性
年代別

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

3.8

3.4

4.2

5.1

3.6

4.0

3.9

4.0

3.0

2.7

4.7

3.0

4.7

2.6

2.8

2.8

2.5

5.6

4.3

3.3

5.2

5.1

3.1

2.8

5.2

3.8

6.5

3.4

3.4

4.8

3.0

3.5

2.7

3.2

19.9

18.7

21.0

19.6

15.6

19.0

21.1

17.4

24.4

22.5

19.0

13.4

17.9

20.9

16.6

22.4

21.8

20.2

17.9

20.0

21.2

18.2

26.1

22.8

17.5

23.0

19.5

19.0

22.1

22.2

20.0

22.9

16.1

17.8

37.9

37.5

38.2

30.1

31.0

34.6

37.9

45.7

43.1

44.0

28.2

27.9

36.4

35.7

47.8

45.0

45.2

32.2

34.3

32.7

40.1

43.6

41.4

43.2

37.4

36.2

37.2

39.9

38.7

37.4

34.0

41.2

40.3

37.8

38.4

40.4

36.6

45.1

49.8

42.5

37.2

33.0

29.6

30.9

48.0

55.8

41.0

40.8

32.9

29.7

30.5

42.1

43.5

43.9

33.6

33.1

29.4

31.2

39.8

37.0

36.7

37.8

35.8

35.7

43.1

32.4

40.9

41.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族や知り合いなどにとってかなり身近なことと、感じる

家族や知り合いなどにとって身近なことと、感じる

家族や知り合いなどにとって身近なこととは、感じない

家族や知り合いなどにとって身近なこととは、全く感じない
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18_不当寄附勧誘防⽌法の社会的必要性               
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法の社会的必要性について、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律

は社会的に必要だと思う」と回答した者は 4,366 ⼈（87.3％（当該設問の回答者全体に対す
る割合。以下同じ。）） であり、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律は不必要だと
思う」と回答した者 634 ⼈（12.7％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ11_１】不当寄附勧誘防⽌法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により
禁⽌されています。このことを踏まえ、こうした法律の社会的必要性について、あなたの考えに
近いものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(こうした法律は

社会的に必要だと思う)

87.3%

Bに近い(こうした

法律は不必要だと

思う)

12.7%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

87.3

86.3

88.2

80.6

81.7

84.4

88.4

92.0

93.3

91.4

81.0

77.4

82.5

87.6

92.7

93.2

93.4

80.1

86.1

86.4

89.1

91.3

93.3

90.1

87.7

88.9

87.2

86.5

82.4

89.9

86.3

87.0

89.9

88.5

12.7

13.7

11.8

19.4

18.3

15.6

11.6

8.0

6.7

8.6

19.0

22.6

17.5

12.4

7.3

6.8

6.6

19.9

13.9

13.6

10.9

8.7

6.7

9.9

12.3

11.1

12.8

13.5

17.6

10.1

13.7

13.0

10.1

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(こうした法律は社会的に必要だと思う) Bに近い(こうした法律は不必要だと思う)
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19_不当寄附勧誘防⽌法の社会的影響（その①）          
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法の社会的影響に関して、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律が

あることは、安⼼して寄附ができることにつながると思う」と回答した者は 3,808 ⼈（76.2％
（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） であり、⾃⾝の考えに近いものとして、
「こうした法律があることは、安⼼して寄附ができることにつながるとは思わない」と回答
した者 1,192 ⼈（23.8％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ11_２】不当寄附勧誘防⽌法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により
禁⽌されています。このことを踏まえ、こうした法律があることによる社会的な影響として、あ
なたの考えに近いものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(こうした法律があるこ

とは、安心して寄附ができること

につながると思う)

76.2%

Bに近い(こうした法律が

あることは、安心して寄附

ができることにつながる

とは思わない)

23.8%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

76.2

73.2

78.9

74.6

72.6

71.5

75.2

77.4

81.5

82.3

72.6

68.2

69.2

71.8

73.3

78.8

83.8

76.6

77.2

73.7

78.6

81.3

83.7

81.5

74.4

76.7

74.0

75.2

72.5

79.0

75.0

77.1

85.2

77.7

23.8

26.8

21.1

25.4

27.4

28.5

24.8

22.6

18.5

17.7

27.4

31.8

30.8

28.2

26.7

21.2

16.2

23.4

22.8

26.3

21.4

18.7

16.3

18.5

25.6

23.3

26.0

24.8

27.5

21.0

25.0

22.9

14.8

22.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(こうした法律があることは、安心して寄附ができることにつながると思う)

Bに近い(こうした法律があることは、安心して寄附ができることにつながるとは思わない)
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20_不当寄附勧誘防⽌法の社会的影響（その②）          
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法の社会的影響に関して、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律が

あっても、⼀般に、寄附を募る法⼈の勧誘活動の妨げになるとは思わない」と回答した者は
3,458 ⼈（69.2％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） であり、⾃⾝の考え
に近いものとして、「こうした法律があることは、⼀般に、寄附を募る法⼈の勧誘活動の妨げ
になると思う」と回答した者 1,542 ⼈（30.8％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ11_３】不当寄附勧誘防⽌法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により
禁⽌されています。このことを踏まえ、こうした法律があることによる社会的な影響として、あ
なたの考えに近いものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(こうした法律が

あっても、一般に、寄附を募

る法人の勧誘活動の妨げに

なるとは思わない)

69.2%

Bに近い(こうした法律が

あることは、一般に、寄附

を募る法人の勧誘活動の

妨げになると思う)

30.8%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

69.2

69.8

68.6

61.7

67.9

69.8

69.1

72.1

73.5

69.1

64.0

67.4

69.9

70.5

73.6

72.2

71.6

59.4

68.5

69.7

67.7

70.7

74.6

67.6

73.9

71.4

69.3

69.2

71.1

68.6

65.8

69.7

67.1

71.0

30.8

30.2

31.4

38.3

32.1

30.2

30.9

27.9

26.5

30.9

36.0

32.6

30.1

29.5

26.4

27.8

28.4

40.6

31.5

30.3

32.3

29.3

25.4

32.4

26.1

28.6

30.7

30.8

28.9

31.4

34.2

30.3

32.9

29.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(こうした法律があっても、一般に、寄附を募る法人の勧誘活動の妨げになるとは思わない)

Bに近い(こうした法律があることは、一般に、寄附を募る法人の勧誘活動の妨げになると思う)
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21_不当寄附勧誘防⽌法の効果・抑⽌⼒（その①）       
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法の効果・抑⽌⼒に関して、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律

があることは、社会的に許し難い悪質な寄附勧誘の抑⽌や改善に向け、効果を発揮すると思
う」と回答した者は 3,748 ⼈（75.0％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） 
であり、⾃⾝の考えに近いものとして、「こうした法律があっても、社会的に許し難い悪質な
寄附勧誘を抑⽌したり改善するような効果はないと思う」と回答した者 1,252 ⼈（25.0％）
を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ11_４】不当寄附勧誘防⽌法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により
禁⽌されています。このことを踏まえ、こうした法律による効果・抑⽌⼒として、あなたの考え
に近いものを 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(こうした法律があるこ

とは、社会的に許し難い悪質な

寄附勧誘の抑止や改善に向

け、効果を発揮すると思う)

75.0%

Bに近い(こうした法律

があっても、社会的に許

し難い悪質な寄附勧誘

を抑止したり改善するよ

うな効果はないと思う)

25.0%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

75.0

73.4

76.4

69.4

66.4

71.0

76.6

78.2

81.7

82.7

67.9

61.7

70.9

74.2

77.2

81.6

86.3

71.1

71.3

71.1

79.1

79.1

81.8

80.6

77.7

74.3

74.0

74.0

73.5

75.6

74.9

75.7

75.2

77.1

25.0

26.6

23.6

30.6

33.6

29.0

23.4

21.8

18.3

17.3

32.1

38.3

29.1

25.8

22.8

18.4

13.7

28.9

28.7

28.9

20.9

20.9

18.2

19.4

22.3

25.7

26.0

26.0

26.5

24.4

25.1

24.3

24.8

22.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(こうした法律があることは、社会的に許し難い悪質な寄附勧誘の抑止や改善に向け、効果を発揮すると思う)

Bに近い(こうした法律があっても、社会的に許し難い悪質な寄附勧誘を抑止したり改善するような効果はないと思う)
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22_不当寄附勧誘防⽌法の効果・抑⽌⼒（その②）       
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法の効果・抑⽌⼒に関して、「こうした法律があることで、法⼈による寄附

の勧誘について、適切な⾏為に基づく対応が今後徐々に定着すると思う」と回答した者は
2,702 ⼈（54.0％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「こうした法律があっても、法⼈による寄附の勧誘について、適切な⾏為に基づく対応が定
着するとは思わない」と回答した者は 1,577 ⼈（31.5％）であり、「こうした法律があること
で、法⼈による寄附の勧誘について、適切な⾏為に基づく対応が既に定着したと思う」と回
答した者は 494 ⼈（9.9％）であり、「こうした法律がなくても、法⼈による寄附の勧誘につ
いて、適切な⾏為に基づく対応が⾏われていると思う」と回答した者は 227 ⼈（4.5％）であ
った。 

 
 
【Ｑ12】不当寄附勧誘防⽌法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により禁
⽌されています。このことを踏まえ、こうした法律による効果・抑⽌⼒として、選択肢のうち当
てはまるものを１つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

こうした法律がなくても、法人による寄

附の勧誘について、適切な行為に基づ

く対応が行われていると思う

4.5%

こうした法律があることで、

法人による寄附の勧誘につ

いて、適切な行為に基づく

対応が既に定着したと思う

9.9%

こうした法律があることで、法人に

よる寄附の勧誘について、適切な

行為に基づく対応が今後徐々に

定着すると思う

54.0%

こうした法律があって

も、法人による寄附の

勧誘について、適切な

行為に基づく対応が

定着するとは思わない

31.5%

n=5,000

318



 

73 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

4.5

4.8

4.3

5.4

3.6

5.0

5.0

3.3

4.0

5.6

5.6

5.0

5.1

4.7

2.8

4.2

6.6

5.3

2.2

4.8

5.4

3.8

3.8

4.9

5.7

3.5

5.5

4.6

6.9

4.4

3.7

7.4

4.7

2.9

9.9

10.3

9.5

15.0

10.6

12.0

6.2

6.3

8.4

11.1

17.9

9.2

12.1

6.5

7.3

8.2

10.7

12.0

12.0

11.9

5.9

5.4

8.6

11.4

12.3

10.2

8.3

8.7

12.7

11.1

10.0

12.0

7.4

10.1

54.0

52.4

55.6

46.1

47.0

46.9

58.5

58.6

60.8

62.0

44.7

43.0

48.5

56.6

57.3

58.9

61.9

47.7

51.2

45.3

60.5

59.9

62.4

62.0

49.8

57.1

51.3

56.0

50.5

55.5

52.0

48.9

57.0

55.0

31.5

32.6

30.5

33.4

38.7

36.1

30.2

31.7

26.7

21.3

31.8

42.7

34.3

32.3

32.6

28.6

20.8

35.1

34.6

37.9

28.2

30.9

25.1

21.6

32.2

29.2

34.9

30.6

29.9

29.0

34.4

31.7

30.9

32.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こうした法律がなくても、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が行われていると思う

こうした法律があることで、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が既に定着したと思う

こうした法律があることで、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が今後徐々に定着すると思う

こうした法律があっても、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が定着するとは思わない
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23_悪質な寄附勧誘への対処（その①）            
 
■ 悪質な寄附勧誘への対処として、「消費⽣活センターや法テラスなど、公的な相談の窓⼝に連

絡する」と回答した者は 2,398 ⼈（48.0％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））
であり、最も多かった。 
「家族や知⼈に相談する」と回答した者は 2,124 ⼈（42.5％）であり、「消費者庁に連絡する」
と回答した者は 1,237 ⼈（24.7％）であり、「⾃分⾃⾝で解決する（相談や連絡をしない場合
を含みます）」と回答した者は 1,181 ⼈（23.6％）であった。 

■ なお、「その他」と回答した者は 57 ⼈（1.1％）であったが、その具体的な内容について⾃由
記述形式で回答を求めたところ、寄せられた回答としては、「警察に通報・連絡する」が多か
った。 

 
 
【Ｑ13】寄附について、とても困った勧誘や⼾惑いどうしてよいか分からなくなるような勧誘を
受けた場合、どのような対処が考えられますか。相談先や連絡先について、当てはまるものを全
て選択してください。 （複数回答） 
 

 
 

消費生活センターや法テラスなど、公的
な相談の窓口に連絡する

家族や知人に相談する

消費者庁に連絡する

その他

自分自身で解決する(相談や連絡をしな
い場合を含みます)

48.0

42.5

24.7

1.1

23.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=5,000 

320



 

75 
 
 

 
 
 

n=

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
法
テ

ラ
ス
な
ど

、
公
的
な
相
談
の

窓
口
に
連
絡
す
る

家
族
や
知
人
に
相
談
す
る

消
費
者
庁
に
連
絡
す
る

そ
の
他

自
分
自
身
で
解
決
す
る

(

相

談
や
連
絡
を
し
な
い
場
合
を

含
み
ま
す

)

全体 5,000 48.0 42.5 24.7 1.1 23.6 
男性 2,417 47.0 32.3 25.2 1.5 29.9 
女性 2,583 48.8 52.0 24.4 0.8 17.7 
18～29歳 700 39.7 45.6 27.3 0.1 27.9 
30～39歳 661 42.7 43.9 29.2 1.1 26.0 
40～49歳 848 47.4 44.3 28.5 0.7 24.6 
50～59歳 774 50.1 41.5 25.5 1.6 25.2 
60～69歳 725 49.4 41.0 22.2 1.5 22.2 
70～79歳 771 53.2 37.7 21.8 1.3 21.4 
80歳以上 521 53.7 44.1 16.3 1.9 16.1 
男性18～29歳 358 40.8 37.7 28.5 0.3 31.6 
男性30～39歳 337 42.1 30.3 25.5 1.2 33.2 
男性40～49歳 429 47.3 37.8 28.9 0.9 29.6 
男性50～59歳 387 48.8 30.0 26.6 1.8 33.1 
男性60～69歳 356 46.6 27.8 24.2 2.5 28.7 
男性70～79歳 353 51.0 28.3 22.7 1.4 28.3 
男性80歳以上 197 56.3 34.0 13.7 3.6 20.8 
女性18～29歳 342 38.6 53.8 26.0 - 24.0 
女性30～39歳 324 43.2 58.0 33.0 0.9 18.5 
女性40～49歳 419 47.5 51.1 28.2 0.5 19.6 
女性50～59歳 387 51.4 53.0 24.3 1.3 17.3 
女性60～69歳 369 52.0 53.7 20.3 0.5 16.0 
女性70～79歳 418 55.0 45.7 21.1 1.2 15.6 
女性80歳以上 324 52.2 50.3 17.9 0.9 13.3 
北海道 211 52.6 36.0 32.2 2.4 22.7 
東北 343 49.0 41.1 21.9 2.3 24.8 
北関東・甲信 384 43.5 43.0 22.1 1.6 24.7 
南関東 1,472 51.0 40.9 29.1 1.0 22.6 
北陸 204 47.5 42.6 25.0 0.5 24.5 
東海 586 49.3 44.5 25.1 0.9 19.3 
近畿 812 44.8 42.4 21.8 0.6 25.7 
中国 284 45.8 44.0 21.5 1.4 24.6 
四国 149 36.2 47.7 16.8 2.0 29.5 
九州・沖縄 555 48.1 45.4 21.4 0.9 24.1 

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

48.0 
42.5 

24.7 

1.1 

23.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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24_悪質な寄附勧誘への対処（その②）            
 
■ 悪質な寄附勧誘への対処として、「寄附をお断りする」と回答した者は 3,678 ⼈（73.6％（当

該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。））であり、最も多かった。 
「その他（無視したり、特段意思表⽰せずに様⼦を⾒る場合を含みます）」と回答した者は
1,183 ⼈（23.7％）であり、「寄附をする」と回答した者は 139 ⼈（2.8％）であった。 

 
 
【Ｑ14】寄附について、とても困った勧誘や⼾惑いどうしてよいか分からなくなるような勧誘を
受けた場合、どのような対処が考えられますか。寄附をするかどうかについて、当てはまるもの
を 1 つ選択してください。 （単⼀回答） 

 

寄附をする

2.8%

寄附をお断りする

73.6%

その他(無視したり、特

段意思表示せずに様子

を見る場合を含みます)

23.7%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

居住
地方別

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

2.8

3.1

2.4

6.1

3.2

3.3

2.1

7.0

4.2

4.0

2.0

5.3

2.2

2.6

2.2

2.2

2.8

2.3

3.4

2.6

4.9

2.9

2.3

3.5

2.0

2.7

73.6

74.3

72.8

60.0

66.6

71.7

76.5

78.8

82.9

78.3

62.8

65.3

74.8

76.5

78.4

85.0

79.2

57.0

67.9

68.5

76.5

79.1

81.1

77.8

73.5

76.7

73.7

74.2

72.1

72.7

73.5

76.1

74.5

69.9

23.7

22.5

24.7

33.9

30.3

25.0

22.0

19.7

15.4

19.6

30.2

30.6

21.2

22.2

19.7

13.9

18.8

37.7

29.9

28.9

21.7

19.8

16.7

20.1

23.7

21.0

22.9

23.2

23.0

24.4

24.1

20.4

23.5

27.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

寄附をする 寄附をお断りする その他(無視したり、特段意思表示せずに様子を見る場合を含みます)
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25_消費者庁における不当寄附勧誘防⽌法の運⽤（その①）       
 

■ 消費者庁が不当寄附勧誘防⽌法を運⽤していることに関して、⾃⾝の考えに近いものとして、
「消費者庁においてそのような業務を⾏っていることは、知らなかった」と回答した者は
3,549 ⼈（71.0％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） であり、⾃⾝の考え
に近いものとして、「消費者庁においてそのような業務を⾏っていることは、知っていた」と
回答した者 1,451 ⼈（29.0％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ15_１】消費者庁は、法⼈から寄附の勧誘を受ける⽅々を保護するため、不当寄附勧誘防⽌法
を所管するとともに、違反法⼈に対し、法律に基づき「勧告」や「命令」を実施する権限を有して
います。また、寄附の不当勧誘に係る情報を収集するとともに、嫌疑の事実関係を確認するため、
必要な調査活動に当たっています。このことを踏まえ、あなたの考えに近いものを 1 つ選択して
ください。※ただし、この調査に取り掛かることにより知り得た情報や記憶に基づかないよう⼗
分にご留意いただき、この調査に取り掛かる前のご⾃⾝の考え⽅や認識に基づき回答してくださ
い。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(消費者庁におい

てそのような業務を行って

いることは、知っていた)

29.0%

Bに近い(消費者庁において

そのような業務を行っている

ことは、知らなかった)

71.0%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

29.0

34.1

24.2

33.0

32.4

27.9

24.8

25.9

31.0

28.8

38.0

36.5

33.8

27.9

30.9

36.5

37.6

27.8

28.1

22.0

21.7

21.1

26.3

23.5

39.8

28.9

31.3

28.9

26.0

26.8

27.1

29.9

26.8

30.1

71.0

65.9

75.8

67.0

67.6

72.1

75.2

74.1

69.0

71.2

62.0

63.5

66.2

72.1

69.1

63.5

62.4

72.2

71.9

78.0

78.3

78.9

73.7

76.5

60.2

71.1

68.8

71.1

74.0

73.2

72.9

70.1

73.2

69.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(消費者庁においてそのような業務を行っていることは、知っていた)

Bに近い(消費者庁においてそのような業務を行っていることは、知らなかった)
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26_消費者庁における不当寄附勧誘防⽌法の運⽤（その②）       
 
■ 消費者庁が不当寄附勧誘防⽌法を運⽤していることに関して、⾃⾝の考えに近いものとして、

「消費者庁のそのような業務は、社会的に必要なことであり、安⼼できる」と回答した者は
3,895 ⼈（77.9％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） であり、⾃⾝の考え
に近いものとして、「消費者庁のそのような業務は、社会的に必要なこととは思わない」と回
答した者 1,105 ⼈（22.1％）を⼤きく上回った。 

 
 
【Ｑ15_２】消費者庁は、法⼈から寄附の勧誘を受ける⽅々を保護するため、不当寄附勧誘防⽌法
を所管するとともに、違反法⼈に対し、法律に基づき「勧告」や「命令」を実施する権限を有して
います。また、寄附の不当勧誘に係る情報を収集するとともに、嫌疑の事実関係を確認するため、
必要な調査活動に当たっています。このことを踏まえ、あなたの考えに近いものを 1 つ選択して
ください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(消費者庁のそのよう

な業務は、社会的に必要なこと

であり、安心できる)

77.9%

Bに近い(消費者庁

のそのような業務は、

社会的に必要なこと

とは思わない)

22.1%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

77.9

76.4

79.3

72.6

69.7

71.6

75.5

84.3

85.1

89.8

71.2

65.9

72.0

73.1

82.9

84.4

93.9

74.0

73.8

71.1

77.8

85.6

85.6

87.3

81.0

82.8

78.1

76.6

74.0

79.0

76.2

78.2

77.9

79.6

22.1

23.6

20.7

27.4

30.3

28.4

24.5

15.7

14.9

10.2

28.8

34.1

28.0

26.9

17.1

15.6

6.1

26.0

26.2

28.9

22.2

14.4

14.4

12.7

19.0

17.2

21.9

23.4

26.0

21.0

23.8

21.8

22.1

20.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(消費者庁のそのような業務は、社会的に必要なことであり、安心できる)

Bに近い(消費者庁のそのような業務は、社会的に必要なこととは思わない)
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27_消費者庁における不当寄附勧誘防⽌法の運⽤（その③）       
 
■ 消費者庁が不当寄附勧誘防⽌法を運⽤していることに関して、⾃⾝の考えに近いものとして、

「消費者庁がそのような業務を⾏っていることについて、広く周知・啓発した⽅が良いと思
う」と回答した者は 3,813 ⼈（76.3％（当該設問の回答者全体に対する割合。以下同じ。）） 
であり、⾃⾝の考えに近いものとして、「消費者庁がそのような業務を⾏っていることについ
て広く周知・啓発しても、意味や効果はないと思う」と回答した者 1,187 ⼈（23.7％）を⼤
きく上回った。 

 
 
【Ｑ15_３】消費者庁は、法⼈から寄附の勧誘を受ける⽅々を保護するため、不当寄附勧誘防⽌法
を所管するとともに、違反法⼈に対し、法律に基づき「勧告」や「命令」を実施する権限を有して
います。また、寄附の不当勧誘に係る情報を収集するとともに、嫌疑の事実関係を確認するため、
必要な調査活動に当たっています。このことを踏まえ、あなたの考えに近いものを 1 つ選択して
ください。 （単⼀回答） 

 

Aに近い(消費者庁がそのような業

務を行っていることについて、広く

周知・啓発した方が良いと思う)

76.3%

Bに近い(消費者庁が

そのような業務を行っ

ていることについて広く

周知・啓発しても、意味

や効果はないと思う)

23.7%

n=5,000
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全体 (5,000)

男性 (2,417)

女性 (2,583)

18～29歳 (700)

30～39歳 (661)

40～49歳 (848)

50～59歳 (774)

60～69歳 (725)

70～79歳 (771)

80歳以上 (521)

男性18～29歳 (358)

男性30～39歳 (337)

男性40～49歳 (429)

男性50～59歳 (387)

男性60～69歳 (356)

男性70～79歳 (353)

男性80歳以上 (197)

女性18～29歳 (342)

女性30～39歳 (324)

女性40～49歳 (419)

女性50～59歳 (387)

女性60～69歳 (369)

女性70～79歳 (418)

女性80歳以上 (324)

北海道 (211)

東北 (343)

北関東・甲信 (384)

南関東 (1,472)

北陸 (204)

東海 (586)

近畿 (812)

中国 (284)

四国 (149)

九州・沖縄 (555)

2％未満の数値ラベルは非表示

性別

年代別

男性
年代別

女性
年代別

居住
地方別

76.3

74.4

78.0

67.6

66.7

70.9

75.8

82.3

84.4

88.9

66.5

61.7

70.4

72.9

81.2

83.6

93.4

68.7

71.9

71.4

78.8

83.5

85.2

86.1

79.6

80.8

75.5

74.9

72.5

77.6

74.4

75.0

76.5

79.6

23.7

25.6

22.0

32.4

33.3

29.1

24.2

17.7

15.6

11.1

33.5

38.3

29.6

27.1

18.8

16.4

6.6

31.3

28.1

28.6

21.2

16.5

14.8

13.9

20.4

19.2

24.5

25.1

27.5

22.4

25.6

25.0

23.5

20.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Aに近い(消費者庁がそのような業務を行っていることについて、広く周知・啓発した方が良いと思う)

Bに近い(消費者庁がそのような業務を行っていることについて広く周知・啓発しても、意味や効果はないと思う)
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28_不当寄附勧誘防⽌法や寄附の勧誘についての意⾒      
 
■ 不当寄附勧誘防⽌法や寄附の勧誘について⾃由（1,000 ⽂字以内）に意⾒を求めたところ、

2,835 ⼈から意⾒が寄せられた。 
■ 不当寄附勧誘防⽌法や寄附の勧誘についての意⾒につき「特になし」とするものが、その半

数以上を占めた。 
■ その他⽐較的多く寄せられた意⾒の趣旨とその⼀例（原⽂ママ）については、次のとおりで

ある。 
 

不当寄附勧誘防⽌法の広報に関するもの 
・あまりよく知られてない法律なので、より広く広報して国⺠に知ってもらうことが⼤事に

なると思う。 
・広く知らしめることによって、不当なことをしようとしている⼈への抑⽌⼒になるとおも

う。 
不当寄附勧誘防⽌法の必要性に関するもの 
・不当な寄付を未然に防ぐのにも法律が抑⽌⼒になるので必要だと思う 
・被害に合われた⽅がいるならこのような法律も必要と思う 
寄附や寄附勧誘について⾝近な事柄とは考えていないとするもの 
・今のところ、寄付の勧誘などは受けたことがないため、⾝近なこととは考えにくい。 
・寄附する余裕がない 
⾃衛や対処に関するもの 
・少しでも疑問に感じることは⼀度とどまり、⾝近な⼈や警察、市役所、消費者センターな

どへ相談することとする。 
・寄付の勧誘を受けた場合、 疑問点があれば毅然と断ることが必要である 
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  第４_調査票     
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■スクリーニング
回答者：全員
F1 SA あなたの性別をお答えください。

○1 男性
○2 女性

F2 NUM あなたの年齢をお答えください。

歳 ※必須、半角数字のみ →17歳以下は調査終了

F3 SA あなたのお住まいの地域をお答えください。

▼プルダウン
1 北海道 17 石川県 33 岡山県 北海道
2 青森県 18 福井県 34 広島県 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
3 岩手県 19 山梨県 35 山口県 茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、長野県
4 宮城県 20 長野県 36 徳島県 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
5 秋田県 21 岐阜県 37 香川県 新潟県、富山県、石川県、福井県
6 山形県 22 静岡県 38 愛媛県 岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
7 福島県 23 愛知県 39 高知県 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
8 茨城県 24 三重県 40 福岡県 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
9 栃木県 25 滋賀県 41 佐賀県 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

10 群馬県 26 京都府 42 長崎県  福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
11 埼玉県 27 大阪府 43 熊本県
12 千葉県 28 兵庫県 44 大分県
13 東京都 29 奈良県 45 宮崎県
14 神奈川県 30 和歌山県 46 鹿児島県
15 新潟県 31 鳥取県 47 沖縄県
16 富山県 32 島根県 48 海外 →調査終了

回答者：全員 改ページ
SC1 SA あなたの職業について、当てはまるものを１つ選択してください。

※公務員や自営の方、パート、アルバイト、フリーターなどの方は、主に従事しているお仕事の業種や職種に照らし、当てはまるものを1つ選択してください。

○1 管理的職業（法人役員、団体役員など）
○2 事務的職業
○3 研究・技術の職業（自然科学系研究者、開発・製造・建築・情報通信技術者など）
○4 法務（弁護士、司法書士など）・経営（公認会計士、経営コンサルタントなど）・文化芸術（美術家、宗教家など）等の専門的職業
○5 医療・看護・保健の職業
○6 保育・教育の職業
○7 販売・営業の職業
○8 福祉・介護の職業
○9 サービスの職業（家政婦（夫）、理容師・美容師、クリーニング職、調理人、接客・給仕業、管理人など）
○10 警備・保安の職業
○11 農林漁業の職業
○12 製造・修理・塗装・製図等の職業
○13 配送・輸送・機械運転の職業（配達員、運転手、クレーン運転工など）
○14 建設・土木・電気工事の職業
○15 運搬・清掃・包装・選別等の職業
○16 大学院生・大学生（短期大学生を含む）
○17 専門学生
○18 高校生（高等専門学校生、高等専修学校生を含む）
○19 主婦・主夫
○20 無職（求職者、退職者を含む。学生、主婦・主夫を除く）
○21 その他

回答者：全員 改ページ
SC2 MAMT （１）あなたの現在のご家族について、当てはまるものを全て選択してください。

※孫や祖父母など、選択肢にはない家族がいる場合であっても、選択肢中から当てはまるものを回答いただく限りで、差し支えありません。
また、現在同居していない家族も含めてお答えください。
（２）そのうち、現在同居中のご家族を全て選択してください。

 ※SC2_1→SC2_2絞込(6除く)

1 父母（該当が一部の場合を含みます）
2 兄弟姉妹（該当が一部の場合を含みます）
3 配偶者
4 子（複数の場合を含みます）
5 義父母（該当が一部の場合を含みます）
6 単身 ※排他

四国
九州・沖縄

北海道
東北

北関東・甲信
南関東
北陸
東海
近畿
中国

SC2_1
（１）家族状況

↓
□
□
□

SC2_2
（２）うち現在同居中

↓
□
□

□
□
□

□
□
□
□
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回答者：全員 改ページ
S1 基本的留意事項等

（調査目的について）
この調査は、消費者庁が所管する
法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関する法律
略称：不当寄附勧誘防止法
について、社会における認知状況を調べるとともに、寄附の勧誘をめぐる意識や認識などについて、基本的な情報を得るために実施するものです。
この調査結果は、消費者庁における関係施策の推進に活用させていただきます。

（不当寄附勧誘防止法について）
１．不当な勧誘によって高額な寄附を迫られ、家庭が困窮したり崩壊したりする事例が相次いで報告された問題を受け、不当な寄附勧誘を未然に防止する
　　とともに、被害の救済、再発防止を図るため、令和４年（2022年）の臨時国会において、所要の法整備が行われるとともに、新たに、不当寄附勧誘防止法
　　が制定され、翌年（2023年）に施行（実施）されました。　
２．この法律の主な内容は、広報ポスターに分かりやすくまとめておりますので、そちらをご参照ください。 ※「広報ポスター」クリックでポスター表示
　　必要な配慮に欠ける寄附勧誘を行った法人や、禁止行為により寄附勧誘を受ける方を困らせた法人に対し、法律に基づき、勧告や命令といった行政上の
　　措置が実施されることとなります。そのため、消費者庁では、違法な疑いがある情報の収集と調査に日々当たっています。
詳しくは、「法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関する法律」のウェブページへ。
※↑文にリンク付け https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/donation_solicitation/

（基本的留意事項について）
１．この調査の回答に要する時間は、おおむね7～8分程度です。
２．この調査に対する回答は、例えば法令に沿った正確なものを求めるものではありません。
　　全ての設問について、あなた自身の考え方や認識に基づいて回答いただくことで差し支えありません。
　　また、詳しく知らない事柄や、よく分からない設問がある場合には、回答選択肢からあなたの考え方や認識に最も近いものを回答してください。
３．時点については、特に指定のない限り、あなたの回答時の状況でお答えください。
４．この調査で使用する用語の定義や意味は、次のページに掲げるとおりとします。

回答者：全員 改ページ
S2 ※本アンケートで、出てくる主要な用語です。

【法人】
「法人」とは、あらゆる法人をいうほか、法人ではない団体も含むものとします。
【寄附】
「寄附」とは、法人に対し、あなたの財産を無償で贈り（譲り渡す）、又はその約束（契約）をすることをいいます（法人活動を支援する目的の献金・被災者
支援の義援金なども含む。）。

（「財産」に当たるものの例）
・金銭（お金）
・物品、不動産、有価証券
・キャッシュレス決済（電子マネーやQRコード決済によるものを含む。）

　（「寄附」から除くもの又は「寄附」に当たらないものの例）
・ふるさと納税　
・法人ではなく個人（純然たる個人をいい、組織活動の一員に当たる方はここでの「個人」に該当しない。）に対し、あなたの財産を贈る（譲り渡す）もの。
・無償ではなく、何かしら見返り（例：物品やサービスの提供）を受けることを前提とするもの。

【少額寄附】
　　「少額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、一回当たりの金額が300円未満の寄附をいいます。（金銭（お金）ではない場合は、金銭に換算し
　　ておおむね300円未満となるものは、「少額寄附」とする。）

　（「少額寄附」に当たるものの例）
　　・お賽銭（300円未満）
　　・いわゆる赤い羽根募金、緑の羽根募金、青い羽根募金など（300円未満）
　　・その他300円未満の寄附全て

【相当額寄附】
　「相当額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、「少額寄附」を除く全ての寄附をいいます。（金銭（お金）ではない場合は、金銭に換算しておおむ
　ね300円以上となるものは、「相当額寄附」とする。）

【勧誘】
　「勧誘」とは、勧めて誘うことをいいます。そして、寄附の勧誘の場合には、寄附することについて、あなたの意思に直接影響を与える働き掛けの一切をいい、
　例えば、あなたの面前での言動による方法はもちろん、チラシの配布やインターネットによる方法も「勧誘」に当たるものとします。

【不当な寄附勧誘】
　「不当な寄附（の）勧誘」とは、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘をいい、具体的には、寄附の勧誘について、広報ポスターに掲げるとおり、
(1)禁止されている行為をして寄附の勧誘を受ける方を困惑させるもの ※「広報ポスター」クリックでポスター表示
又は
(2)配慮すべき義務を十分に守っていないもの
をいいます。
　ただし、広報ポスターのうち、「借入れ等による資金調達を要求」については、寄附の勧誘を受ける方の困惑にかかわらず、不当な寄附勧誘に当たるものと
します。 ※「広報ポスター」クリックでポスター表示
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■本調査
回答者：全員 改ページ
Q1 SA 次に掲げる法律名（名称又は略称）について、当てはまるものを１つ選択してださい。

※ただし、回答は、この調査に取り掛かることにより知り得た情報や記憶に基づかないよう十分にご留意いただき、この調査に取り掛かる前のご自身の考え方や
　　認識に基づき回答してください。
（法律の名称）
法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関する法律
（法律の略称）
不当寄附勧誘防止法

○1 この法律名は聞いたことがあり、また、この法律の施行日（実施日）も聞いたことがあった
○2 この法律名は聞いたことがあったが、この法律の施行日（実施日）は知らなかった
○3 この法律名を聞いたことはなかったが、寄附の勧誘に関する法律が作られたことは知っていた
○4 この法律名を聞いたことはなく、寄附の勧誘に関する法律が作られたことも知らなかった

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示
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回答者：Q1=1-3「不当寄附勧誘防止法について聞いたことがある」または「寄附の勧誘に関する法律が作られたことを知っていた」 改ページ
Q2 SA この法律（寄附の勧誘に関する法律という認識にとどまる場合を含みます）について、その内容や目的の認識として当てはまるものを１つ選択してください。

※ただし、回答は、この調査に取り掛かることにより知り得た情報や記憶に基づかないよう十分にご留意いただき、この調査に取り掛かる前のご自身の考え方や
　　認識に基づき回答してください。
（法律の名称）
法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関する法律
（法律の略称）
不当寄附勧誘防止法

○1 この法律の内容や目的について、よく知っていた
○2 この法律の内容や目的について、やや知っていた
○3 この法律の内容や目的について、あまり知らなかった
○4 この法律の内容や目的について、全く知らなかった

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q3_1 SA 寄附や寄附の勧誘に関わる視点で、ここ１～２年の社会情勢とそれ以前の社会情勢を比べたものとして、当てはまるものを１つ選択してください。

○1 社会情勢が大きく変化したと感じる
○2 社会情勢が少し変化したと感じる
○3 社会情勢の変化は感じない
○4 社会情勢の変化があるかどうかは、よく分からない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q3_2 SA 社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘に係る視点で、ここ１～２年の社会情勢とそれ以前の社会情勢を比べたものとして、当てはまるものを１つ選択してください。

○1 そのような勧誘が増えたと感じる
○2 そのような勧誘は減ったと感じる
○3 そのような勧誘があるとは、これまで感じたことはない
○4 そのような勧誘があるかどうかは、よく分からない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q4 SAMT あなたの、これまでに受けた寄附の勧誘について、該当するものをそれぞれ１つ選択してください。

【少額寄附】
　　「少額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、一回当たりの金額が300円未満の寄附をいいます。（金銭（お金）ではない場合は、
　　金銭に換算しておおむね300円未満となるものは、「少額寄附」とする。）

　（「少額寄附」に当たるものの例）
　　・お賽銭（300円未満）
　　・いわゆる赤い羽根募金、緑の羽根募金、青い羽根募金など（300円未満）
　　・その他300円未満の寄附全て

【相当額寄附】
　「相当額寄附」とは、前記「寄附」に当たるものであって、「少額寄附」を除く全ての寄附をいいます。（金銭（お金）ではない場合は、金銭に
　　換算しておおむね300円以上となるものは、「相当額寄附」とする。）

1 寄附したことはあるが、勧誘を受けたことはない
2 勧誘を受けて、寄附をしたことがある
3 寄附したことはないが、勧誘を受けたことがある
4 勧誘を受けたことはなく、寄附したこともない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

少額寄附の勧
誘について

相当額寄附の
勧誘について

↓
〇
〇

Q4_1 Q4_2

〇
〇

↓
〇
〇
〇
〇
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回答者：Q4_2=2「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」 改ページ
Q5 SAMT 勧誘を受けて行った相当額寄附のこれまでの総額と、相当額寄附１回当たりの最高額について、該当するものをそれぞれ１つ選択してください。

※例えば、寄附したものが不動産など金銭でない場合は、金銭に換算し、その結果、おおむね該当するものを選択してください。

※Q5_1≧Q5_2の制御　（15除く）

1 1,000円未満
2 1,000円以上～１万円未満
3 １万円以上～５万円未満
4 ５万円以上～10万円未満
5 10万円以上～30万円未満
6 30万円以上～50万円未満
7 50万円以上～100万円未満
8 100万円以上～300万円未満
9 300万円以上～500万円未満

10 500万円以上～1,000万円未満
11 1,000万円以上～3,000万円未満
12 3,000万円以上～5,000万円未満
13 5,000万円以上～１億円未満
14 １億円以上
15 わからない・覚えていない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：Q4_2=2「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」 改ページ
Q6_1 SA 勧誘を受けて行った相当額寄附について、当該寄附先の法人に関し、該当するものを１つ選択してください。

○1 勧誘を受けて寄附したことは、１回限りである
○2 勧誘を受けて寄附したことは複数回あり、その寄附先は、毎回同じ特定の法人である
○3 勧誘を受けて寄附したことは複数回あり、その寄附先も複数である
○4 勧誘を受けて寄附したことは記憶しているが、その回数や寄附先は覚えていない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：Q4_2=2「勧誘を受けて、寄附をしたことがある」 改ページ
Q6_2 SA 勧誘を受けて行った相当額寄附について、当該寄附の時期に関し、該当するものを１つ選択してください。

○1 勧誘を受けて寄附した時期については、全てここ１～２年のことである
○2 勧誘を受けて寄附した時期については、ここ１～２年のものが多いといえる
○3 勧誘を受けて寄附した時期については、３年以上前のものが多いといえる
○4 勧誘を受けて寄附した時期については、全て３年以上前のことである

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：Q4_1、Q4_2いずれか2、3「寄附の勧誘を受けたことがある」 改ページ
Q7 MAMT ご自身が体験した寄附の勧誘方法について、該当するものがあれば全て選択してください。

1 街頭での呼びかけ（資料を配布された場合も含みます）
2 職場・学校での呼びかけ（資料を配布された場合も含みます）
3 戸別訪問
4 電話
5 郵便（手紙、書面）
6 SNS（ダイレクトメール、ダイレクトメッセージも含みます）
7 インターネット（ホームページ、バナー広告、ポップアップ広告など）
8 テレビ・ラジオ
9 新聞・雑誌

10 家族や知人からの紹介
11 行事やイベントに参加した際
12 会議室や事務所等の特定の場所に招かれた際
13 その他（30文字以内） ※FA３０文字以内

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

↓

〇
〇

〇
〇

〇

Q5_2
勧誘を受けて行った相
当額寄附の１回当たり

の最高額

↓
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

勧誘を受けて行った相
当額寄附のこれまでの

総額

Q5_1

〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

□
FA

↓Q4_1=2、3で表示
Q7_1

少額寄附の勧誘方法

↓
□
□
□

□
□
□
□

□

↓Q4_2=2、3で表示
Q7_2

相当額寄附の勧誘方
法
↓
□
□

□
□
□

□
□
□
□
FA

□
□
□
□
□
□
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回答者：Q4_1、Q4_2いずれか2、3「寄附の勧誘を受けたことがある」 改ページ
Q8 MAMT これまでに受けた寄附の勧誘に関するあなたの印象について、当てはまるものがあれば、全て選択してください。

↓Q4_1=2、3で表示 ↓Q4_2=2、3で表示

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q9 SA 寄附することや寄附の勧誘を受けることについて、あなたとの接点や関わりの程度として当てはまるものを、１つ選択してください。

○1 かなり身近なことと感じる
○2 身近なことと感じる
○3 身近なこととは感じない
○4 身近なこととは全く感じない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q10_1 SA ご家族やお知り合いの方などから聞いたり、相談された悪質な寄附勧誘の被害はありましたか。次の中から該当するものを１つ選択してください。

○1 寄附について、家族や知り合いなどから、困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘を受けたと聞いたり、又は相談されたことがある
○2 寄附について、家族や知り合いなどから、困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘を受けたと聞いたり、相談されたことはない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q10_2 SA ご家族やお知り合いの方などにとって、寄附することや寄附の勧誘を受けることとの接点や関わりの程度として、当てはまると思われるものを１つ選択してください。

○1 家族や知り合いなどにとってかなり身近なことと、感じる
○2 家族や知り合いなどにとって身近なことと、感じる
○3 家族や知り合いなどにとって身近なこととは、感じない
○4 家族や知り合いなどにとって身近なこととは、全く感じない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q11 SAMT 冒頭の「基本的留意事項等」に掲げるとおり、不当寄附勧誘防止法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により禁止されています。

このことを踏まえ、各項目について当てはまるものを、それぞれ１つ選択してください。

A B

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

1 いずれも問題がない適切な勧誘だった

2

3

4

5

6

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が少し（1～２回程
度）あった。その時期はここ１～２年のことだった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が少し（1～２回程
度）あった。その時期は３年以上前のことだった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が多かった（３回以
上）。その時期はここ１～２年のことだった

困った勧誘や戸惑いどうして良いか分からなくなるような勧誘が多かった（３回以
上）。その時期は３年以上前のことだった

少なくとも困ったりどうして良いか分からなくなるような勧誘を受けた記憶はない

こうした法律は不必要だと思う

こうした法律があることは、安心して寄附ができ
ることにつながるとは思わない

こうした法律があることは、一般に、寄附を募る
法人の勧誘活動の妨げになると思う

□

Q8_1 Q8_2

※排他

※排他

□

□

□

相当額寄附勧
誘の印象

↓

□

□

□

□

□

□

少額寄附勧誘
の印象

↓

□

□ ※選択肢3と5は同時選択不可

※選択肢4と6は同時選択不可

こうした法律があっても、社会的に許し難い悪質
な寄附勧誘を抑止したり改善するような効果は
ないと思う

こうした法律があることは、社会的に許し難い悪
質な寄附勧誘の抑止や改善に向け、効果を発
揮すると思う

Q11_4

Q11_1

Q11_2

Q11_3

こうした法律は社会的に必要だと思う

こうした法律があることは、安心して寄附ができ
ることにつながると思う

こうした法律があっても、一般に、寄附を募る法
人の勧誘活動の妨げになるとは思わない

2
Bに近い

〇

〇

〇

〇

1
Aに近い

〇

〇

〇

〇
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回答者：全員 改ページ
Q12 SA 冒頭の「基本的留意事項等」に掲げるとおり、不当寄附勧誘防止法が制定され、社会的に許し難い悪質な寄附の勧誘は、法律により禁止されています。

このことを踏まえ、選択肢のうち当てはまるものを１つ選択してください。

○1 こうした法律がなくても、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が行われていると思う
○2 こうした法律があることで、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が既に定着したと思う
○3 こうした法律があることで、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が今後徐々に定着すると思う
○4 こうした法律があっても、法人による寄附の勧誘について、適切な行為に基づく対応が定着するとは思わない

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q13 MA 寄附について、とても困った勧誘や戸惑いどうしてよいか分からなくなるような勧誘を受けた場合、どのような対処が考えられますか、当てはまるものを全て選択

してください。
●相談先や連絡先について、当てはまるものを全て選択してください。

□1 家族や知人に相談する
□2 消費生活センターや法テラスなど、公的な相談の窓口に連絡する
□3 消費者庁に連絡する
□4 その他（50文字以内） ※FA50文字以内
□5 自分自身で解決する（相談や連絡をしない場合を含みます） ※排他

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q14 SA 寄附について、とても困った勧誘や戸惑いどうしてよいか分からなくなるような勧誘を受けた場合、どのような対処が考えられますか、当てはまるものを１つ選択

してください。
●寄附をするかどうかについて、当てはまるものを１つ選択してください。

○1 寄附をする
○2 寄附をお断りする
○3 その他（無視したり、特段意思表示せずに様子を見る場合を含みます）

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q15 SAMT 消費者庁は、法人から寄附の勧誘を受ける方々を保護するため、不当寄附勧誘防止法を所管するとともに、違反法人に対し、法律に基づき「勧告」や「命令」

を実施する権限を有しています。また、寄附の不当勧誘に係る情報を収集するとともに、嫌疑の事実関係を確認するため、必要な調査活動に当たっています。
このことを踏まえ、各項目について当てはまるものを、それぞれ１つ選択してください。
※ただし、最初の項目については、この調査に取り掛かることにより知り得た情報や記憶に基づかないよう十分にご留意いただき、この調査に取り掛かる前の
　　ご自身の考え方や認識に基づき回答してください。

A B

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

回答者：全員 改ページ
Q16 FA この法律（不当寄附勧誘防止法）や寄附の勧誘について、ご意見がありましたら、自由に入力してください。

参考：「法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関する法律 」のウェブページ
※↑「法人等～以降の文にリンク付け https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/donation_solicitation/

（1,000文字以内） ※FA1,000文字以内

任意

※用語の定義を確認したい方はクリックしてください。 ※←行クリックで用語の定義を表示
※不当寄附勧誘防止法ポスターを表示する場合はクリックしてください。 ※←行クリックで広報ポスターを表示

消費者庁がそのような業務を行っていることに
ついて広く周知・啓発しても、意味や効果はない
と思う

消費者庁がそのような業務を行っていることに
ついて、広く周知・啓発した方が良いと思う

Q15_3

Q15_2 消費者庁のそのような業務は、社会的に必要な
ことであり、安心できる

消費者庁のそのような業務は、社会的に必要な
こととは思わない

Q15_1 消費者庁においてそのような業務を行っている
ことは、知っていた

消費者庁においてそのような業務を行っている
ことは、知らなかった

1 2
Aに近い Bに近い

〇 〇

〇 〇

〇 〇
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